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取つつ 辦ぃ BASIC 



イン 夕 プ リタと コンパイラ 



10 s=o 

20 INPUT A 

30 S=S+A 

40 GOTO 20 



パソコンで プログラム を 作る と き， 
あなた は ど ういう を 使って います 
か ？ 

最近 は C 言語が ブーム となり， さま 
ざ ま な W 性能 C コンパイラ がな 場 し て 

います。 これらの コンパイラ は 統^ 環 
境と いった エディ タ と コンパ ィ ラが介 
^ し た 構成 を 取って いてたい へんに 扱 
いやす い も のです。 

し 力 • し， これらの I： 火され た C コン 

パ イラで も， 取つつ きやす さとい う 点 

では ま だ ま だ BASIC に は 及 び ません。 
BASIC の は とん ど はパゾ コ ン 小 ^ に標 
-準 装備され ています し， インタプリタ 
形式の ものが ほ とん どです から 親しみ 
やす さに 関して はこ れ以 上の も の は な 
いでし よ う。 

鋭し みやすい ぶん， プログラムのお 
行速 度が 遅 く ， iU 販 ソフトの ような 大 
規 校-な プログラム は 作りに くいな ど の 
問^点 があります 力、 丁-. 奉 も に プロ グラ 
ミン グ をして みる 埸 は BASIC がー 
番 ではない でしよ う 力'。 



BASIC の 親 しみ やす さ を 兄て みるた 
めに， M じ 内容 を 実行す る BASIC のプ 
口 グラ ム と C の プロ ダラム を リスト し 
リスト 2 に ms; しま した。 

こ の プロ グラム は ど ち に も キ 一ボー 

ド から 人力され る 二つの 数^に よって 
lii し ひ を \ f ない. そ の 和 を 表示す る , 
という 簡 中-な ものです。 



リスト 1 と リスト 2 を 比べて みる と， 
C の プログラム であ る リスト 2 の ほう 
に は 難しそう な 設定， 意味が 良く わか 
ら ない 記号な どが 含まれて いる こ とが 
わかり ます。 

これに 対して， BASIC の プログラム 
である リスト 1 は， 命令が あ, : おで あ る 
こ と を 除けば たいへん わか り やすい も 
のにな つて い ま す。 

プロ グラ ミン グ という ものが どうい 
う もの かま だ わからない 人力 ? ， いきな 
り リスト 2 のよう な 複雑そう なプ ログ 
ラム を-? ける でし ようか？ 

リ ス ト 2 の プログラムの 実行 内容 は 
非常に 簡 単です が, 内 部 動作に つ >■ ' て 
は ポインタ な ど の CPU や メ モ リ 構造 
の 考え かた をす ベて 把捉して いない と 
完全に 理解す る の は 不 可能です。 

BASIC の プログラム は 他の s m と 
mm, 命令 は 英語です。 しかし， その 
単語の 意味 さえ わかって いれば， その 
^^の 内容 は 理解で きて しまいます。 
さ ら に， ^雑な 指定 な ど が あ ま り な し ' 
ので. 命令の^ 作 を' ぇ^ に^ 解す る の 
も 簡単です。 これが， BASIC の 取つつ 
きやす さ を' ト: みだして いる 人き な埤由 
です。 

CM 語 や Pascal な' ど は 一つの 命令 を 

実行す る た め に， 桁定 し た り m,s し な 
く て は な ら ない 項目が 多く， そ の 動作 
内容 も かなり^ 雑です。 プログラム を 

組み は じ め る に， プログラム を 組む' 
ために やらな く て はならない こ とが 多 



LIST 1 BAS にに よる 足し算 プ£1 グラム 



10 


INPUT A 


1 変数 A に キーボードから 値 を 入力す る 


20 


INPUT B 


• 変数 B に キーボードから 値 を 入力す る 


30 


C=A+B 


• 変数 C に A と B の 和 を 代入す る 


40 


PRINT C 


' C の 値 を 画面に 表示す る 


50 


END 


• 終わり 



^include 

int 
int 
int 

nainO 



<sldio. h> 



scanf にお"， &a) ； 
scanf C*5Sd",&b) ； 
c=a+b; 

printfCXdYn'.c); 



/* へ', ダフ 7 ィ ルを 読み込む */ 
/* 各 変数 を 宣言す る */ 

/* メイ ン プロ グラ ム */ 

/* a に 標準入力から 値 を 読み込む */ 

/* b に 標準, 人力から 値 を^み 込む */ 

/* c に a と b の 和 を 代入す る */ 
/* 標準出力に c の ffi を 表示し、 改行す る */ 



いのです。 

これで は， 初心者 は プロ ダラ ム がで 
き あがる 前に 設定な どで つま づ いてし 
まいます。 ところ 力 f ， BASIC な ら ば 実 
'U し たい 命令 を * ベて い けば， 簡単に 
プログラムが できて しまう のです。 こ 
の 違いが BASIC と C? さおとの 人き な 違 
いで あり， BASIC の 特徴です。 



ベ一 マガの 読お のみな さんの 大部分 
は， 「BASIC インタプリタ」 とか 「C コ 
ン パイ ラ j という 言葉 を 見聞き した こ 
とが あると 思います。 BASIC や C 言語 
と い うの はコン ピュー タの プロ グラ ミ 
ング, i; 語の ft Ki です が， インタプリタ 
や コンパ ィ ラ というの はいった いどう 
い う ものな のでし ようか？ 

BASIC という と インタプリタ， CM 
おと いえば コンパ ィ ラ というよ うに ぞ 
えられて いる 風潮が あ り ま すが, BAS 
IC は 必 す' インタプリタで， じ は 1> till コ 
ンパ イラ かとい う とそれ は 間違いで' す。 

BASIC コンパイラ は &種 存在 します 
し， C インタプリタ も あり ます。 言語の 

mwi と インタプリタ か コンパイラ かと 
いうの はまった く 独立 している のです。 

全体の 傾向 と して は， BASIC は ィ 

ンタプ リタが 多く， c はコ -ンパ イラ 力 f 

は と ん どです ので， BASIC= インタ 
プリ タ， C= コンパイラ という 言葉 力 J 
丄' i く でる わけです。 

BASIC ではよ く 採用され ている ィ 
ンタプ リタ お 式で は， インタ プリ タと 
呼ばれ る プログラム が, >) え ら れ た プ 

口 グ ラ ム を 逐次 解析 し て 衬応す る 9m 
を 実行して いき ます。 

た とえば， リスト 3 のよう なプ ログ 

ラムの 場合， インタプリタ は 第 1 図に 
示す よ う な 手順で プ 口 グ ラム を 実 1 f し 

《UST 3 》 インタプリタと コンパイラ 

の 勦 作 内容 



L I s T 2 ^ C によ 

る 足し算 プログラム 




ていきます。 
いつぼう， コンパ ィ ラガ式 は ど うか 

と言うと， 第 2 図に, jt すよう な 手順で 
プログラム を' お 行し ます。 

コンパイラ は， ^えられた プロ ダラ 
ム に ネれし; す る 'Ji \ )• オブジェクト を 作り 
だす だけで， その プログラム i'i 体 を' ii 
むする こ と はあり ません。 できあがつ 
た ォ ブ ジェ クトを OS h な ど で 'ii \ f し 
て， はじめて プログラムが 'おひされ た 
ことにな り ま す。 

インタ プリ タは プロ グラ ム に 書かれ 
ている 命令に 対応す る 勒作を そ の 都度 
'お 行して いきます。 です かに ループ 
す る 部分な どが ある 場れ は liij じと ころ 
を 何度 も 解析 して 実行 するとい う 無駄 
な こと をし ます。 このため， 速度 はか 
なり 低ド してし まいます。 

コンパイラ の^ O は あらかじめ プロ 
グラ ム 全体 を 解析 してし まうた め， 'Ji 

ij している ときに は 解^? す る 必要が あ 
りません。 このため， コンパイラで 作 
つ た';; 行 ォ ブジエ ク ト はは 速です。 

その かわ り， インタ プリ タ では プロ 
ダラ ム を即' 大: 行で きます 力、 コンパ ィ 
ラ の 場 ^は プロ グ ラ ム 実 行 前 に コンパ 
ィル という 作業 を 行なって お く 必要が 
あります。 

簡 中- に プログラム を 操作で きる イン 

タ プリ タカ f BASIC に 多 いのは， BASI 
Cl'l ^が 待つ 親 しみ やす さ を拟な わ な 
いように している ためです。 

-般に は 速度の 点で^って い る イン 
タ プリ タはほ とん ど 使われません 力 f , 
パゾ コン. レ ベルの BASIC の 世 界 では 
このよう な现由 か ら インタ プリ タカ： i : . 
流と なって います。 

構造 化 プロ グラ 5 ング 



10 C=l 

20 PRINT "数 当てげ いむ' 
30 A=INT(RND(1)*100)+1 
40 INPUT B 

50 IF A=B THEN PRINT ""正解に； C:' 回でした-:' GOTO 110 
60 IF A>B THEN PRINT 'もっと 大きい-: GOTO 80 
70 PRINT 'fc つと 小さい' 
80 C=C+1 

90 PRINT 'もう 一度 チヤ レンジ- 
100 GOTO 40 

110 PRINT '再 プレー？ 一 
120 は =1MEY$ 

130 IF IS*"Y" 01 [$•"/" THEN GOTO 10 
140 IP [$=T OR IS-*n" THEN END 
150 GOTO 120 



第 1 図 インタプリタの 動作 



s = o ^> 「s=o」 に 対応す る 動作 を 探す 

INPUT A -=i> HNPUT A」 に 対応す る 動作 を 探す う 

S = S + A =t> 「S = S + Aj 〃 ■=!> 

GOTO 20 ^> 「GOTO 2。」 〃 ^> 20 行' 

探して いるので 時間が かかる =a い 



s > en 



A-» (Xj 



第 2 図' コンパイラの 動' 行 



II 



S = =t> 「S = 0j に 対応す る フロク 'ラム を 作る^) [ 
INPUT A H> 
S = S + A ■=)> 
GOTO 20<=J> 

フ 口 グラム を 作って いるので 時間が かかる 



咭[ 



それぞれ， やる 内容 はすで に 分かって いる 

探す 必要かない 
速い 



5 ■ 画 匕 




10 PRINT "数 当てげ いむ' 




9(i r:=i 




30 A=1NT(RND(1)*100)+1 




35 '入力と 結果 表示 




40 INPUT B 




50 IF A»B THEN PRINT '正解 ！ -; C; 


ぎ でした' 


60 IF A>B THEN PRINT " つと 大き、 




70 IF A<B THEN PRINT -もゥ と 小さし 




75 '正解して いるなら 終了 




80 IF A=B THEN GOTO 120 




IS '達う とき 




gg C=C+1 




100 PRINT " う 一度 チ ャ レンジ- 




110 GOTO 40 




115 ' ゲーム 終了 




120 PRINT • 再 プレー？ - 




130 I$=1NKEY$ 




140 IF i$="Y" OR I$="y" THEN GOTO 


10 


ISO IF l$-"M" OR l$«'n" THEN END 




160 GOTO 130 





を 待って い 小さな プログラム を 作る 場 ^は， プ 

口 グラ ム ^^を 簡単に W る こ と がで き 



このように 親しみ やす さに を お 

i. 、 た BASIC で すが， 親しみ やす さ を 



協' 先した ために 大きな^.','.': 
ます。 

それが， 構造 化 プロ 
グラ ミ ン グ がし にくい 
という こ とです。 



▼ ROM — BASIC はハ I ド ディスク ゃフ ツビ— 

ディスクから 起動し ないように している と起勖 する。 

FILES などの ディスク 操作 命令が 使えない ため、 

現在で は ほとんど 用いられ ていない 



L Is T4 わかりにくい プロ グラ 



《し IST5》 プ □ ック ことに 分けた 

プログラム 



2 



Disk-BASIC 




ROM-BASIC 




PC-9801 

ハー ドウ エア 


Disk 



Disk 

アクセス 可 



MS-DOS 版 Disk BASIC 




MS-DOS 


PC-9801 
ハー t' ゥ丄 ァ 


Disk 



MS-DOS を 通して 
Disk に アクセス 



ます。 



主要 BASIC いろいろ 



►N88-BASIC 

PC-9801 シ リ - 



ズ' に 標準 装備され て 



ます。 ですから， プログラムの 構造 も 
すぐに わかり ます。 

ところが， プログラム が 人 規模に な 
るに したがって， プログラム t 体 を 
通す こと が 難 しくな り， 構造 をつ かみ 
にく くな り ま す。 

一般に 一つの 処理が 1 画面 中に 表示 
しきれなくなる と， ^に 化 通しが * く 
なって プロ グラムが 作 りに く く な り ま 
す。 

このよう な とき は， プログラム を 機 
能 単位で 分割 して， 兄 通し をよ くす る 
という 尹 段が 用い られ ます。 

た と えば， プロ グラ ム セ休 を 一^ 3 の 
文章と すると， だ ら だ ら 絞 く长ぃ 文^ 
は^みに くいもので すが， 章 や 段落な 
ど で 内お を ブロック 化する ことによ つ 
て 格段に^ みやす く な り ます。 

この プロ ッ クに 名前 を 付けて 目次に 

すれば， 'mo^lm しもお くなります。 

プロ グラムで も |H] じ こと 力な' えま す。 

だらだらと， さま ざ ま な が 人 り 

舌 しれて いる リスト 4 のよう な プロ グラ 

ムは 非常に^ みに く いものです。 

しかし， これ を リスト 5 のように ^ 

理內容 ご と にブロ ッ ク 化すれば 兌 やす 

くな り ま す。 

リスト 6 のよう に 瑰内容 ご とに サ 
第 3 図 N88-BAaC 



ブルー チン 化して しまえば， さらに 兄 
通し 力 》 良 くなります。 

このように， を ブロック 化して 
^やすい フ 口 グラム を 作る こ と を 構造 
化フ ログ ラ ミン グ といい ます。 

BASIC に はこの よう な 構造 化 プロ グ 
ラミング をす るた めに 必 'X: な 機能が^ 
^に は 備わって いません。 ですから， 
完全な 構 S 化 プロ グラ ミ ン グ はで き な 
いのです。 

でも， 構造 化 をち-えつつ プロ グラミ 
ング する のと， 何もち-えずに プロ グラ 
ミン グす るのと では， できあがりの プ 



ログ ラムの^ みやす さが 違います。 ま 
た， 構^ 化 をき えて いれば， 人き なプ 
ログ ラムに な る は ど プロ グラ ミン グが 
しゃすく なり ま す。 

LIST コマンドで 1 ゅ| 面 に 納まる よ 
うな プロ グ ラ ム な ら ， 構造 化 は ち- え な 
くても いいでしょう。 1 iMifri に 納ま る 
程度な に 化 通 しもきき ますし， どこで 
M をして いるかと いう こ と を 把 掘す る 
の も简 単です。 

しかし， それ を 超える 大きさの プロ 
グ ラム を 作 る^^ は， 快"£ 化 をち-えて 
Wjlf! しょ く プロ グラ ミン グす る ほう が 

簡 1 H 確 '夫: に 質の 高い プロ グラム を 作れ 



10 G0SUB 100' 初期化 

20 G0SUB 200' 入力 

30 G0SUB 300' 結果 表示 

40 IF A=B THEN 70 

50 GOSUB 400' 連う ときの 処理 

60 GOTO 20 

70 GOSUB 500' ゲーム 終了 
SO IF D=l THEN GOTO 10 
90 END 

100 PRINT '数 当てげ いむ- 
110 C=l 

120 A=1NT(RND(1)*100)+1 
ZOO INPUT B 

300 IF A=B THEN PRINT - 正解！ 'ズに 回でした- 
310 IF A>B THEN PRINT • もっと 大きい ■ 
320 IF A<B THEN PRINT ' もっと 小さい- 

400 C-C+l 

410 PRINT ""もう 一度 チヤ レン ジ" 

500 PRINT -再 ブレー？' 

510 l$=INKEY$ 

520 IF 1$="Y" OR ]$="y" THEN D=l: RETURN 

530 IF I$="N" OR l$="n" THEN D=0: RETURN 

540 COT0 510 



いる BASIC てす。 

こ の BASIC は 名 前の とおり， 当 初 は 
PC-8801 用の BASIC と して 登場し ま し 
た (ちょう ど 10 年 前）。 その後， PC-98 
01 に は PC- 8801 と の £换 性 を 保つ と i 、 
う ^味で， N88-BASIC(86> と して^ 
躲 され ま した。 

この ころ はま だ メインメモリ が 64k 
B か ら 256kBfi 度， ，ヒ惊装;^は 21) の フ 
口 ッ ピ一 ディ スクゃ カセット • テープ 
でした。 

はとん ど の ユーザ一 は プ 口 グ ラム を 
作る と カセット • テープに できた プロ 
グラ ムを 何分 も かけて セーブして いま 
し た。 二の ころ は， ま だフ 口 ッ ピ一デ 
イス ク' ド ラ ィ ブは r::; 価で， フロッピ 
—ディ スクが 1 枚で 1,000 円 程 d 國 



TD — SK — BASIC (日本語 BASIC) は pel 

o-a-n.1 用の 主流と 言える B-ASIC。 ROMIBA 

SIC に ディスク 関係の 命令な ど を 拡張し、 ファイル 

裸 作 や 日本語 処理な どが できる 



し IST6: サ ブル —チン 化した ブ 口 グラム 



3 




^あの MS-DOS 版 BASIC の 三って す： 
•Quick BASIC 

MS-DOS がー 的に な つて か ら は, 
MS- DOS 上の C コ ンハ イラ や Pascal コ 
ン パイ ラ， Fortran コン パ ィ ラ な ど が 
#/iL. ^が ブームと なって Tur 

マイクロ ソフト （株） ，！ 05 東京都 港 区 芝い n 



bo C や Quick C といった 統 frJK^ を fi 
えた 使いやすい C コンパ ィ ラ が^ 場し 
ました 

Quick BASIC は このような 屮 で， 
BASIC の 欠点 を 改善した 新しい BASI 
C と して 'さ 場 し た 新 世代 BASIC です。 

II； 住 S 不動産 芝 ヒル 003-5484-0700 



枚で 1 ん 1リゾ） も していた のて す。 

現在， ROM- BASIC と 呼ばれて いる 
BASIC が あ ります。 

PC-9801 シリーズの マシンに， ハー 
ドデ ィ ス ク を 接 絞せ ず， フロッ ピー デ 
イス クも セッ ト しないで しばらく 放つ 
てお く と， BASIC が 起動 します。 これ 
が ROM- BASIC なのです が, これが 当 
時 は 'に 力 BASIC として 利用され てい ま 
した。 

^^はほんの 一部の ゾ フ ト の だ換性 
確保の ために 残って いる だけで， フロ 
ッ ピ一 ディ スクな どへの アクセスの 機 
能が な L 、 ため 実 W に は な りません （ェ 
プ' ノン の 力: 換機 に は 装備 されて いな 
いし 

フロッ ピ一デ イス ク' ドライ ブ がー 
般的 になり， ほとんどの ユーザ一 がフ 
口 ッ ピー デ ィ ス クを利 IH す るよう に な 
つてから は， ROM- BASIC にテ" ィ ス ク 
関係の 命令 を 拡 張 し た DISK - BASIC 
が 主流と な りました。 

こ の BASIC は ディ ス ク竹 : 押. や II ^,i?v 

理が 可 能で あ り , 卜 分 実用に な り ま 
し た。 日 本 語が 利用で き る 点か ら 日 4、 
語 BASIC と 呼ぶ 場合 もあります。 

現在 PC-9801 シ リ 一 ズに 標準 装 ffi さ 
れ ている BASIC が これです。 この BA 
SIC は K 内で は 標準 的 ともい える もの 
で， H)B v フト も^ 多く 制作され ま し 
た。 fid 在で も さまざま な と 二 ろで 利 川 
されて います。 

ディスク' ドライ ブ が将& し て MS- 
DOS が移桢 されて か h は， MS-DOS 
を 利 闭 する ユーザーが 急^ に^えてき 
ました。 こ の MS- DOS に ^おす る N88 
-BASIC として， MS-DOS 版 N88-BA 
SIC (86) が 登場 しまし た。 

こ の BASIC は フ アイ ル^ 现な ど は 
MS-DOS (： 吋応 させて あり, そ れ以 外 
は 本来の DISK- BASIC と コンパチに 
なって います。 

さらに， す る BASIC コ ンバ イラ 
も ^場 し ， BASIC 上で プ ログ ラム を |;fl 
^した 後， コンパイラで: Ji む 迚^ をァ 
ップ する こと もで きる ようになり まし 
た。 

このように， N88- BASK: に は， 大 
き く わけて 三つの BASIC が あ り ま す。 
本体に 内蔵され ている ROM- BASIC, 
摞 準 装備の DISK- BASIC, MS- DOS 

■ Quick BAS に 問い合わせ先 ： 



オンライン • へ ル 

見なくても 操作が 




4 D I s K —— B A s I Ci»-M s —— DOS に 対応 させた 

BASIC が MS—DOSSNSIB ASIC- ファ V 铳合 Jg* を サボ _.t ■! I、 コンパイラ など： S, 利用で き 

ィル捧 作な ど は Ms I DOS を 通して 扦 なわれ るた め、 ，1 

ファイル 閱係は 互換性が-部 取れて いない。 MS—D るよう になって いる Q u i c k BASICO BAS Quick BASIC に は 強力な- 

OS の 上で 実行す るた め、 MSIDOS のぶんだ け 7 1C となって いる *i '、プログラミング- スタイル など プが 登載され ていて、 マニュアル を I 

= 'I H リア か 小さくな， 《" コンパイラ か 用. 意され てい 

て、 ま 化が できる は C 言語に よく 似て いる できる 




BASIC は 非 構造 化 言語で あり， 大規 
摸な プログラム を 作る のが 難し く なつ 

ています。 

Quick BASIC では この 欠点 を 完全 
にな く し， ^^化された BASIC プ ログ 
ラム を 作り だせます。 また， おで 
流行の 統^ 5^ なを サポ一 トし， インタ 
プ リタ， エディタ， コンパイラが 統合 

環境 内部で 利用で きます。 強力な オン 
ライン. ヘルプに よって， わからない 

点な ど は マニュアル を W な く て も 調べ 
られ ます。 

Quick BASIC は BASIC を 構造 化し 
たという よりも， 語 を BASIC つぼ 
く したと いう ほうが 適切で しょ う。 

ま ず， BASIC プロ ダラ ム では' ぉ識の 
行 番号が ありません。 当然， GOTO 文 
や GOSUB 义はぁ り ません。 さ " に， 
CH 語に 備わって いる ループ 構造が 名 
前： そ逮 いますが ほぼ その ま ま Ml, なさ 
れ ています。 

いつほう， 従来の BASIC での ループ 
構^ を 作る ノウハウの 尺 ^ 分 は 使 え な 
く なって いて， BASIC に れ ている 力' 
ら といつ て Quick BASIC がす ぐ に 使 
える ようにな ると は 限り ません。 

C 言語の 影響 を 大き く 受けて いる 
BASIC です。 

•True BASIC 

True BASIC は BASIC 言語の 創始 
^の ケメニ 一 • 力一 ッ博 1: が I'i ら ISH 化 
した 新 世代 BASIC です。 

Quick BASIC 力 K: お 語の 影響 を 受け 
る ことによ つ て 溝 造化 している のと は 
違い， True BASIC は BASIC を ベース 
に さまざまな 言語に みられる 構造 化 手 
法 を 取り入れて 構造 化されて います。 

同時に， 開 % きが BASIC の M 始 きで 
あ る た め， BASIC の W 徴 がかな り ^つ 
ています。 たとえば， む^'' ク や GOTO 
文， GOSUB 文な どが m,'s されて いま 
すし， DATA 义ゃ READ 文， ON GO 
TO • GOSUB 文 な どの BASIC 独特の 
命令 もあります。 ですから， 々までの 
BASIC と 同 じ 感覚で 利 用で きます。 

このよう な BASIC の 特徴 を 残し た 
上で， 外部 154) & や 構 S 化 ループ 命令， 
構^ 化 * 件 判断 命令な ど の 構造 化 プロ 
グ ラミン グ ( ： 必 % な &种: 命 令 を 1K 八 
れ ています。 これ" の 命 ^を 利 W すれ 
ば， -; t ^ に ぼ f 迠化 された プロ グ ラム を 
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■ レ 【 UPC し I 「 G 1 9 、3 f U 










FOR i = to 3 
LET u ■ ti* 


ides , 
2«PU ノ sides | 


！ Find rtext angl^ 






PLOT COS(U) 




！ Plot n&xt segment 






r©<T i 
PLOT 




] Turn off beam 














• B 


ゆ PICTU^ 


















• S 


ET WltCOJ -15, 15 


, -10， 10 


！ Set the window 




粵 A 


3K m< COLOR c 顧 




！ Haxinuni colors 














i F 


OR j = 1 to ^ 




\ Draw a bunch of 




Cod 
Ok. 


yrig^t ic) 1991 fc 
do, *TBD0^ 

iit 1 : hrar ct i 


y True BASIC, If> 


Al ! rights reserved. 


Ok, 
Ok. 


nL-lHO 1 i i ui 0t y T f 

fiLlPS h?^ r 赚 
old CERCLE.TRj 


EU^i '伸 





翳け ます。 

True BASIC も Quick BASICM 棣， 
流 ひの 統 fHS 境に なって いて， インタ 
プ リタ. エディタ. コンパイラ が な さ 

れ ています。 'Ml il'K'l idi と プログラム *U 
集 画面が 独 、',： していて， プログラム を 



H な が ら 'ii 行お； * を W る ことができ ま 
す。 

'{'ii 米 の BASIC の 雰 M 'xl を W つ た ま 

ま， 最新の 構造 化 言語と して 必要な 命 
令 を 拡張 し ， 流行の スタイルに したと 

いうお も しろい BASIC です。 



▼Quick B A s I C の プログラム は 通常の B A 

5IC と は 大幅に 異なって いる.." 行 番号な ど は 使わな 

い。 構造と して は C 言雜の もの を BASIC に 当て は 

めた ような 構造に なって いる 



▼ 従来 の BASIC で 用いられ ている フ ログ ラ ミ ン グ 

スタイルでの プ nr クラ ミ ング も、 構造 化した プ ログ ラ 

ミン グも、 どちらも 可能な T r u e B A s I Co 統 

合 s 境 を サボ I 卜して いる 



TT rue BASIC は 構造 化した プログラミングが 

可能 だが、 行 番号 方式で. も プログラミング できる 



ITrue BASIC 問い合わせ先： （株） クレオ ゃ108 東京都 港 区 芝 浦 4-9-25 芝 浦 スクェア ビル S03- 3456- 4650 
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ABS 関数 



NB8/QB/TB 



I 靈式 I ABS<<ft 値 式〉） 

[m 能」 <ftWU> の を^し ます c 



ACQS 関数 



T 已 



[書 式 I ACOS (く ftfifU>) 

im 能」 <ftfis^> の アーク: 



(逆^ 弦） の fA を 返します = 



AKCNVS (disk モ一 ド） 



N88 



式 | AKCNV$ (く文 字 列〉） 
JU 1 パ' イト 系の 英 お カナ 文卞を . i.Ht: する 2 
に变換 します。 



ト * 全角 文卞 



ALIAS 



丁已 



機 能 I [引数な 

「'； |& 一つ] フ アイ 

「引数 二つ 以上] !■ 

ィ レクト リ を 



コ マン ドの 指定 內お をお' 六 します。 
'レの による 指： if 内容 をお' おします。 
ろい ろな fftfl のファ ィ ルが 人って いる デ 
ます。 



ANGEL 関数 



丁已 



「機 能- 



X 袖の の 部分と， I お ！! it'C, 点 ANGEL ( < ftfft^ 1 >. <ft 
« 式 2 > > に ひいた 跺分 とがつ くる 角 を， 反 時計 [»】 り に ,;t つ 
た^^ で 返します。 角 ^は， fJdft の OPTION ANGEL が， 
RADIANS (デフォルト） の t き は ラジアンで. DKGRKKS 
の と き は 度 ft で^されます。 



ANK$ 関数 



TB 



L* 式」 ANK$<< 文 卞列 式〉） 

「機 W\ < 文'; 列 式〉 の' I' に' 2 バイト 糸^ ft 文 卞の^ ft 卞， カタ 力 十. 

'fl^E 点が あ ると， それに， を 1 パ' イト 系卞角 文' どに 変換 し て^ 
します。 



ASC 



NB8/QB 



[_ 軎 式」 ASC (く 文卞列 >) 

[W~W\ 文中の キャラクタ一 



'一 ト' を 得 ま' 



ASIN 関数 



TB 



醫 式」 ASIN く ぉ覦式> 

Ik W\ <mha> のァ一 ク サイ 



(逆 正 弦) の ft を 返し ます。 



ASK ACCESS 



T 已 



「機 能 



(ISS:^) ： ACCESS <义卞列$»式> 
レのァ クセス 'モー ド を,;)!) ベく 义'; ■Hj 变？ 1 (八> に^, 



ASK BACKGROUND COLOR 文 TB 



ASK BACK GROUND COLOR <f"ii'i 
ASK BACK <ftWi$ft> 
ASK BACKGROUND COLOR < 文字列 SCft 式 > 
ASK BACK < 文字列 « 数式〉 

<niA'k^o または く 文卞 タリ 变 ね八> に の 角 面 のフ 
グラウン ド • カラーの ふまた はお 前 を 代人し ます。 



ASK COLOR 文 



TB 



I 醫式 I ASK CO し OR <& 鏡变 ft> 

ASK COLOR < 义卞列 変 ft 式〉 

「機 能"! <ft 娘变 ft> または く文卞 列变 ft 八 > に ％ 在の Lftlifti の' 

グラウン ド • カラーの 恭'' J- またはお fi;j を 代人し ます。 



ASK COLOR MIX 文 



T 已 



《数値 変 



ASK COLOR MIX 文 (<«F«A>) <»t(ift/S;ft 
ft2>. <ftiift.$f<3> 
能 I <K お で^' i し た S'';- の 色の あ， U, ^の * 分 を （V; K I 



ASK CURSOR 文 



TB 



式 I ASK CURSOR <X-(W^A> 

ASK CURSOR く驗龍 い. く ft き 



機 能 I 力一 ゾルの 状 W を; 人' のよ ラ に く 文卞列 变牧式> に ft 人し ます 
ON カー ゾル が iu;, または グラフ ィ ッ ク が 使 え ない 場合 
OFF カー ゾルが 

ま た は， 力一' ノ ルの fJift の i 丁 と ^の 位; 5 を， く ft 蛸. 変数 】 >, 
<数镇« 数 2> 代人します。 



ASK DATUM 文 



TB 



し 書 式 I ASK - <V(.tiA> 
■ 機 能 



A> に ft 人し ます。 
NUMERIC 数 依 
STRING 文卞列 
NONE な し 
UNKNOWN ィ、 明， 



DATIIM (义 卞ケ 

ィルの 中 の 次の 項- H の を く 文字 ケ I $ tt 



た は スト リー. 



'以外 



ASK DIRECTORY 文 



T 已 



機 HE 



ASK DIRECTORY (文字列 変数 式》 

カレント' ディレクトリの gljii を く 文' f: 列变 fS;jO に 代人し 

ます。 



ASK ERASABLE 文 



TB 



式 



― ASK # <«?&式> ： ERASABLE <1C"f-n^A> 
U|J ファイルが 削除で きる かどう か を <文卞 列变 ftJD に 代人 I 
ます。 

YES ERASE 文で 纖 でき る 
NO YES 以外 



ASK FILESIZE 文 



TB 



[» 式] ASK 



機 能 



(整 ft 式〉 ： FILESIZE <ftft 変数 > 
'レの レコード ft または バイ ト牧を <&靝 変 ft> に 代入 



ます- 



ASK FILETYPE 文 



TB 



ASK ： く t^ft 式〉 ： FH.ETYPE < 文卞職 ft《> 
機 能 I <^ft^> がファ ィ ルを 参照して いるか どうか を 〈文卞 列 変 
ft 式 > に ft 入し ます。 
FILE ファイル を 参照 
DEVICE F1 し E 以外 



ASK FREE MEMORY 文 




TB 


I 書式 I ASK FREE MEMORY <IMS 龍 > 

I 機能 I ^使 tf| メモ リ のうち. fij J« 可能な バ イト ft を 

代人し ます。 


<ftfiff.«»> に 


ASK LANGUAGE 文 




TB 


[» 式 | ASK LANGUAGE く 文' 列变& 式〉 
| 機 能 | ASK LANG く 文': i": 列 変 ftiO 

プログラムの 屮で 出力す るメ ッ セージの モー 

&ム> に ft 人し ます。 


ドを 


《文字列 « 


ASK MARGIN 文 




TB 


書 式 | ASK MARGIN く ftfA'ffft> 

ASK # く整敉 式> ： MARGIN (数値 変 教> 






機 能 | ウインドウ や ファイルの マージ' ンを <f! [狭 '&ft> 


二 代人し ま 


ASK MAX COLOR 文 




T 已 


害 式 | ASK MAX COLOR く ftW: 変 ft〉 
機 能 I フォアグラウンド， カラーの 最大の 色 s ゆ を 
ft 入し ます。 




ASK MAX CURSOR 文 




T 已 


書式 I ASK MAX CORSOR <ft 蛾变 ft I > . (ftfift'ffft 2 > 
機能 | カレント ■ ウィン ドウの も とお 尺 桁！! (を， <ftM.4 ! tt 
1 > <*Uft'4ft2> に 代人し ます。 


ASK MODE 文 




TB 



L 薔 式 1 ASK MODE く 文字 列 変 ft 式〉 

「機 能 I スクリーン-モード を <X'r-5i|«ft^> に大文 ギで^ 人し 
寸 



I 本 リスト は、 日本 電氕、 クレオ、 マイク a ソフト 各社の 製品 マニュアル を もとに まとめた ものです し 
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ASK NAME 文 



T 已 



書 式 1 ASK NAME ぐ 文 変 牧式> 

機 能」 ASK s く^お^ > ： NAME <义卞 列 9! 数式 > 

プ a グラムお または ファイル^ を く 文卞列 变 IttO に ft 人し 

ま す。 



ASK ORGANIZATION 文 TB 



機 能 I 



ASK せ <铵 数式 > ： ORGANIZATION < 文卞列 変 ftj^> 

ASK # (整 ft 式〉 ： ORG (文字列 * 数式〉 

ファイルの 溝 造 を调べ < 文卞列 変 ftjO に 代人し ます。 

TKXT 十キ スト 'ファイル 

STREAM ストリーム' フェイル 

RANDOM 。 了 変 ファイル 

RECORD W 定ぉ ファイル 

BYTK バイ ト ファイル 

WINDOW ウィンドウ 



ASK PIXELS 文 


TB 


醫 式 | ASK PIXELS く &値变 ft 1> , 変数 2: 




機 能 1 ^方お. 横 方お の 角 素の 数 を < 数龇 変数 1 > 


く 数慷変 SC2 > 


に ft 入し ます。 




ASK POINTER 文 


TB 



「■ 式 1 



嘴 



ASK s <f,¥rtA> ： POINTER く文卞 列' SiftjO 
W] ファイルの ポインタの ゎケ!》： を^べく 文 卞 列 に 代入し 



BEGIN 
MIDDLE 



'の WtB 

'の 終わり， または フ： 
'の と 終わり 以外. 



ィ ルがゃ 
た は ゥ < ン ドウ 



ASK RECORD 文 



TB 



I 書式 I ASK # < 整数 式〉 ： RECORD (数値 変数 > 

\W^m\ ファイル の ホ インタ の m ^ の (> ； ？,' を レコード または' 

ト ¥ふ' (で く： tUft:'$ft> に 代人し ます,： 



ASK RECSIZE 文 



T 已 



機 me 



ASK ： <!^ft^> ： RECSIZE <ft»: 変 ft〉 
' ファイルの レコード fi を' （イト 申. 位で く! Rffi«3ft> に 代人 
ま す。 



ASK RECTYPE 文 



TB 



式 



HE 



ASK s <f^KA> ： RECTYPK 〈义 卞 列 'ぉ数ズ ひ 
ファイルの レコ一 ドのゃ を < 文卞列 変 »[式> に 代人し ま 
DISPLAY テキスト • ファイル， ウィンドウ， 肉お 
INTERNA!. [人】 郎 お^, デ バイ ス 



ASK SCREEN 文 



丁已 



< ft lift". ft 2 >, <mh ZiVi 



書 式 I ASK SCREEN <德き 

3>. く IHS 变 ft4> 
機 能 j カレント 'ウィン ドウ のん-:; S. ム端， 卜 を， スク リー 

ンゅ: はで <ftfifi.'«ftl> <ft(ift:4 : ft2 > <ftfiS 変 ft3> <fttt 

変 ft4> に 代人し ます。 



ASK SETTER 文 



丁 B 



賽 式 j ASK # <祭 数^ > ： SETTER く 敉娥変 攻〉 

m m\ ファイルの レコード-ポインタ で きる かどう か を く艾 

宇 W 変数 式〉 に 代入し ます。 

YES 'ば* ぉファ ィ 'レ. フ 了 ィ ル 



ASK TEXT JUSTIFY 文 TB 



式 



機. 能 



ASK TEXT JUSTIFY く 文字列 変数 式】 >, (文字列 変 JR 式 2> 
文卞 列の ホ平 t 垂直 の 表示 位 きを (文字列 変数 式 1〉 く文卞 
列' &ft^L'> に ft 人し ます。 

< 文 卞 列' 1 > に は， 水 f- の 位； 5 を n: 人し ます。 
i.kft ろ-ぶ. （デフ ォ ル ト m 

RIGHT ム^ 
CENTER 't'itt 

<X-f ^\^tiA2> に は の お を ft 人し ます。 



TOP h« 
BOTTOM ド端 

HASK >m け" フ 
HALF 中 



ト M> 



ASK WINDOW 文 



T 已 



式 



ASK WINDOW < 数 fiS 変 ftl> , 
3>, (IMS 変数 4 > 

m 能 i カレン ド ■ ゥ < ン ドウの な'. 端. れ^. 
ゥ 座標で <数使 変数 1 
'4ft .1 > に （に 入し ます 



<gdis 变敉 2>， <mk^f< 
i-.^i, 卜' 端 を， ウィンド 

く 牧铖变 数 2 > く 变 <数龇 



ASK ZONEWIDTH 文 



TB 



機 能 



式」 ASK ZONEWIDTH く續' &数 > 

ASK tt <tS 数 ： ZONKWIDTH く ftW 変数〉 

の^ WtK を <mHM¥0 に ft 人し ます = 



ン ドウ や' 



i 



ATN 関数 



N88/TB/QB 



害 式 | ATN (く 数雔: 式 >> 

機 能 1 <ftfift^> の アーク タン ジェ ント 1 逆 iF.«t> 


の 龃 を 返し ま す。 


ATTRS (disk モ- ド） 


鬧 


書 式 | ATTR$ ( < ドライ ブ ) 
3 くフ アイ ル S''J -〉 




m ju ファイル. ドライブの^ 忭を ます。 




AUTO 


N88 


： 書 式 | ALTO 〔く 行 (. <增 分 >〕 
機 能 | ffS 号 を 自動的に 発生し ます。 


BEEP 


N88/QB 


| 書式 | BEEP 〔く スィ ツチ〉〕 

| 機 能 1 内蔵 ス ビーカ を^ らしたり， il: めた *) し ま 




BLOAD (disk モ-ド） 


N88 


| 醫式 | BLOAD < ファイル-ディスクリプタ >(, く 
〔. R] 


ロード アドレス >〕 


m 能' t*wus ファイル を メモリ ヒ に ロードし ます- 


BLOAD 


QB 



靈 式 | BLOAD fih spir 



offset] 



I 棣 HJ BSAVE ステートメントで 作った メ 
人お ファ ィルま たは デバ ィ スか ら 



ィ パージ' ファ 
に^み 込み ま' 



BOX AREA 文 



丁已 



I 靈 式， BOX AREA くホ' ッ クス^ 標> 

<ボッ ク スゅ: 標〉 ： ： <ft^:^ 1 >. < JSfiS.^ 2 >. <ft(ift^ 3 > 

i m 能 i <ボ ックス f お 標> で し た お )iB を 描き. そ の 内部 をせ ' 



BOX CIRCLE 文 



TB 



警 式] BOX CIRCLE くホ' ッ クス^^ > 

<ホ 'ツ クス 『ぉ^> ： ： <ftfiftA 1 >. <«ゅ： 式 1 >, <mH.A 3 >. 

<mnA 4 > 

'W^] < ホ' -'' ク ス ゆ: m で衍 定 l た a fi m ( ： 内 接 す る tiv i リを お', ？ ま 



BOX CLEAR 文 



T 已 



式」 BOX CLEAR くボツ クス) お ほ〉 

< ボックス^ 標〉： ： <mH.A 1 >, <)Sfift^2>, <ftfiSA 3 ： 



機能 1 <ポ -y ク スゅ: 標> で 衍定 した S 力-形の 領 M を 伯 'よ- し 



BOX ELLIPSE 文 



丁已 



機能 | BOX 



文 t 鬨 じです, 



BOX KEEP 文 



TB 



式 | BOX KEEP くホ' ッ ク ス^ 標; > IN ぐ文卞 列 変 SuO 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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せ は〉： ： <mii.A 1 >. <ftfi?iA2>. く JUftA:; 



くボッ ク 
<ftft 式 4 > 

ぐ 义 卞列 «tt>o ： ： く 文 卞ケ I 变 ft〉 

機 能 | く 文';^ 数バ 部分 文字列 式> くホ' • 
杉の 領 tti 全体 を 



ゆ^〉 で 指^した g 方 
の 形式で く 文字列 《ft 式 > に します。 



BOX LINES 文 



丁已 



| 害 式 | BOX LIMES くホ' 

<ボッ ク スゆ: は: > ： 
く ft f せ 式 4 > 

!« i] ぐ卞' ッ ク スゆ: 標> で 指定 



ケ スト1'： は〉 
(数値 式 1 



〈&値 式 2>, <ぉ 値 式 3: 



.た ねお ffi の^を 描き ます. : 



BOX SHOW 文 



T 已 



式 



BOX SHOW < 文卞列 式 > AT <SfiKA 1 >, <&{^2> 
BOX SHOW く 文字列 式 > AT <ti\AA 1 >. <»(ift^2: 
L SIN (； くム 小, も' 1 > 

BOX SHOW く 文' ぉ列 式〉 AT <ftdftA 1 >. <ftfift^ 2 ； 
USING (整 &式> 

< 表示 条件 > ： ： "AND" 

"OR" 

"XOR" 

文字列に 格納され た ィ メージ をお お^の 部分に 復-; £L ます = 
おん-^ のな 卜-; Si は. <mfi.A 1 > <ftW.A 2 > で^' 4i します。 



BSAVE osk モード） 



鬧 



醫 式 1 BSAVE 
< 長さ〉 



ク リ プタ >, く m 始ァ ドレ ス〉, 



機 能， メモリ ト の 指定 の 内容 を， ディスク 上 あるいは RS- 232C 
|uj 跺 I: に 機械 ^フ アイ ル として セーブし ます。 



BSAVE ステー 卜 メン卜 



OB 



I 書 式」 BSAVE filespec. offset, length 

能， メ モ リ 領域の 内容 を， 出 わ ファ' 

ます。 



ま たは テ'' 



に 転送 L 



BREAK 文 



T 已 



| 霱式 | BREAK 

I 機能 I デバッグが' Jiir 状態の 場合 I 



-を J8 生させます, 



BREAK 



TB 



| 醫式 1 BREAK 
BREAK Myfunc 

I 機 能， .「引& なし：： カー' ノルが あるひに ブレーク ■ ボ イン トを f.n 十 
ます。 

[引 ft —つ] 指定した 行に ブレ一 ク 'ポ イン トを 付け ま 亍. 



BYE 


TB 


書式 1 BYE 

機 能 1 なし] True BASIC を 終 f します。 


CALL 


隱 


書 式 | CALL <$ft 名〉 ((<引》> [. く 引 

機 能 I メモリ h に W 意され た 機 MUS サブルーチン を 呼び出 

します。 


し， ^け 


CALL 文 


TB 



| 書式 | CA しし く 塞 Si| f> 

CALL <m\ f > (く サブルーチン 引 ft リ ス ト>) 

< サブルーチン 引お リ スト〉：： く サブルーチン 引お > 
.... く サブルーチン 引お > 

< サブルーチン 引お〉 ： ： <mnA> 
< 文卞タ I 式 > 

<K 列 引 ft> 

# く 整 》式> 

I 機 能 I く^ゆ I /> で 指' 4i し た サブルーチン を 呼び出 します。 <サ ブル 
一 チン 引ね リ ス ト > は， SUB 文の パラ メータと 一致し てい 
なければ な り ません。 



CALL ステートメント- BAS にの 力 ジージャ QB 



| 1 CALL««wt 1 {(ir^umvntlist) ] 



^ お 



2 name [argumentlist J 

制御 を QuickBASIC の SUB プ 口 シージ ャに移 I 



ます。 



CALL, CALLS ステ- トメ ン トー 他の 腦ブ ロシ— ジャ QB 



1 CALL wflwe [ ( call- argumentlist) ] 

2 name .call argumentlist. 

3 CALLS [ {calls- argumentlist) ] 



機 能 1 制 w を 他の; -ns で; 《r いた プロシージャに 移し 


ます。 


CALL ABSOLUTE 


QB 


書 式 1 CALL ABSOLUTE 腸 w (「な w 謂 £■«" お.， i 
機 能 | 制 W を マシン^の プロシージャに 移します „ 


nkgervanabh) 


CALL INT8BOLD 


QB 


書式 | 1 CA し L INT860LD"W no. in arravi >• 
2 CALL I\T86XOLD(i"«/ no. hi arriM 


out arrayi ) ) 
. out arrayi ) ) 


機 能 I ァロ グラムから DOS の システム コール を nf. び, 屮, します „ 


CALL INTERRUPT 


Q 曰 



式: 



1 CALL WT^MRWT {inter mptn urn . inters, oittrcgs) 
- CW.l. I ヽ" n':KKl'l)T— \ ん rruptnmn. in rigs, natn ys) 
能 l プロ グラムから DOS のシ ス テム • コール を 呼び^し ま す。 



CAUSE 文 



丁 巳 



| 害 式 1 CAUSE EXCEPTION <&ftA> 

CAl'SK KXCKPTION <t?KA>, く ぇ？ソ' り A> 
CAUSE ERROR <Cfft^> 

CAUSE ERROR <«?^^>, 〈义 卞タ 

I 機 能 I 'おけ 咔 エラー を', ii* します： く^ ftA> を エラー 番 ひく 文' ト 
列 式〉 を エラー • メ ッセ ーシ' に します。 



CD 



TB 



式 | CD SUBDIR 
CD B:¥TRI K 



1 機 能 


ノ jlft -っ： カレント' デ f レクト リを变 'おします 3 


CDBL N88 QB 


L 機 能 


CDBL (<ftA>) 

tSftfifi. 舉^ ^'お ftWi を， は M 《'お します。 


CEIL 関数 TB 


■ ま 

m 能 


CEIL <ft 娘 式〉 

く ftffi 式 > の fift 以上の 最' j 、の eft を 返 します。 


CHAIN (disk モ— ト-) N88 


害 式 


CHAIN 〔MERGE〕 く ファイル' デザス クリプ タ > 〔， <け& 



% 16 



ゆ〉〕 [.CALL) C, DELETE 〈範囲 >〕 

メ モ リ ト. の プロ グラム か ら テ' イス ク ト_ の プ t 

(I します。 



： 実行 を 



CHAIN 文 



丁已 



CHAIN く 文字列 式〉 

CHAIN (文字列 式〉 WITH (く 鬨数引 ft リ 

CHAIN く 文お ④. RETURN 

CHAIN く 文字列 式〉 WITH (<l55ft 引 ft リ ： 

<M»5ift リ スト〉： :<引»> .... <<}\n> 
(引 ft> ： ： <fttt 式 > 

<文卞 列 式 > 

く ft 練变な > 

く 文字列 配列 > 
カレント -フロ グラム を柠 ll 
フ' ログ ラム を m 始し ます。 



卜》. RETURN 



て， (文 宇 列 式〉 で 指定した 



CHANGE 


TB 


m 能 I [引 » 二つ] カレント. 


プログラム の 文 卞列 を し て ； k 換 し 


ます。 




CDBL$ 関数 


QB 



I ft fl I C D B L S ( stringexp ressit) n ) 

im 能」 文字列 中の i バイト 文卞 を， 



ィ ト x 字に 変換し 



CHAIN ステートメント 


qb] 


靄 式 | CHAlN/fe ゆ 《• 

m 能」 Siiiw を wft の プログラム か" リの プログラムに 移します。 


し门 lji 八 j i、 ハ-" r i 


QB 1 


~S ~~ %\ CHDlRfallisptc 
機 能 | ^化の デフ ォ ル ト のデ ィ レクト リ 
に 変お します。 


-v. 桁', i: した ディ レクト リ 


CHR$ 


NB8/TB/QB 


| 醫 式」 CHRS 

i «t 能 | 指', ii した キャラクタ' コード を M 


つ 文字 を 得ます。 


| GIN 1 


N88/QB 


| 書式 1 CINT <<«C 式 >> 

|tt 能 | せ^ ftfift, は WIS:' 太' ftfift を， 


おれ は-に 変お し ます。 


CIRCLE 


N88 


| 醫式 | CIRCLE | (Wx.Wy) |, Cm> 
IsTEF (x.y) 1 
〔， < 鬭始角 *>〕 〔. (終了 角度 >〕 


1-!- で 

プ 



< パレ ッ ト番ゃ 2' 
< jr f ル • スト リン: 
I リ， 噴 円 を 描きます 



CIRCLE ステー 卜 メン卜 



QB 



p - | CIRCLE [STEP] U.v) . radius し [color] [. [start] 
[end] [.aspect]]]] 

m"m] mi し た 巾'!:' と f.^ を 待つ HfPi や 円 を 描 きます。 



CLEAR 



N88 



[^式 I CLEAR [< ダミー. パラメータ >〕[. < メモリの I： 弦〉〕 [, 
タックの 大きさ >〕 [, く 配列 データ Sfi«i の 人き さ >〕 

lm 能 I 変 is のお 化お よび メモリ' レイアウト を 決' ぶ します。 _ 



CLEAR 文 



TB 



式 ] CLEAR 



卜-ウィン ドウ を; も よし ま 



CLEAR ステー 卜 メン卜 



QB 



| 書 式] CLEAR [..stack] 
「P 能 j すべての プログラム' &f (を ^期 化し， 
タック. サイ フ、" を,, 'i'i し め: し ます。 



'を 閉じて， 



CLNG 関数 



QB 



I 書 式 | CLNG ( yiiiwi ru- fxpirssuni) 

lm m\ 'ト ft^i; を iL めて. ^^した お/： を^ eft h パイ ト） に 変換 
し ま す。 



CLOSE 


N88 1 




7 ィ ル 番号〉〕…〕 


害 式 | CLOSE im く ファイル Sv> し L-J くフ 
機能 1 ファイル を 閉じます。 


CLOSE 


T 巳 


ffilW] CLOSE 

ci.nsi-: HAXni 


ズ します。 
クローズ します。 


\m 能 1 ： 引 ft なし] カレント. プログラム を クロ — 

[リ Ift -っ： オープン している プ D グラム を 


CLOSE 文 


丁已 


| 霧 CLOSE # <«fft^> 

1 機能 | ファイル や ウィンドウ を クローズ します。 


CLOSE ステー 卜 メン卜 


QB 



害 式 | CLOSE [ [#] filenumber [. L#] filer, 
m 能 1 ファ ィ , レゃデ バイ ス への 人出 わ を 終了 



mber] ■ 
ます, 



CLS 



N8B/QB 



式 I CLS [(機能》〕 



QB =Quick BASIC TB = True BASK 



機 能 1 mfr. ァ 



ブな 阇 面 を ク リ 



ます。 



fCMD BREAK 

I 霤 式 I CMD BREAK [[=) <«^«1# 'v> J <B*t«l> 
CMD BREAK 〔〔#〕 <« 話 機 S 号 >〕 ON 
CMD BREAK 〔〔#〕 く 機 S 号〉〕 OFF 

r#~in ブレ ィ クぉ ゆの 送出 を 制御し ま す。 



N88 



CMD CHANGE DUPLEX 國 



| p 式] CMD CHAX'GE DUPLEX くポ一 ト^ v>[, <ifif, ; J/A>) 

L» 能」 jmhA (全二重/半二重 方式） を 乗り換えます。 



CMD DIAL 



N88 1 



[!" 式] 1) CMD DIAL ([=] ぐ, お, iA 棟恭' りり,〕 く 屯^ [, <棣 
2) CMD DIAL 〔〔：〕 ぐ, お,; fit* *'';->,〕 < 短 嬢 * 号 > 

L 機 能」 ^^を かけます。 



CMD ERROR ON/OFF/STOP 



隱 



ヌ 



式 I 1> CMD ERROR 〔ひ〕 <^ rifi«S v>) ON 

2) CMD ERROR 〔〔#〕 話 機 番号 >〕 OFF 

3) CMD ERROR 〔〔#〕 <«JS 機 番号〉〕 STOP 

1» 能」 ilfifii エラーに よる 割り込み を 許 》f. 紫 止， ff 止します。 



1 



CMD LINE CLOSE 



N88 



画 式] CMD LINE CLOSE 〔〔#〕 く « 話 機 番号〉〕 

機 能 j BASICt 論埤 的に 核 続 されて いる niifits を W り 離し ます. 



CMD LINE ON/OFF/STOP NB8 



I 書式 I 1) CMD LINE 〔〔=〕 ぐ, t, ほ 棟 Sv>〕 ON 

2) CMD LINE 〔(#〕 ほ 機 # 号〉〕 OFF 

3) CMD LINE [(*] ぐ, にぶ- あ v>〕 STOP 

I m 能 i « ^機の^ にに よる 剂り 込み を a< ^jk Wii- 



ます: 



CMD LINE OPEN 



國 



I 搴 式」 CMD LINE OPEN <フ アイ 'レ' ディ ス クリフ、:! O 

I 糠 能! 楝を BASIC と 論 巧-的に 接 tff し， オート ダイヤ 

» 着信な どの 植 (IB を 利用 可 * にし ます. 



(AS W 



自 n 



CMD MODE CUT 



國 



—霄 式 

m ail 

CMD ON~ERROR GOSUB N8B 



CMD MODE CUT 〔〔=〕 く 号 >〕 

； iua を yj ります。 



CMD ON ERROR 〔0〕 く^^ 棣 *v>〕 GOSUB <ir? & ゆ〉 
\W~W] Jifrt エラーに よ る 割り込み' レー チンの 開始 行 を 定^し ます。 



CMD ON LINE GOSUB 



NB8 



I 害 式 I CMD ON LINE 〔〔#〕 <«话 機 S き >〕 GOSUB <(i Sv> 

l# 能 i ^おに よる 割り 込みが^' した とき の^ fi ルーチン 
の 開 WHi "をつ ii おし ます。 



CMD REC 曰 VE 


隱 


害 CMD RECEIVE [0〕 <*pS«$i/>.) し <t«fi^» 

機 能 1 'お^ 機の nil) 着 仏-を 行なう かお かの 《定 をし ます。 


CMD STORE DIAL 


N88 


書 式 | CMD STORE DIAL 〔〔-〕 く 屯^ 機 Sv>,〕 


<®«* 号 > AS 



<«ifi#^-> C, く 機能〉〕 
I 機 能 | お: 縮 ダイヤル を ^；^棣に, kltS させます.. 



n ) COLOR 



N88/QB 



式 



COLOR 〔< ファンク ショ ン' コード; >〕 し 
ド- カラー〕 し く ボーダー ' カラー >〕 〔， 
ド 'カラー >〕 (, く バレ ッ ト • モード >〕 
ディスプレイ の 部の 色お よび グラフ 
■■/ ト • モード を 指', おし ます。 



ック グラウ： 
寸ァ グラウ. 

ク阈 面の バ 
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(2) COLOR 


N88 


書 式 | COLOR 〔=(< パレット く カラー コード >>， 

機 能 1 カラー' パレットの 色 を 変 します „ 


COLOR® 


N88 


塞 it ！ COLOR @ (XI, Y1) - (X2. Y2) (, (ファンク 
コー 卜'〉〕 




機 接 1 テキス ト W 面に 書かれた 文ネ などに 色 や 棣能を ia: 定 


します。 


COLORS 


TB 



L 使 棚] COLORS to Cfite 
COLORS from Cfile 

I 機 能 I 「引数 一つ〗 ェデ （タ の& 部分の 色 設定 を 保存した 
出 したりし ます。 



呼び 



COM ON/OFF/STOP N88/QB 



式 I DCOM [((回線 番号 >)•〕 ON 
2) COM [(<0 線 番号 >)〕 OFF 

3) COM [KM 線 S ぢウ） ） STOP 

I 機 能 I RS-232CW 線からの 别 1 ) 込みの 許 4. 禁止， 停 ih を 制御し 



COMMANDS 関数 


QB 


1 書式 | COMMANDS 

1 機能 1 プログラム を^き) J したと きに， コマンド. ライ. 
た 引 ft リ スト を^し ます。 


' h で 指定され 


COMMON ステー 卜 メン卜 


QB 


1 醫式 | COMMON [SHARED] [/btockname/] variablelist 
| 機能 | モジュール 問で ft も-したり. 別 の プログラムに 引き 《 す グロ 
一 バル 変 ft を 定義し ます。 


COMMON (disk モ-ド） 


N68 


醫 式 | COMMON < 変数^〉 [, <变& 名 >■--〕 
機 能 | CHAIN が^ひされ た^. メモリ 上の プ ログ- 
の 移された プロ グラムに 変 ft を W き i せし ます。 


'ム から. * 行 


COMPILE 


TB 


畫 式 | COMPILE 

1 機 能 1 [引 ft なし] カレント' プログラム を コン， M 


ル します。 


CON 配列 定数 


TB 



式 | CON <添 字 変更 式 > 

Ci).\ 



「機 能 1 要 * がすべ て 1 である ftfiRK 列 を iML ます。 CON が 使える 

の は， MAT 代入 中の 文 だけです。 ぐ; お 字 変 • お 式 > が ある と き 
は. その 〈添字 变 \£ 式 > で 指定した 次 元 の K 列が 生成され ま 
す。 ぐ; ぉ卞 'も;! tijO がない とき は， 允の St! 列の 次 Jt のままで 



CONSOLE 




刚 


: 書式 | CONSOLE [(ス 

(,< ファン クシ 3: 

ス ィ ツチ >〕 

m 能 | テキスト rtifii モー 


クロール 開始 行 >〕 C. くス クロ 
, • キーお' j ミス ィ ッ チ>〕 〔， く 力 

ドの ii'i を 1r ない ます。 


—ル 行 ft>: 

ラー/白 漏 


CONST ステ- 


- 卜 メン卜 


OB 


き 式 | CONST constantname 二 expression 〔， comtantname = 
expression) . . . 


機 能 | 数値 や 文字列の 代 


り に 使う お^ 定数 を 宣言 L ま す 




CONT 




N88 


寓 ^] CONT 






機 能 I |STOP| キー ある t 
よって 停止した プ 


、は |CTRL| + rri の 人力. または STOP に 

ログ ラムの ^行 を 再開し ます。 


CONTINUE 







r()、''n、TK 
Ll» 能」 —引 ft なし： fi リ I-. し 



します。 


CONTINUE 文 


TB 


書 式 | CONTINUE 




機 能 | エラーの 頃 因に なった 文 


二 絞 ( 文に 移觔 L ます。 WHKN 構 


文 か HA ヽ 'DI.ER 構文の ノ、 二 


' ドラ 部で だけ 使えます。 


COPY 


TB 



使用^ J COPY 

COPY Mysub. Myfunc 

IWt 能， ： 引 ft なし： マークが 付いている 力一 ゾルの あるむ い 以降に 
^^します。 

「引 ft 二つ] 行の まとまり を， 指定した 行に ftf 1 / します。 



COPY 


IMOO 


1' 書式 1 copy [mat» 
1 櫬能 1 潜 報の ハードコピ- 


-を if ない ます。 


COS 関数 


TB 


| 書式 | cos (<JU せ 式 >> 

m mj <数縝 式 > がボす 角« の 


コ サイ ン （$： 弦 > の 値 を^し ます， 


COS 


N88/QB 


雷 式 | COS (<数式>> 

m 能 | 余弦 （コ サイン） を 得 ま 




COSH 関数 


丁已 


靈 式 I COSH (く 数龃式 >> 

機 ^， <mtiA> の w 曲線 コサ 


i ンの «s を 返し ます。 


COT 閱数 


TB 


書 式 | COT <<教 値 式 >> 

m 能 I <ftss 式 > がボす 角度の 

ます. 


コ タンジュン ト （^接） の fig を^し 


CPOS 関数 


丁已 



式 



機 能 



CPOS (く 文ネ列 式 1> , < 文 ネ 列 式 2>> 

CPOS (< 文 卞 列 式 1> . < 文卞列 式 2>, <t*ftA» 

< 文字列 式 2> 內の いす' れ かの 文卞 が， < 文卞列 式 1> で 

に 現れる 位 IS を 返します。 3 の 引数と して <^ft 式 > が 

ある 場^に は. 〈文字列 式 1 > の？ ち， その » 娘に あたる 义 

卞 から 検' おが はじ ま り. むへ 進みます 



CPOSR 関数 



TB 



式 



CPOSR (く 文字列 式 1> . ぐ 文字列 式 2 >> 

CPOSR (く 文字列 式 1> , (文字列 式 2>, < 整 数式 >) 

< 文字列 式 2 のい ずれ かの 文- が， < 文字列 式 1> で K 後に fJd 

れる位 3? を 返します.. 3 の 引 玖と して く 整 敉式> が ある 

場 ft に は. く 文 卞 ^式 1 > のうち， その SdiA: にあた る 文卞位 

S か ら 検^が は じ まり， んへ 進み ま す。 



CSC 関数 


丁已 


| 書式 I CSC ((教 値 式》 

i 機 能 1 <数齪式>がポす角度のコ— 


t カント <汆 剰） の慷を 返し ます. 


CSNG 


NBB/QB 


I 薔 式 | CSNG (《数 置 式 >) 

1 機 能 1 整数 龌, 倍精度 * ft 値 を, 


申-精^' お ft 値に 4 '換し ま 寸 5 


CSNG$ 関数 


QB 


書 式 | CSNG $ ( itringexpression) 
m 能 1 文字列 中の 2 バイ ト 文字 を 


1 文字 パイ ト 文' や: に 变換し ま す 


CSRLIN 


NBB 


害 rsRi.ix 

機 能 1 « 在の カーソルの ほ 位 S を 得ます- 


CVI/CVS/CVD 


N88 


霧 式 | CVI (<2 文 卞の 文字列 >> 



'る カレント • プ 1 



'の 実行 を 継 絞 



CVS « 4 文 字の 文 宇 W> 
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CVD « 8 文卞の 文字列 >) 

[m 能 i 文字列 をお 値 データに 変換 i 



CVI/CVS/CVL/CVD 関数 QB 



P 式」 CVI(2-i|yte^Mwg) 

CVS( 4 -byt^ string) 

CM J 4 byte string) 

CVD( 8 -byte- string) 
機 能 I SdiS を &む 文字列 を 数値に 変換し 



CVSMBF, CVDMBF 関数 QB 



式 



CVSMBFI 4 -byte- string) 
CVDMBF ( 8 -byte- string) 
m 能 I Microsoft バイナリ 形式の 数値 を 含む 文字列 を， IEEE 形^ の 
tfdift に 変換し ます。 



DATA 



QB 



[機 能 



式] DATA < 定数 > [, <>£.&.> ■■.〕 

― READ で^み 込まれる 数値 定数， 文字 定数 を 定義し ます。 



□ATA 文 



く データ > 



書 式 1 DATA げ— タ> 

〈データ〉： ： < ダブル-クオ ーテ ーショ 
文字列 > 

< ダブル' ク オーナー シ ョ 
いない 文字列 > 

m iu プログラム を' お 行した ときに， くデー 
ト に 格納し ます。 



ン- マークで 囲ま れた 
ン. マークで 囲まれて 

！ O を Xfi に データ リ ス 



DATE 関数 



T 已 



* 式 | DATE 

\m 能 J 現在の H 付 を， 十進法の 数 を 使って YYDDD という 形式で 返 
します。 引数はありません。 YY は 西 椟 年で， DDD は その 年 
の 通^ の H 付の です。 



DATES 



N88 



式 I 1> DATES 

2) DATES = "yy /mm /dd" 

m~m\ 日付 を 得ます。 



□ATE$ 関数 



丁已 



1 1 【 



DATE$ 

機 能 I 現在の B 付 を， 文字列 を 使って YYYYMMDD とい 7 形式で 
返します。 引お はありません。 YYYY が 西 暧年， MM が H, 
DD が 日 をボ します。 



DATE$ ステー 卜 メン卜 


QB 


軎 式 DATKS- stnngexpression 




| 機 能」 現在-の 日付 を 設定し ます。 




DEBUG 文 


丁已 


| 醫式 1 DEBUG ON 



DEBUG OFF 

能」 DEBUG ON を 使う t デバッグが はじま り ます。 DEBUG 
OFF 文 を 使う と デバッグが 終了 します。 



DECLARE ステートメント-日 ASIC の プロシージャ QB 



DECLARE {FUNCTION | SUB} name [([parameter 
list)])] 

I 機 能 I BASIC の プロシージャ を？ tH し， 引数の データ 型 をチ エツ 
クす るよう コンパ ィ ラに 指示し ます。 



□ECLARE ステートメント— 他の 霣 g の プロシージャ Q 已 



\~m St] l DECLARE FUNCTION name [CDECL] 

[ALIAS "nliasname"] [ ( [parameterlist] ) ] 

2 DECLARE SUB«ai«e [CDECL] [ AU AS "aliasname"] 

\ {[parameterlist])] 
1 機 能 I 他の，;; jg で » いた 外部 プ n シー ジャを 呼び出す 手頃 を 宣3 し 

ます。 



DECLARE DEF 文 



丁已 



機 能 1 l)K('I.AKI': ド「ヽ— CTION 文と ぉ1 じです e 



DECLARE FUNCTION 文 TB 



機 能— 



DEC LARK FUNXTION く 関 fT め ... - く顯り 
DEC し ARE INTERNA し FUNCTION <BIK^> .. 
ね 

DECLARE EXTERNAL FUNCTION く 関数 fe> 
数名 > 

< 関 数名 > ： ： 《識别 子 > 

く 文字 鏃刖 f > 
ユーザ 定義 関数 を宣 ri' します。 



(関数 



DECLARE NUMERIC 文 TB 



[霄 a] DECLARF, M'MKKIC <^liftV,;,;> 
< 数値 a3> ： : <¥- —数統 変数 > 

< 数値 配列^ > <添卞範^> 
|_ 機 能 J 数齪変 数 ま た は 数値 K 列 を宣 d します。 



<» 濠 宣言) 



TB I DECLARE— PUBLIC 文 



丁已 



1, 式 | DEC し ARE PUBLIC ぐ: 名 > 

< 公用 名> ： ： (単一 数値 変数 > 
< 単 一文 宇 W 変 ft> 

<ew バラ メータ〉 
l« m\ 公用 変数 を宣 a します。 



DECLARE STRING 文 



丁已 



書 式 I 



機 能 



DECLARE STRING く 文字列 宣言 > .... < 文字列 宣3> 
DECLARE STRING く 最大 長 > く 文字列 宣言> ... - < 文字列 
宣言 > 

< 文字列 宣言> ： ： < 単 一文字 列 変数 > 

< 単一 文字列 変数 > く 最大 ft> 
く 文字列 配列 名 > (添字 範囫> 

< 文字列 se 列 名〉 く 添字 us 囲 > (最大 &> 
く 最大 k> ： ： * く 整 &> 

文字列 変 ft 又は 文字列 K 列 を S さします。 く 最大 &〉 が あれ 
ば， その 文 卞列変 & や 文字列 fid 列の 最大 良に な り ます。 



DECLARE SUB 文 




TB 1 


書 式 | DECLARE SUB < サブルーチン 名〉... 


. <サ ブル 


一 チン 名 > 


DEC し ARE INTERNAL SUB ぐ サフ' ル- 


-チン 名; 1 


. . . く サブ 


ルー チン 名 > 






DECLARE EXTERNAL SUB <サ ブル- 


一 チンお > 


... (サブ 



機 h€ 



ルーチンお > 

< サブルーチン^;〉 ： ： r> 

現在の True BASIC の バージョン では 無効です が， ANSI 規 
侪 とのな 換性を 保った めにあり ます。 



□EF 文 



TB 



式 J FUNCTION 文と 同じです: 



DEF 構文 



丁已 



式 I FUNCTION t«i t m じです c 



□EF FN 



N88/QB 



I ¥ 式 1 DEF FM < 名 flij> 〔K パラメータ 'リスト； 1 )〕 = <： 関数の 定義 
式> 

L 機 能」 利 fH n z お mi & を^- i し ま す， 



□EFINT/DEFSNG/DEFDBL/DEFSTR N8B 



1) DEFINT く 文字の 範&0> (. <： 文字の 範囲》 ■■〕 

2) DEFSNG <文'ギ の ^H〉 〔， < 文 卞 の iEffl>'"〕 

3) DEFDBL く 文字の (2阅〉 [, < 文字の 範 叫〉…〕 

4) DEFSTR < 文卞の 範囲 > [, <文 字の 範開 >'"〕 



I 機 能 I 変数の を 行ないます c 



DEF SEG ステー 卜 メン卜 



QB 



「翥 式] DBF SKG = addn-sA 

I 棣能 I 後に 絞く PEEK 関お， BLOAD, BSAVE. CALL AB 



QB = Quick BASIC TB = TrueBAS に 
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SOLUTE , POKE ステートメント で 使 う ， ― 

ト i 7, r-si l i す 


t グ メント 'ァ 




□EF SEG 


N88 


く do 文 > ： 


* [!!■：!■' sIj:, W,r に ト 'ベース ン 

機 能 I セグメント' ベース を Vi!,i します- 




く loop 文〉 


DEFtype ステー 卜 メン卜 


QB 





せ 



I 



DEr I ?*T letter range ^ , letterrawge^ 
DKFSN'GA ttt nan^i . h th t fvti^i 
D E F D B L letterrange [， letterrange] 
D E FL M G kite r range [， letterrange] 
DEFSTRletterrange [ , letterrange] 
変お， DEF FN 関 ft, FUNCTION プ， 
トのデ 一タ型 を 設定し ます。 



シー ジャの デフ ォ 



□EF USR 


NB8 


書 式 | DEF USR (く * ，リウ〕 =<閱始 ァ ドレ ス〉 

機 能 | L'SR で 呼び, 屮, す 棣械^ 閱》 の番お と' アト' 

^します。 


レス を定 


□EG 関数 


TB 


害 式 | DEG «mksK» 

機 能 | ラジアンで リ '-えられた く ftWi^O を， is;ft に 変換し 


ま す。 


DELETE 


N88 


霧 式 | DELETE | く始点 ir 番^〉 [ー< 終点 ^ きひ〉〕 | 
| 〔く 始点行 番^ >〕 一 点け 番号 > 1 




機 能 1 プログラムの 郜 分 削除 を 行ないます。 




DELETE 


TB 


使腳」 DELETE 10-30 

« 能 1 「引お 一つ]^ のまと まりを 削 除し ます。 


DET 関数 


T 已 



I 書 式 1 DRT KftW:W ケ 1>> 
DET 

ほ 能 I <ft ^！" k! 列〉 で^される iK お 行列の ひ 列 式の tfc を 返します。 
■Jlft がない と き は. INV 関お でもつ とも 新しく 逆^列 を 求め 
た 正方け 列の け 列 式の 値 を 返 します。 



DIM 文 



T 已 



「書 式 I dim く 6d 列 .... く se 列 項 ti> 

く s 列 項 g>: ： く ft 値 配列 > < : ,fi-mm 
く 文字列 配列〉 く; ぉ卞ぉ w> 

I 機 能 I fli! 列の 次； t を定 莪 します。 



DIM 



N88 



「 書 式"! DIM く 変 ft 名〉 (く 添字の 最大値〉 [, く 添字の iiiA;fift>'"〕) [, 

〈変数 名〉 K 添字の 最大 懊> 〔. ぐ 添字の 最大 «>•••〕>•••〕 
「機 能 I fli^l 变 》£ の 要^の 人-きさ を 指定し， メモリ 領域に 割り 4 てま 

す。 



DIM ステー 卜 メン卜 



QB 



W 式 1 DIM 「SHARKD] variable [(Scripts)} [\Stype] 
able [(subscripts)] [AStype]] ... 

m 能 i 'も : f( を n し， メモリ を别 り つ てま す ； 



DIVIDE サブルーチン 



TB 



<y<fi/i:-6;ft i 



「書 式 1 CALL DIVIDE (<ftfift: J J ！: 1 
<fdift'4 ! f<2» 

「機 m] <«fiftA 1 > を く 数値 式 2 > で わって， その 破 を <f!cfift4 ; 8c 
1 > に 代入し. 刹- 1； を <ft 娘' 4 : 数 2〉 に 代入して 返します。 



DO 



T 已 



使用例 DO format 
(~ 機 能 I [引お 一つ] プ' 



プロセッサ を^ ひし ます。 



DO ルー' 



TB/QB 



<loop 文 > 
DO 

DO WHILE 《き理 式 > 
DO UNTIL く 論 JIjO 
： し OOP 
LOOP WHILE く 論 ff. 式〉 
LOOP UNTIL < 論理 式 > 
ルー ブを つく ります。 WHI し E 条忭は 「rt -」 のとき に ル一ブ 
を^け. UNTIL 条件 は r fft」 のとき に ループ を^け ます。 



DOT 関数 


T 已 


耋 式 | DOT (く K 列 引 &1> , (配列 引数 2>> 




m 能 I く ftt^J'JIftl > <Ad 列 引 »2> で 表される 


2 個の 配列の 内 « を 


叶算 して 返します。 




DRAW 文 


TB 


婁 式 | DRAW <饞 別 子 > 




DRAW <^gi| }'•> (〈サブルーチン 引 ft リ 


ス ト>> 


DRAW <m<i f' > WITH (变換 形式） 





機 能 



DRAW 〈讒別 f > (く サブルーチン 引ぉ リ ス ト>> WITH (せ 
换 形式) 

< サブルーチン 引ぉ リスト > ： ： 〈サブルーチン 引数〉 .... 

< サブルーチン 引数 > 

< サブルーチン 引 ft> ： ： <ft 値 式 > 

<文卞 列 式 > 

< 配列 引数 > 

# < 整 数式 > 

ぐ 5： 換^^〉： ： <$«5J0M> ...* く 变换項 EJ> 
ぐ ft 換項 U〉： ： SCALE (<r<fiftA» 

SCALE KftfiA: 式 l >. <f<KA 2 » 

ROTATE (<3Wt 式" 

SHIFT KftfiS 式 I >. く 牧値^ 2 » 

SHEAR «Sfi£^» 

く ftfitK 列 > 

<mi(> で衍定 した ピ クチャ を 描きます,： く サブルーチン 引 
数 リスト > は pk:ture 文の パラメ一 タと --致 していな けれ 
ばな り ません。 WITH'uJ が ある と， 指定 された 換が ひなわ 
れ ます。 変換の は， 移勳 (SHIFT), 回転 （ROTATE), 
傾き （SHEAR), 拡接 (SCALE) です。 



DRAW ステー 卜 メン卜 




QB 


| 書 式 | D R A W .s trinnexp ressio n 
AS 能 l リ I flslringi xpression で 指 Z し た ゲ ラ 
マン ド に^い. M ^を 描きます。 


フィックス 




DRAW (disk モード） 




N8B 


害 式 | DRAW <文卞 列 式 > 
機能 I グラフ イツ ク描肉 サブ 'コ マン ド列 に 
上で W 杉 を 描きます。 


^ つて. ワ 


ール ド (おは 


□SKF (disk モ-ド） 




剛 


蘭 式 | DSKF << ドライ ブ番 兮〉 〔， く 機能 >〕 






機 能 | ディスクに m す る tii 報 v ま す , 






DSKI$ (DISK モード） 




N8B 


害 式 | DSKI$ "ドライブ 番 ひ〉， <サ_ フエ 
v>, くセ クタ SS->) 


ス 番号 >, < 


トラック 番 


機 能 I ディスクから 直接. データ を K み 出し 


ます. -. 




DSKO$ (disk モード） 




N88 


霧 式 | DSKOS (く ドライブ 力， （サ一 フヱ 
v>. <セ クタ 番& >> 


ス 番^〉， < 


トラック $ 


m 能 | テ" イス タに衬 して 直接 害き 込み を 行な 


います。 




ECHO 




T 已 



使用例 



式 



'一 プ〉 ： ： <do 文 > 



KCilO 
ECHO to Myoutput 

m 能 i なし： コマンドの' おけお； r を 印 ゅ| 
:引《 —つ] コマンドの' お if 結 * をファ 



ィ ルに 出力 します, 
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EDIT 


TB 


使删 EDIT 

ド 1)1'に \i'~nu 




機 能 | 「引数な し] 編 * 操作 を， マークが 付いている h—' た' けに 限定 
L ます。 

ノ Jl«c-- つ] 編 * お! R を， ^定 した ir のまと まりに 限定し ま 


EDIT 


國 


書 式 | EDrr <irSv> 

m 能 1 指定され た ir を に ^小-し， 以降 

ROLL DOWN キーな どに よる プロ グラ 

ま す。 


R0 しし UP キー， 
ム編 ft を •']■ 能に し 


ヒ IMU スァ 一 卜 スノ p 


o 口 


書 式 | END [IDEF | FUNCTION | IF | 
| TYPE}] 


SELECT | SUB 


m 能 I bask; の プログラム， プロ シ一 ジャ， ス 
□ ッ クの 実行 を 終了 します。 


テ一 トメ ント • ブ 


END 


國 


書 式 | END 




機 能 | プログラム の 終 ( を n さ します。 




END 文 


TB 


£ 式 K\l) 




機 能 | メイン ■ プログラムのお 後の 文です。 




ENTER 


TB 


機 能 1 CD コマンドと 同じです。 


ENVIRONS 関数 


QB 


書式 | 1 ENVIRONS ( enmronmentstring) 




2 ENVIRONS («) 




機 能 | DOS の 環境 文字列 テーブルが 栺定 した ra^t 文字列 を検 * L 


ます， 




ENVIRON ステー 卜 メン卜 


QB 


S 式 | 1-1 X \' 1 R C > N n / ringvxp n ,s'j'/< / )； 




機 能 | DOS の 環境 文字列 テーブル 内の ■' 'ラヌー 5 


を 住 正し ます-. 


EOF 


N88/OB 


書 式 1 EOF (く ファ ィ 'レ S ゆ >> 




機能 I ファイルの 終！" コ一ド を 調べます。 




EPS 関数 


丁已 


書 式 1 EPS (〈数 絨 A>) 




機 能 | に加^した 1 ) く &値式 > かに 成铥 したりした とき 


に. 扱う ことので きる 最小の iE の 数 を 返します。 


ERASE 


曜 


書 式 | ERASE < 配列 変 教 名) [， < 配列 変 我 名》 • 




Wt 能 1 K 列变 fttii'ii:' し ます。 




ERASE ステー 卜 メン卜 


Q 已 


害 式 | E R A S E a rrayname [ , arrayname. . . j 




機 能 | STATIC Si! 列 の 要 M を S 初期 化 したり. DYNAMIC 配列 に S 


り S てた メモリ を 解放し ます。 




ERASE 文 


T 已 



機 HE 



式 ： i :i{ASK^ (f>f(A> 

ERASE RESTS <*SftA> 

7 ィ ルの 內容を ifi 去し ます。 ERASE REST 义の iftft は， 

一 ン ト か 。フ アイ ル の Aif も ま で; rti します。 



ERDEV,ERDEV$ 関数 



QB ： 



霧 式. | ERDEV 

ERDEV$ 
機 能 I エラーが. おきた 後で， ザ' 



ERL/ERR 


QB 


霧 式 I 1) ERL 

2) ERR 




機 能 | エラ一 の^ 卞 した U-SS- および?! 生した 
持して います。 


エラーの コード をぱ 


ERROR 


N88/OB 


書 式 | ERROR <t さ ft お』 ビ> 
m 能 I エラー 化' に のシ ミュレ一 ト， エラ一 コ一 
行 ない ます。 


ドの ユーザー 定義 を 


EXIT ステー 卜 メン卜 


UB 


書 式 | EXIT 1DEF | DO | FOR | FUNCTION | SUB} 
機 能 | DEF FN 関数， DO. • .LOOP ループ， FOR. . .NEXT' レ一 ブ, 
SUB プロ シー ジャ， FUNCTION プロ シージ 'ャを 抜け出ます。 


EXLINE 関数 


TB 



式 



EXLINE 

m 能 I プログラム 内で も つと も ¥斤 しく エラーが にした 行の *'ふ 

(先 頭 からの uft) を 返します， 'jlft はありません。 



EXLINE$ 関数 



T 已 



|_醫 式 J EXLINES 

Pi "能つ プログラム 内で も 
字 列に して 返し ま 



. も斩 しく エラーが ^牛: した 位 s を， % 

'JISS は あ り ま せん。 



EXP 関数 


N88/TB/QB 


書式 I EXP (く 式〉） 




機 能 | n リ; im0 ！& e の 値 式 > 乗 を 返します。 


EXTERNAL 文 


丁已 


書 式」 EXTERNAL 




m 能 1 ライブラリの 巾の プロ シ 


—ジャ を 外部 プロ シ一 ジャに 指 'ぶし 


ます。 




EXTEXTS 関数 


TB 



m 能 エラーが カラー-ハンドラに よって チ エツ ク された 場^に， 

もっとも 新しく g 牛: した エラ一 か CAUSE EXCEPT ION 文 
に 閱 連す る エラー， メ ウセ ージ' の义卞 《1 をお し ま 十-. 'jl«C は あ 

りません： 



EXTYPE 関数 



T 已 



1 W. 



I-XTVI'I-; 

エラ一 が カラ一 • ハン ド' 
もっとも 靳 しく ^生した コ 
り ま せん。 



二よ つて チェ ッ ク された 埸 iV に， 
'—の 番ひを し ます。 引 ft は あ 



FI^LD (DISK モ— ド） 



N88/QB 



FIELD [#) 
変数 > C. <フ 
ン ダム • フ 



： ファイル 番^ >. 〈フィ 一ル ド幅〉 AS <文卞 
—ル h*(B> AS (文字 

'ィ ル' バッファに フィ一 ル ド«& を 别 り " '，て 



しの 状態 を 知らせます。 



ます。 


FILEATTR 関数 


N88 


書.— 式 j F\LEA1TR l.ttlenumber. attribute) 

機 能 | オープン している ファイルの tff 報 を^し ます。 


FILES 


TB 


使用例] FILES 

FI し ES * , * 




機 能 I :引& なし] 拡張 }'' が. TR に 丁 RC の ファイル 
^し ます c 

[引お 一つ] 措定した フ アイ ルのリ ス ト をお^ 


の リスト を： fa 


FILES/ し FILES (隱モ -ド) 


N88 


書式 I 1> FILES 〔く ドライブ $'';•>〕 
2) LFILES 〔< ドライ ブ $g->〕 




m 能 1 ディスクに 人って いる ファイルの 名 前， f#: 類， 


人き さ を 出力 



QB = QuickBASIC 丁 B = True BASK 
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します。 


FILEb ム 7 ^ 卜メノ 卜 


Uti 


書 式 1 FILES [filespec] 




機 能 1 指定した ディスク 上に ある ファイルの 


一 K を阔 面に 表示。 


FIND 


丁已 


使用 葡 FIND 



FIND COLOR 

機 能 I [引数な し] 検索す る 文字列 を 指定し ます。 
[引数 一つ] 指定した 文字列 を 検索し ます c 



FIX 


N88/QB 


書 式 | FIX<< 数式 >)• 




機 能 I ftfift の!? 5 数 部 を 得ます。 




FLOOD 文 


TB 


醫 式 | FLOOD く敉値 式 1 >. < 数 蛾 式 2 ； 




機 能 1 (数値 式 1 > く 数値 式 2 > で 指定 し 


た 点 を 含む 閉じた 铕 Wi をせ 


りつぶ します。 





FOR" •TO—STEP-NEXT N8B/QB 



式 I FOR <変饺名> = <ぉ】期滅>丁0 く 終龇〉 [STEP く 増分 >〕 



機 能 



NEXT 〔< 変数 名; [, く 変数 名 >■--〕 

FOR から NEXT までの 中間に ある 一連の 命令 を 繰り返して'; *； け。 



FOR ルー- 



TB 



式 （for ループ〉 ： ： く for 文 > 



NEXT く 単一 &靝 変数 > 
<f<)r 义〉： ：FOR< 単-- 3S 値 変数 > = < 数値 式 1 >TO<JS 値^ 2) 
FOR く舉 ー数谈 変数 > = < 数 tS:A 1 >丁0<»镇 式 2 > 
STEP 
く 数値^ 3 > 

指定した r»j& だけ ti り 返して ^行し ます。 く 8d せ 式 i> mn 

W 値， < 数値 S2> が 終了 値， < 数値 ^3> が 増分です。 



FORGET 


T 已 


使用例 FORGET 




機 能 I [引数な し] メモリ を 解放し ます。 




FP 関数 


TB 


醫式 | FP (< 数 値式>) 




m 能 1 <玖 値 式〉 の 値の 小 & 部分 を 返します。 




FPOS 


N88 


害 式 | FPOS (< ファイル 番号〉） 




機^ u ファイル 中での 物理的な « 在位 置をボ します。 


FRE 


NB8/QB 


醫式 I FRE ((棟 能 >) 




機 能 1 メモリの 来 使用 鎖 狨 の 大きさ を 得ます。 




FFIEEFILE 関数 


QB 


書 式 | FREEFILE 




機 能 1 次に 使 坩。1能 な ファイル 番号 を^し ます。 




FUNCTION ステー 卜 メン卜 


QB 



書 —式 I FUNCTION warn* [ (parameterlist) ] [STATIC] 



name = expression 

1 

NED FUNCTION 
HI FUNCTION プ a シ 一 ジャを 構成す る ， J ,, t'lij, 

コード を Vfj します。 



ータ, 



FUNCTION 文 



T 已 



FUNCTION <議 別 子> = (数値 式 > 
FUNCTION く选別 子〉 （く 関数 定!^ 



機 能 



定莪バ 'ラ メータ >>= く 数値 式 > 
FUNCTION < 文字列 鏃別子 > = く 文字列 式 > 
FUNCTION < 文字列 識別 子> (く 関 » 定義 バラ メータ > 
< 関数 定義 パラ メータ >>=<数«[ 式 > 

< 関数 定義 パラメータに ：<： 琴-- 数値 変数 > 
〈単一 文字列 変数 > 
く 配列 パラメータ > 
ユーザ: £義 関数 を 1 行で 定義 します。 



FUNCTION 構文 



TB 



式 I く a ;i! お m x> ： ： mm i お^ 始文 > 



END FUNCTION 
<関ぉ 定義 閉始文 > ： ： FUNCTION <m>l { > 

FUNCTION く 紐 ひ <隨 定義 
バラ メータ. リスト > 
FUNCTION く 文字列 饞別 f > 
FUNCTION 《文字列 識别子 > <閼 
数 定義 パラメータ 'リ ス ト> 
'リスト〉： ： く 関 ft 定義 パラメータ > 
'タ〉 

： 《単一 数髗 変数 > 
< 単-一文 卞 列 変数 > 

<配 列 パラメータ > 

機 能 I ユーザ', ヒぉ を fSSh で し i す。 



<ra 数 定義 パラ メータ 
.... <関玟 定義 パラメ- 
く 閱牧定 莪 パラ メータ > 



GET 


N88 


霍式 I GET [#] < ファイル 番号 > (, (数値〉〕 
機能 1 ファイル 中の データ を ファイル 'バッファ 


み 込みます。 


GET ステー 卜 メン卜 一 ファイル I/O 


QB 


書 式 | GET [ff」 filenumber [ , [ reaminumberl 
接 能 |, ディスク フ アイ ルの 内容 を， ランダム' ァ 
") バッファ ゃ变& に^み 込みます。 


；[ , vartaiue) ] 
クセス • ファイル 


GET ステー 卜 メン卜 一 グラフィックス 


QB 


E 式 | GET iSJEP]ixl,yl)~lSlEP]ix2, y 2i, 
aices) ] 


ayyayna^U- . り〃 


機 能 I 画面 上の グラフィックス ■ イメージ を 配列 內に 格納し ます。 


GET@ 


曜 



| 書 式"! GET 0〕 (Sxl, Syl) 
〔K 添字〉）〕 

m 能 I 画面 上の グ ラフィック ス 



(Sx2. Sy2) |, <6d*)*ftf<> 
STEP (x, y)| 

： ターン を fid 列实 ft に^み 込み ま 



GET KEY 文 



TB 



式 i 



(；}■：!' KKV <miri:li> 
GET KEY ： < 数値 変数 > 

'W\ キーボード 入 カバ ッフ: 
く 数 flft 変 玖 > に 代入し ま 1 



内 の ik の 文卞に 吋 ) おする 牧値 を， 



GET MOUSE 文 



丁已 



圔 



機 能 



GET MOUSE <数 値 変数 l> . <fdifiSf<2> , <ft((ft*&3> 

GET MOUSE ： く 数値 変数い . く 数値 変数 2> , く敉龃 変数 3> 

マウスの^ 在位 S の ゆ: 標が く 3S 値 変数 I > く & 2> に 

代人され， 状態が く ftfift 变& 3> に; 久' のように 代人され ます c 

どの ボタン も 押されて いていない 

I ボタンが 押されて いる 

2 こ の 点で ボ タンが クリ ック された 

3 こ の ふ: でボ タ ン が 解除 さ れ た 

4 この 点で ホ' タンが シフト • クリックされ た' 



GET POINT 文 



T 已 





式 I 


GET POINT < 教值 変数 I 


> . <ftW:'4 : ft2> 






GET POINT ： く敉铖 'も ; 敉 


> , <ftft«»2> 


機 


能 I 


プロ グラ ム の^け 屮 にグラ 


フィック' 力一 ゾルで ゆ: 標を 指' 4： 



ま す 。 >m は く tm ft i > < t'di/i. « & 2> に f 、人され ま 



メータ; > 



<酣 
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GOSUB 文 


N88/TB/QB 


醫 式 | GOSUB く 行 番号 > 
GO SUB (行 番号 > 




機 能 1 枏定 したく 行 番^ > に ジャンプ します。 対応す る RETURN 
文が « 行され る と GOSUB 文の; 欠の 文に 《 り ± す。 


GOTO 文 


N8B/TB 


靈 式 1. GOTO < 行 ^ゆ > 
GO TO <1rS^> 




機 能 1 指定した^ 番 ゆに ジャンプ します。 




GOTO ステー 卜 メン卜 


QB 


醫 式 | GOTO i iindabel | hnenumber) 
機 能 I 指定した 行へ 無条件に 分 蚊 L ます。 


HANDLER 構文 


TB 


醫 式 1 HANDLER 構文： ： HANDLER くノ' 

く ハン ドラ 部〉 


> I- ラ 'fo 



m 能 



END HANDLER 

く ハンドラ K> ： ： <WM 子〉 

< ハン ドラ St〉 ： ： ... く 文〉 
エラー • '、ン ドラの '、ン ドラ 部 を 分離し ます。 エラーが 
WHEN EXCEPTION USE 文の WHEN 部で 発生す る t, 
WHEN EXCEPTION USEで'it^JされたHANDL J ER^S文に 
制御が 移 i 力し ま す。 



HELP 



T 已 



書 式] HELP RUN 

~W~m] [引数 一- ^] コマンド， 関 玖， 文な どの ヘルプ I 由 'Ifii を^ ボ I 
ます。 



HELP ON/OFF/STOP 



N8B 



式 | DHELP ON 

2) HELP OFF 

3) HELP STOP 



機 能 1 HELP キーに よる 割り込みの riK K 止， ff 止 を制剁 し 





HEX$ 


N8B/QB 


霤 式」 HEX$ < &^) 




機 能 | 10巡 数 を 16進1！ (に' K 換し そ。 


) 文字列 を 得ます。 


IDN 配列 定数 


TB 



1st Ht 



隨 《添字 変更 式〉 
IDN 

単位行列 を 返します。 IDN が 使える の は， MATft 人文 内た' 
けです。 ぐ;. ぉ卞 があって iK み' む 列で あれば， その 次 
几と W じ ものが' ト: 成されます。 く;. お卞 変お 式〉 で 表される U 
W が 1 次元の 忖列 である 場合 は, ぐ 字 変お 式〉 の tt を 次元 
wft t して 止 力- 仃列 を' t-:* し ます。 <^卞« お ス> がな けれ 
は'， MAT 代人 文で 代人され た flt^il の 次^と 一致し ます。 



IF 文 



TB/QB 



1 書式 | IF <^ 理^ > THEN く 単一 义> 

IF く 論^^〉 THEN く 文 1〉 ELSE < 単 一文 2> 
I 機能 I く 論理 式 > の 真偽に より 制御の 方お を 変えます。 1む の IF 構 

义 です。 



IF 構文 



TB/QB 



害 式 1 <mZ> ： ： IV く,. fePfijO THEN 



ELSEIF < 論埤 式> THEN 



KLSICIF <,!^BKA> THEN 



K1.S1': 



I 機 能 1 



END IK 

<„feffl.^> のな 偽に より 制 卸の H \h\ を' まえます c 



IF〜THEN~ELSE/IF"'GOTO~ELSE N88 



I 醫式 I U IF < 論理 S> THEN I <文> |, [ELSE I <文> |〕 
21 IF く 論理 式 > GOTO (行 番^〉 [ELSE I く 文 > j〕 

\m 能 i 論^ 式の 条件 判断 を^ない ます。 



INCLUDE 


丁 B 


使用 湖 INCLUDE; HANOI 
機 能 | [引 & -つ] 保存され ている フ アイ 
ト • ウィン ドウに 神人し ます。 


ル の內容 を. エディ ッ 


INFO 


丁已 


使用' 痢 I INFO 

m 能 I [引数な し]^ 時点での TmeBASIC の ® 境に ついての 情報 を 
表示 します。 


INKEYS 


隱 


醫 式 j INKEYS 

機 能 1 押されて いる キーの 文字 を ます。 


INP 


NBB/QB 


霞 式 1 INP (ポー ト番 ゆ〉 

機 能 1 人力 ポートから 谈を^ み. 取ります。 


INPUT 文 


T 已 



式 



く 入力 オプション > ： く 人力 



ィル 人力 



く * お 



INPUT < 人力 リスト > 
INPUT く 人 カリ ス ト〉， 
INPUT く 人力 才プシ ョ ン > 
リスト: > 

INPUTtf く 螯敎式 > ： く 人力 リスト > 
INPUT# 〈整数 式〉， < 人 カオ プショ 
オプション〉： く 人力 リスト > 

く 人力 リスト > ： ： く 変 &> .... 

く' ： ： 変&〉 
< 文字列 S'ft〉 

く 文字列 变 玖〉 く S1I 分 文卞列 式〉 
く ファイル 入力 オプション〉： ： く 入力 オプション〉 
IF MISSING THEN < ジャ： 
PROMPT < 文字列 式〉 
TIMEOUT く IMifi 式 > 
ELAPSED <ぉ'醫&> 
EXIT DO 
EXIT FOR 

< 入力 項目 > 
く 人力 JfiU> 
： < ダブル ■ クオ 一 テ- 
まれて いも 文字 M> 
< ダブル • ク オーナー 
ま れ ていない 文 宇 M> 
-— ボード や ファイルから 人力した <応?？ 人力〉 を く 人お リ 
. ト> の に 代入し ます。 



く 人力 才プシ ョ ン: 



く ジャンプ〉 



く 応 答 入力 > 



< 人ね 棚〉 
(入力 項目 >, 



'ーク で M 



■- クで 'lid 



INPUT 



Q 已 



式 | INPUT [く プロンプト；^ 



I 慷 能: 



〕 く 変 ft> 〔, く 変 &》 



-— ボー ドから 人力され た データ を， 4ft に 代人 I 



INPUTS 関数 



OB 



書 式 1 INPUTS (« [. [#J fitenumber\) 

m 能， ^定 した フ アイ ル ま た は デバ イス 力' ら ^み 取- 

ィ ト を iM します。 



た 文字列 



INPUTS 



N88 



圍 jNPUT$ (く 文 宇 数》 [, 〔#〕 (ファイル 番^ >〕> 

m I 指定され た ファイルより 指定 さ れ た お さ の 文卞列 を^み 込み 

ます。 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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INPUTH 


N88/QB 


書 式 1 INPUT - <フ アイ ル S 'ふ〉， <$ft'K> 

m 能 i シーケンシャル 'ファイルから データ 
人し ます。 


c, < 変 数名 >〜〕 
を^み 込み， 変 ft に 代 


INPUT¥ 関数 


QB 


書 式 | INPUT¥(«, [, [#] filenumber]) 

櫬 能 I 指 ^ した ファイル または デバイスから^ み 取った 文卞列 （文 
卞数 単位） を 返します。 


INPUT WAIT 


國 



式 I INPUT WAIT < 待ち！！ お!! ひ. 〔く ブロン アト 义〉 |： 



く 変 ft 



名〉 [, 《変数 名〉…〕 
I 機 能 I キーボードから 人 わされた デ一タ を， 変 ft に 代人し ます。 そ 
の 際， 入力^ち 時 Bii を 制限す る こ とがで き ます。 



INSTR 



N88 



1 機 i く 式〉 の紈を 越えない お 尺の f さ f (を^し ます 



[m 式] inv (<数龃 配列 >) 



式 I INSTR ([<(,Vgi>J <义7： 列 1> . く 文字列 2 > 

その 文字の 位置 を 得 ま 



機能] 文 字 列 の 中 力 ■ ら 指 ま K ■ r n r m 



INSTR 関数 



Q 已 



式 I INSTR ([star/,] siringexpression 1 , stringcxp >vssio )i2) 



m 能 i ある 文卞々 i) の 中で 別の 文卞 w を検お し. それが リに 化つ か 

つた バイ ト P:S を iML ます。 



INT 関数 



TB/Q 已 



式 I INT «KKA» 



INT 



N8B 



式 I INT <3KA> 



機能 I '卜 it な n ト —を 《j り ^ て た r<w: を^ます。 



INV 配列 関数 



丁已 



機 能 I <fdiftfli!*i]> で 表される 行列の 逆行列 を 返します „ <rdiftSt! 
m でお される 列 は. 2 次元の 正方行列で なく て はなり ま 

せん。 1NV が 使える の は. MAT 代人 文 内た' けです。 



IMAGE 文 



丁已 



式 I IMAGE ： < ^^制御 文字列 > 



機 能 I PRINT L'SING 文の <nA%m X-(-9V を 指定 I 
^の ある プログラム でた' け 使えます： 



行番 



IOCTL$ 関数 



QB 



[害 式 J IOCTLS ([#] fiUHtimbt r) 
機 能」 テ" パ' イス' ドライ' （か C, 制御 デー タ 文卞タ 1| を 受け JR り ま す r 



IOCTL ステー 卜 メン卜 



QB 



iC] IOCTL - nlcnitmbi'r, x/n'H ん, 
- K ラ 



[機 能 I デ 



W 御 データ 文字列 を 送り ます。 



IP 関数 



T 已 



機 能 1 <ftf せ 式 > の饿 のう ち， 'ト ft 点 U ドを iR つた ^ぉ蛾 を 返し ま 

す。 



JIS 関数 



T 巳 





式 1 


1 ifct 


能 1 



式 JIS i<mnA» 



ドに' 5： 換 します。 



JIS$ 関数 



QB 



[ 式 1 J I S S ( stt in^i xpnssiit}} ) 

[S— fe」 文卞列 の た頌の 1 文' や: を JIS コードに 夂抶 L ます. 



JIS$ (DISK モード） 


N88 


塵 式 | JISS (く 文 宇 列》) 
\WW\ 2 バイ ト系 IJ 本 ^ 文卞 の漢卞 コート' を^ます。 


KACNVS (dbk モ-ド） 


國 


塞 式 | KACNV$ (く 文字列 >) 

機 能 I 2 パイ ト糸 ^ft 文'?: を， ふす る 1 バイト * の^ね 力 十 文 7' 
に' 换 します。 


KANJIS 関数 


TB 


S 式 j KAXJIS u え？. い i 

機 能 | ぐ 文卞列 式> の 中に 1 バ' イト 系ゃ 角 文' チ: が ある 
バイ ト糸 t 角 文字に 変換して 返します。 


と， それ を; i 


KCHR$ 関数 


丁已 


書 式 | KCHRS «&»^» 

機 能 | く 整！！ [式 > で * される シフト JIS コード を， Wfc する 溪字， か 
な 文卞， 英 ft 字， ^^のどれ かに 変換して 返します。 


KCPOS 関数 


TB 



式 



KCPOS (〈文字列 式 1>, く 文字列 式 2>> 

KCPOS (< 文字列 式 1>, く 文字列 式 2〉 く 整 ft 式 >> 

(文字列 式 2> 内の いずれ かの 文字が, く 文字列 式 1〉 で 最初 

に * 見れ る 位置 を 返します。 3 番 Li の 引 おとして <SftA> が 

ある 場 ft に は. く 义'; 列 1 > のうち， その )S 娘に あたる 文 

卞位 S か ら検^ が は じ まり， ムへ 進み ま す。 ^f'j X-{- !> t- f'i 

文' も 1 文卞と して 検^し ます。 



KCPOSR 関数 



T 已 



桷 能 



KCPOSR (< 文 宇 列 式 1 >, < 文字列 式 2 » 
KCPOSR (< 文字列 式 1>, く 文字列 式 2 >, < 整 &式>) 
〈文字列 式 2 > 內の いずれ かの 文字が， < 文 宇 W 式 1> で 最後 
に « れる位 S を 返します。 の 引ね としてく gft^> が 
ある 場合に は， く 文卞列 式 1> のうち， その ftfifi にあた る 文 
卞位 S から 検索が はじまり， ^へ 進みます。 全角 文 宇 も 半角 
文字 も 1 文卞と して 検^し ます。 



KEEP TB 




KEEP 

KEEP Mysub 

： 引 3ft な し： マ一 クが R "いている けた'； ナを 抽出し ます。 
： 引 -っ： 措定 し た 忖 のま と ま りた'； ナを抽 ,屮, し ます。 




KEXT$ 関数 QB 


慷 能 


KEX i'S ( st> ingLXpnssio?i , tioic) 

文 宇 列から 1 バイ ト 文字， ま たは 2 バイ ト 义 卞 だけ を 抽出 し 


KEXTS ひ し; k モ— N88 


書 式 

m 能 


KEXTS (< 文字列 >， く 機能〉） 

义卞 列の 中 かに 1 'M ト 力 十义卞 だけ. あるいは 2 バ 
ィ ト系 tl 本^ 文' 4: た' けの ど ち ら か を 抉き します。 


KEY TB 



ffifflfij KKV 

KKV to Mykeys 
KEY from Mykeys 

I m 能 i [引 》： なし] よ （使う キー 操作 を ある キー i 
つ 丄 おし た キー を 
び 出した りします。 



ィ 



:i ^し ます t 
に 保存した り 



KEY 


N88 


書 式 l KEY <キ 一番ゅ >， く文卞 列〉 




m 能 I キーボードの ト.^ にある ファンク 


シ ヨン 'キーに 文' お 列 を定羲 


します。 




KEY ステー 卜 メン卜 


QB 


軎 式 | KEY a , stringcxp n 'ssii > n 




KEY し 1ST 
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KEY ON 
Kf ; .V UFK 



k ヒ丫 inwT 卜 スノ卜 


n 口 


軎 式 | KEY (n) ON 




KEY(n) OFF 




KEY(n) STOP 




機 能 1; す！！ 定 した キーの トラッピング を オン/オフ します。 




KEY LIST 


國 


書 式」 KKY LIST 




m 能 1 ファンクション' キーのに r お を幽 ifii にお^します， 




KEY ON/OFF/STOP 


國 



機 能 



フ します。 



つ ト 
また 



'一文字 を HI り 当て, それ を 
フ ト キー 文 宇 W の 表示 をォ 



m 能 



1) KEY 〔（〈キー S'.J.>>〕 0\ 

2) KEY 〔（く キー Sv>>〕 OFF 
：1) KKY 〔<< キー $'';•>>〕 STOP 

ファンクション 'キーに よる 割り 込みの 許 nj, 

します. 



II 止, 止 を 



KILL ステー 卜 メン卜 



Q 巳 



式 



KILL nkspit 
m 能 I 桁^ L た フ ァ 



'を ディ スク から ftiJPJ; し ま' 



KM L (DISKt-K) 



N88 



式 I KII.I. <■ 



m 能」 テ" ■ 



• -r イス クリ プ タ > 
i 'レ を刖^ します。 



KINPUT 



N88 



書 式 j KiNPUT <-^nr,> 
機 能 | キ 一 ボー ド か h 人ハ された 

is に^ 人し ます- 



イト 系 S <N» 文 宇 を, 义 宇 « 



KINSTR 関数 



QB 



J KIaSI K( start, ntnugcxpirssinii ] . shuigixpn ssnmj 

~W] ある 文' 屮 で^の を柃ぉ し， それが 最初に {^ 
つた 文字 位 SR* 返し ます- 



KINSTR (disk モード） 


N88 


塞 式 | KINSTR (〔く 位置〉，〕 <X Yn 1 >, < 文 宇 列 2>) 

： 機 能 | 2 バイ ト 系11 本 通 文字 を 含む 文字列の 中から 指定 文字列 を « 
して. その 文字の 位 K を 得ます。 


KLEN 関数 


N88/T 已 


塞 式 I KL ト :X (〈义 卞々 ilA>> 




m 能， あす， かな 文' ？：をな む 文' ト列 の 文-! を 返 


し ます， 


KLEN osk モ-ド） 


N88 


；書 式 | K し EN K 文卞 列〉 〔バ機 能〉）) 




1 機 能 | 2 バイト 糸 日本 S 文字 を 含む 文字列 中の， 


タ イブの 义卞 


©番 錄敏參 '得ます e 




KMIDS (。ぼ モ-ド） 


N8B 


| 書式 | KMID$ K 文字列 >• く 式 1> [. <A2») 




1 機 R! 2 バイト 系 B 本 S 文字 を 含む 文字 W®'«<i 


ら, 任意の 長さの 


文字列 を拔き Hi l it, 




KMID$ 闉数 


Q 巳 


|| 式 | KMIDS ( slnnut 'xp nssii »i. st">1 . kihii! 




纖 能 1 指定 し た 文字 列 の - % を 取 り 出します, 




KMID$ ステー 卜 メン卜 


QB 


i 醫 S, [ K M 1 1 >S ( strm/it'tiiifihU'. atari [, count] ) = 




m 能」 お せ 文 卞 列の 一都 を 別 の 文字 « で 置き 後え 


ます。 


KNCPOS 関数 


TB 


1 書 式 | Kweeos << 文 宇 w 式 1 >, (文字列 式 2» 



KNCPOS (〈文字列 式 1>, (文字列 式 2>, (整数 式）) 
(文字列 式 2> 內 にない 文 宇が, く 文字 M 式 1> で 最初に 現れ 
る をお します.. .1 »11 の' Jlft と し て 〈は ft 式 > が あ る^ 
^に は， < 义卞ぉ 1^1〉 のうち， その ftfift にあた る义 7ィケ；？； 
から 検 * が はじまり. ムへ 進みます。 ^內义卞ら卞め文卞も 
1 文卞と し て検' おし ます， 



KNCPOSR 関数 



丁 S 



機 能 



KNCPOSR (く 文字列 式 1>, < 文字列 式 2>> 
KNCPOSR (く 文字列 式 1>, < 文字列 式 2>, <整歎 式" 
< 文字列 式 2〉 内に ない 文字が (文字 W 式 1〉 で 最後に 現れ 
る^お を^し ます. 3»1！ の 引 ft と して く^ ftjO が ある^ 
1> に は， く 文 7: ^式 1 > のうち. その ftfift にあた る；;;'； 
から 検索が 始まり, メ r: へ 進みます-. 全角 文 宇 も 半角 文字 も 1 
文卞と して 検ぁし ます。 



KNJ$ osk モ- 



ド） 



N88 



p 4. 



式」 KNJS (く 文'?: 刊>) 
能 | せ卞 コード 文卞 
します t 



tff を 



i ト系 II 本 35 文 t: 1 义卞 に变換 



KORD 関数 


丁 B 


書 式 1 KORD (< 文字列 式 力 

機 能] < 文 卞 WA〉 の屮 の； Ufi の文卞 の コード を^し ます。 


KPLOAD (disk モード） 


N88 


書 式」 KPLOAD く^'； ■， コード >. ^m^hL^i 

機 能 1 ゃ川| れ 文卞バ ターン を シス チムに ひ « します-. 


KPOS 関数 


QB 


塞 式 | KP()S<s/〃'》 ん', ■•、-/>>'('. 、-•"<'〃， ciHiratli niumbcr) 

機 HI ； ci^ij 巾の した 文 7 卞 までの バイト ft を^し 


ま す。 


KPOS 関数 


丁 巳 



[W 式 | KPOS (く 文字列 式 1>， < 文字列 式 2>) 

KPOS « X ( ^\A 1 >. く文卞 列パ 2 >. <«fftA» 

| » 能 | <X-f^jK2> が. くえ 卞々 il_^l> 内で Jiif リに W ねる を 返 
します， 3 SH の 引 ft として く^ ft 八 > が ある 場 に は， 

く义 卞 列^ 1 > のうち. その mh. に あ た る Jc'f—-i:[m か c, 検' お 

が 始まり. 右へ 進みます, 角 文字 (》 半角 文字 も 1 文 宇と L 
て検 おし ま す 



KPOSR 関数 



丁已 



KPOSR (< 文字列 式 1>, く 文字列 式 2>) 

KPOSR (< 文字列 式 1>, (文字列 式 2>， (整 ft 式〉) 

< 文字列 式 2> が. < 文字列 式 2> 內で a 後に 現れる 位 s を 返 

します r . 3$U の' jlft として くお が ある 場 i> に は， 
<X'f-nA 1 > のうち， その ftfifi: にあた る 义'; 位； K か ら 検 * 
が は し' まり. /にへ 進 a ま す, 全角 《字 b ，角 X (- 1 1 文字 t 

して 検 * し ます。 



KTN$ 関数 



Q 已 



_ 式 I nTNS ( silnnsi xpivssion) 
IWml 文卞列 の 'む なの 1 X 'fv I.J.' 
ドに 变换し ま す。 



1 ード. または ASCII 文卞: 



KTYPE 関数 



T 已 



[ 書 式」 KTYPE (く 文卞 WjO> 

[W 能] <X-'f-nA> の. tiifi の 义卞 タイフ を^し ます. 1 '；' f 卜 

力 十义卞 の埸 ft に: よ （し 2 -r ト糸ャ ^文卞 の 場合に は 

1 ，2 バイト 糸 丰角文 宇の 場合に は 2, これ 以外の 文字 の 場合に は 
- 1 にな' り ま す 



KTYPE (disk モード） 



NB8 





式 1 


1 機 


能 1 



KTYPE (< St 卞 列〉, (式 >) 

2'M I "系 日本 » 文字 を 含む 文字列' 

タ i プ を^ます 



'の, 指定 位 at の 文字の 



LANGUAGE 



T 已 



使用例' LANGUAGE ENGLISH 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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LANGUAGE JAPANESE 

機 能 I ： '引数 一つ： メニュー' バー， ファン クシ ; 

セージ' のお^ を u 本^ ま たは に w り換ぶ 



LBOUND 関数 



TB 



書 式 

L 徨 能 



LBOUND (<K 列 引 ft>, <feft 式 >) 
し BOUND (<KW 引数〉) 

引 ft が 2 個 ある と き は. <S 列 引 ft> で 表された K 列に つい 
て. く fSft/O SII の の; ぉ卞の W'J、Wt (ド限 > を; おしま 
す。 2 の 引& がない とき は. く fit! 列 'j|ft> でお； Wl た ft! 
列の 1 Stl の'; ぉ卞の JrH、W: (卜-^) を^ します。 その ftd^ は 
1 次 >C の K 列で なければ な りません。 



LBOUND 関数 



QB 



i\. ] LB()t'N]}((/??vn' , di)m >isii»i ) 
JU ftt! 列の 桁 i し た; 乂 'fli で 使 うこと 力 : でさる, 
(ift ) を 返します。 



添字の m (敏小 



LCASE$ 関数 



Q 已 



ft 式 I LCAhEa ystmi^expresswti) 

ftl 能 I すべての 文 '< を' j 、义卞 に变換 し た X {■ お J を^し ま 十 ,， 



LEFTS 関数 



Q 已 



1 書 1 LEr T$ < stnnfivxpressioti , >i) 

[機 能] 指定 し た 文字列の 左« から n 個の 文 宇 を 取 り 出 | 



LCASE$ 関数 



T 已 



a: 



式 | LCASKS (<X'r*'IA>) 
W\ < 文卞列 でお される 文卞々 i)w 中 
ベて 小文卞 に' &换し て します。 



あ る 残 宇の 大文字 をす 



LEFTS 



圏 



式 | LEFTS i<X-{-m. く 式 >> 

能 | 文字列の 左側 力' ら 任意の 長 さ の 文字列 を J* き 出 し 



LEN 



NBB/QB 



式 | len i<x rn» 

~m\ 文字列の fritt" バイ ト おを^ます。 



LEN 関数 



丁已 



蠹 式」 LEN (< 文字列 式〉) 

* 能] < 文卞列 でお される 文 卞列 のお さ （文卞 の ft) を 返 I 



LET 文 



N88/TB/QB 



I 書式 I LET <fttft$ft) .... <«fiftfi;ft>-<I!c(ift;A> 

LET く 文卞列 変 »式> .... く 文 宇 列 変 ft 式 > = < 文 宇 W 式〉 
く 文字列 *S 式〉 ： ： 《文 宇 列 * &〉 

〈文 宇 W 変 ft> <» 分 文 宇 W 式〉 
[« 能 I ム 辺 の^を オト!？ して. そのお; * をん .:辺 にある 变 ft に ^ 人し 



UBRARY 文 


TB 


書 式 | LIBARY (ダブル - 


クオ一 テーシ ヨン • マークで W まれた； t 


宇 列〉 .... 




く ダブル . クオ 一 T- 


-シ ヨン' マークで Mi れた 文' や: 列 > 


m 能 | 使リ| する ラ ィ ブラ リ 


• フ アイ ルを拊 i し ます.. 


LINE 


N88/QB 



式 1 LINE 〔| (Wxl, Wyl) |〕— I <Wx2. Wy2) | 〔， 
I STEP(xl. yl) I |sTKP(x2. y2l 
ト 欝号 I >〕 



〔， I B I 〕 〔， < ライン-スタイル > 
IbfI <'* い' ト 

< * f ル • ストリング > 

U mz し た 2 iisi に め: 跺を描 きます い、 
ftfj も 描き ま す） 



LINE INPUT 



N8B/QBJ 



害 式 I LINE INPUT [く プロ シフト 义〉 ： 〕 く;! t?—4ft ？'〉 



機 能 1 キー ボ- 

W る こ i 



'ド から 人 わされる データ (255^ 
な く ■ '括して 文字 «» に 代人 1_ ； 



ト 以内) を， 区 



LINE INPUT 文 



TB 



人 わ 寸プシ ヨン〉 



卜 



I 害 式 I LINE INPUT < t'f-ViJ リスト > 

LINE INI' じ 丁 < 人り オプション > 
< 文 宇 WSCft リ ス ト> 
LINE INPUT S く 整 ft 式〉 ： 〈文卞 
1.1 XI： IM'IT - <*^¥iA>, く ファイル 人 乃 オプション > 
. -.. < ファイル 人） j オプション > ： <i'r«i|$ft リスト > 

(文字列 *ft リスト〉： :<文字«変»式> .... (文字 

列 $ 数式 > 

〈文字 W*ft 式〉 ： ： < 文 宇 列 変 ft> 

< 文字列 変 ft〉 《» 分 文字列 式〉 

く ファイル 人/ j 才ブシ ヨン >: ： 〈人た オプション > 

IX MISSING THK\ (ジャンプ） 

く 人ん オプション；）： ： PROMPT く义 卞 列 式 > 
TIMKOL'T <mtiA> 

elapski) <mh.&ro 

<ジ ヤン 7> ： ： KX1T IK) 
EXIT FOR 
く 行 番号〉 

lm 能 | キーボード ゃファ ィル から 人^した け を く 义卞々 リ せ ft" ス 

ト> の < ?■<"!« ft A> に ft 人し ます „ 



LINE INPUT tf 



NB8/0B 



せ 



式 I LINE INPUT s < ファザ ル $',;-〉. く文卞 ゃ变 ft お〉 

ク 'ファレ レ より， 1 む （255 バイ 

-括 l て 文字 s«» に at み 込みます, 



JI] シー' 

ト以 内) 啄 位の データ を 



LINE INPUT WAIT 


N88 


| 塞 式 | LINt; 1 N 1* U T WAIT く^ち^ |«|>. [くつ 
3t> 1 ； M く 文 宇 数名〉 


— ロン プト 


1 慷能 1 キー ホ '一 ドか^ 人,】 され る チ' 一 タを' 人し 

際， 人 力 は ち B<rr,il を; *i| K する こ とがで さます.， 


ます： その 


LIST 


TB 


'[Mmm] list 

LIST 1(ト:", 




1 m 能 1 なし】 カレント ァロ グラム を n)w します。 
["引 ft -っ） flti した ir のま と ま り を 卬ゅ1 し ま 卞。 




LIST/LLIST 


N88 


1 醫 式"! D 1-IST [く Wi.'.'.': if {&ひ>〕 〔 -く 終点む » リウ] 
2) LLIST 〔く 始 点 行 S 号 >〕 【一 < 終点 ft 番号 >〕 




I 機 能] メモリ h にある プログラム レバ fSl;. または' -;! f(: を^, 六 あるい 
は 印 W し ます。 


LOAD 


國 


| 醫式 | い JAD < ファ f 'レ • テ' f ス クリフ々 > [, R) 




一 MJ フロ グラム を メモリに ロードし ます- 




LOAD 


TB 


使 fflCTj LOAD Myhbs 




機 陡 | ！"' 31ft 一つ] ライブラリ. ファイル を/モリに ロー 


ドし i す。 


LOC 


N88 


軎 式 | LOC << ファイル $ひ>> 

櫬 Hfl ファイル 巾での.: ifelf 的な ％rt ふ V.;!V を W ま 十 „ 


LOC 関数 


剛 


書 式 | LOQifilenumber) 

» 能 1 ファイル 内で 次に 人出 h を } j な う \r; を み し ます- 


LOCAL 文 


丁已 



I 塞 式 I LOCAL 



'力'" rtl!> .... く ローカル ゆ tl> 
ル 項目〉: ： < 単- -数镇 変数〉 
《単 - 文字列 «数> 
(配列〉 (添 宇 範囲〉 
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お 


します。 




LOCATE 




N88 


書 式 1 LOCATE «X>] [, 

ji_ m\ テキスト wifij の 力一 


<Y>) (. く カーソル 'ス { •'' 
ゾルを 指', ど 位; も' へ ft ^ し ます 


チ〉〕 


LOCATE ステ' 


一 卜 メン卜 


QB 


耋 《 LOCATE [ row. 




[， [start. 



リ'' ！、 



機能 I 力- 



'を 指定 し た 化； E に 移 K し ま す， 



LOCATE 



T 已 



槻 能 



式」 LOCATE aS 

ft 定 した 文字列 を 含む 行の リ ス トを 表示し ま' 



mm 



LOCK... UNLOCK ステー 卜 メン卜 QB 



式 j LOCK [it] filemonber [ t {'"'"y/| 、/",'/] TO end }] 



UNLOCK [#] tllenumher [， { record \ [start] TO end I] 

機 能 j オープンし ている ファイルの^ w または -fa; に m する * 他レ j 
フ ロセス か。 の アクセス を M'^ します。 



LOF 



N8B 



|_ 害 式」 I.OF (くフ アイ ル； 6 '';->> 

n "能， ファイルの 人き さ を ひま 
n_OF 関数 



OB 



I 藝 式 1 し U1'' (///, '/〃'〃 ん'） 

[S~ 能"] tn ^した ファ ィ' レ レバく さ を '"ザ トリ u,): でお します: 



LOG 関数 



N88/TB/QB 



m LOG (<ftfiftA>) 

m] <ft 娘 八 > の fifiwfl^i.ft! (をお します—— 


LOG10 関数 


TB 


書 式 | LOG10 (<ftfiKj^>) 

機 能】 く 数铳式> の 値^ SW^ft を^し ます 


LOG2 関数 


T 巳 


害 式」 LOG2 (<ft(iftA>) 

機 能 | く ftfift_tO WfiS の， ft を 2 と した 》.tft をせ 




LPOS 


NB8 






機 能—] 'Wrt- の プリンタのへ ッ ド P.S を^ます。 




LTRIM$ 関数 


TB/QB 


靈 式 j LTRIMS (< 义卞々 リ 式〉） 

m mj <义 卞ケ i_ro でお される 义 ；":^ の tss に 

その 空白 を 取り » いて 返 L ます 


が あ も 場^に, 



し PRINT 



N88/QB 



| 害 式 | LPKINT [<A> 〔 | ' | 〕 ">'•'〕 〔 | ' | 
I 機 能 I プリンタに データ を, 屮 Jj します 



LPRINT USING 



N88/QB 



式 | LPRINT USING 〈ま 式 制 W 文字列 > ： <式> 



くん…〕 



〔I • 



LSET ステー 卜 メン卜 



QB 



I 簪 式 1 LSET sh iiif; n/i itib/c - stri)ig<xptissio>i 

I 機能 I f' に 「ステートメントで ファイルに, ヰ き 込む' データ を. ハ 
リ か ら ランゲ ム' アクセス ■ フ アイ 'レレ）'' 'ツ ファに L ます， 
の ステートメント は， レ コード を^の レ コ一ド «ft に: 
ピーしたり, JC 字 列 を お 14 めに して 8： 宇 列 «» に 格納し ま- 



MAP 



N88 



* 式 M \1' (<ftA>, <t*filt>) 

\W~rn] スクリーン i おは， ワールド ゆ: 標 刁 tti ひま 换 をけ ない ます。 



MARK 



丁已 



使用 J!) MARK 

MARK Myfun.- 
. 機 能 I [引 ft なし] カレント' フ ログ ラ. 

「引 ft -- つ] 指定した rr のま と 



ャき 



-クを 付け ま- 
'を 付けます, 



MAT 代入 文 



T 已 



搴 式] MAT <ft 人 义> 

(代人 文〉: ： < tc.ws.rn > = < ftften 式 > 

< scuise 列 >: < sc 卞列 K 列 式〉 

く 文 宇 > <» 分 文字列 式 > = < 文字列 配列 式〉 
(Jcttfid 列 式 > ： ： < 数 fiftK 列 > 

<a 值 KfU> は 値 eM«* r> <mmn> 

<ft(ififid 列定 <m-^A> 
ぐ -ik f> 

< ;k f > * <ft 値 配列〉 

ぐ -; k r> * く 数 auew 定数〉 

< ； k )'> * く Fdi も: 《列> <i ぉネ 変お A> 
(JRftK 列 M 数〉 <JMtt£ 列〉 

<ftfififid 列 ^箕 （■■> ： ： + または ま た は * 

(ftttie 列 定数〉 ： ： CON または IDN または ZER 

CON または IDN または ZKR<i. お 卞 '&ぉ式> 

<ftilKWHft〉 ： ： INV ま たは TON 

く 文字 式〉 ： ： 〈文 宇 列 配列 '次 )> 

< た 字 WfiSiH {->&<■ Jt 宇 列 K»l -<k / > 
< 文字列 要素 > & <文 字 列 K 列 一次？ •> 

< 《字 wie 列 ik f-> & (文 宇 列 g*> 

く St'r-fl¥*> 

< 文字列 配 W 定数〉 

〈文字列 1? 索〉 & < 文 宇 W 配 W 要素〉 
<文 字 列 BdW -,k )'■> ： ： (文卞 列 fid 列〉 

< 文 宇 W 配 M> & <» 分 文字 W 式〉 
< «： 字 列 配列 定»> ： ： NULS 

NULS <m-f-^HA> 
機 能 | 6 辺の 配列 式 を I ftilK 列 式で も え 宇 式で も I «"算 し . 
そのお お をな: 辺の ftil 列に^ 人し ま寸： 



MAT INPUT 文 



TB 



ト 



'人 ハオ プシ ョ ン〉 



m. 能 | <-f^\. ftfifi. な どの デー タ をお! t- し. アリン タ !：；(■, )i I i -t 
LSET/RSET (disk モ -ド） N88 I 



I 書式 I 1) し SKT <xrtto 

2) RSET <X 'fktO 

L 機 能」 ランダム 'ファイル-' 



:< 文字列〉 
:< 文字 w> 
ウファの 



ドにチ '一 タを^ 人 



I 謬 式] MAT INPUT く mat 人お 
MAT INPLT く 人 カオ 一 
<mat 人り リスト > 

MAT INPUT = く 整 ft 式〉 ： く mat 人力 リスト > 
MAT INPUT - <^f(A>. < ファイル 人力 オプション〉 
.... く ファイル 人力 寸ァシ ヨン〉： く mat 人ハ リスト > 
く mat 人 ハリス ト>: :< 人ん ft ^い -.. . < 人り fti ^'し 

く 入力 KW> ： ： (配列〉 

(配列〉 く 添字 *1£式> 
<fid 列 > (？) 

< ファ 1' レ 人' j オプション〉： ： く 人お オプション > 

IF MISSING THEN (ジャンプ) 
< 人 カオ プシ s ン> ： ： PROMPT < 文 字 列 式〉 
TIMEOUT <»镇 式〉 
KLAPSEl) <ftfift'ftft> 
に' ヤン： n ： ： F.XIT I1U 
KXIT FOR 
(fi Sv) 

人力 >: :< 人力 項目〉 .... (入力 項目》 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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(入力 項目〉 .... < 入力 項目 >， 
く 人 乃 な ( 1 1 〉 ： ： < ダブル ■ クオ 一 テ一シ ヨン 'マークで 
園 まれて いる 文字列〉 
く ダブル 'クオ一 テーシ ヨン. マークで 

M まれて いない 义卞 w> 

機 能 I キーボード や ファイル か t', 人 乃した く I お？ ？ 人ん〉 を， く ftd 列 > 

の 要お に Wi に 代 人し ます。 



MAT LINE INPUT 文 



TB 



I 醫 式 1 MAT LINE INPUT く 行人/ J リスト〉 

MAT LINE INPUT く 入 ハ オプション〉 .... く 人ん 才ブシ 
ヨン > ： くむ 人ん リスト > 

MAT LINE INPUT # <^f(A> ： <U k )) リ ス ト > 
MAT LINE INPUT a <«?ftA>. < ファ ザル人 ハオ プショ 
ン> .... < ファイル 人） J オプションに くひ 人力 リスト > 
く 行 入力 リスト〉： ： < 次元 変 g 済の 文字列 K 列〉 .... 
く; お 济の 文卞列 ft! 列〉 
< ；夂' ぇ变— お 済の 文卞列 K 列 > ： ： く 文字列 配列〉 

〈文字列 配列〉 < 添字 変 1 [式〉 
< ファイル 人 わ オプション > ： ： く 人/ j オプション > 

IF MISSION THEN < ジャンプ > 
〈人ん ォブシ ヨン > PROMPT く义卞 々,1 式〉 
TIMEOUT <mi>.A> 
KI.APSED <ft(iff.'4 ; ft> 
< ジャンプ〉 ： ： EXIT DO 
EXIT FOR 
< 行 番号〉 

I 機能 I キー ホ' ート' や ファイルから 人. りした u を くけ 人り リスト > の 
义宇列 に 代入し ま す, 



MAT PLOT 文 



T 已 



| 書式 | MAT PLOT POINT ： <mat プロ ッ ト き' 1> 
MAT PLOT LINES ： <n»t プ。 ッ ト 配列〉 
MAT PLOT ARKA ： く mat プロ -, ト M々i|> 

L 機 能」 2 次^の ti* W 列に 侪 W されて いる を プ I 



MAT PRINT 文 



T 已 



式 



機 



MAT PRINT く mat 出 わ リスト > 

MAT PRINT く, 1 TAMitli 才ブシ ヨン > く ma t,i|^ 制お】 リ ス ト> 
MAT PRINT t < 整 数式 > ： <mat,'h わ リス 卜〉 
MAT PRINT な <«ff(A>. く ファイル,' I', ん オプション > .... 
く ファイル,' l'i カオ プ > ヨン〉： く mat,'l', り リスト > 
MAT PRINT = <t,?riA>. くファ ィ 'レ, 《TA お IjJP ォプシ ヨン〉 
.... くフ アイ' レ * 式お |御 オプション〉： く mat, 1 ? 式 制 リスト > 
(BMtffi 力 リスト > ： ： (配列〉 . . . < 区切 り ,; ヒ ；； > (配 判〉 

(配列〉 … < 区切り 紀号〉 <K9t> 《区切り K 号〉 
<mat ^式 制御 リ スト >: ： < 配列 > ... < 配 W〉 

く WJ〉 . . . ⑩ i|> ： 
< 区切 り E 号〉 ： ： , または： 
<,"T 式 it リ 剁 才プシ ヨン > ： ： USING <jt'r-*i|A> 

USING <行# 号〉 
< ファ ィ ルせ^ 制御 才ブシ ヨン〉：： く ,《f ス制御 ォブシ ヨン > 
く ファイル, 屮 Jj オプション > 
く ファイル, 屮, お オプション〉： ： IF THKRE THEN < ジャンプ > 
く ジャンプ > ： ： KXIT DO 
EXIT FOR 
<行眷 号》 

£ W の 要 X を 麵 面 や ファイルに 出力し ます。 



MAT READ 文 



丁 臼 



式 



MAT READ く^み 込み 配列 リ ス ト> 

MAT READ IF MISSION THEN < ジャンプ〉 ： <ぷ み 込み 
配列 リスト〉 

MAT READ = く^れ A> ： く^み; A み リ ス ト > 

MAT RKAIJ = < は ScjO, ひたみ 込み 寸プシ ヨン〉 .... <^ 

み 込み 才プシ ヨン〉： <^ み 込み fit! 列 リスト〉 

<i)t み A み fti 列 リスト > ： ： み 込み ft! 列〉 .... 〈^み 

込み fid 列 > 

<^ み 込み fill 列〉 ： ： <ftd*il> 

く 配列〉 < 添字 *更式> 



く^み 込み 寸プシ ヨン; >: ： く レコー ド^^ > 

li'' MISSING THEN < ジャンプ〉 
BYTES <Sft 式 > 
< レコー ド f お #,》 ： ： BIGIN 
\：\\) 
NEXT 
SAME 

<ジ 'ヤン プ〉： ： KX1T 1)0 
EXIT FOR 

く 行 番号〉 

m 能 I <ふた み 込み w 列リ ス ト〉 の それぞれの 配列 の «: ぶ-に w: を 人 
し ます. 



MAT REDIM 文 



丁已 



「害 式 | MAT REU1M <fli! タ il'H ひ ぐ;. ぉ卞 '5： (ii^> .... <Sd々i|'&ft> 

1 機能 I ぐ; お; お a> の„'ん どに ^ つて， m 列の； ええ を变 おします。 



MAT WRITE 文 



T 已 



式 



MAT WRITE # <^f<A> ： <mat, , r ？ し リスト > 

MAT WRITE s く CftjO, <,':: き, 十, L 才ブシ ヨン〉 …-. 

< ^ き, 屮, し オプション > ： (mat, 1 ? き II', し リ ス 卜 > 

<mat t き 出 し リスト〉： ： (配列〉 .... 〈配列〉 
<fll!*'l> ： ： ： く ftflSW 列〉 

< 文字列 配列〉 
< き 出し 才ブシ ヨン〉： ： く レコード 移お ひ 

IF THKRE THEN く ジャンプ > 
く レコー ド^;^〉 ： ： HE (； 1\ 
END 
NKXT 
S \MK 



< ジャンプ〉： ： EXIT DO 
EXIT FOR 
《行 * 号〉 




1 機能 1 <mat^ き 出し リスト〉 の fid 列の を， 
W に S き 出し ます。 


指^された ファ ィ ル 


MAX 関数 


TB 


I 書式 I MAX (く ft 械式 1>. く fttft 式 2>) 
1 機能 1 くれ W: 八 1 > の Wi. と <ftW:A 2 > ")W し) 
iS します, 


うち， 尺き いはう を 


MAXLEN 関数 


TB 


1 書 式 1 MAXLEN (く 文'?^ I$ft>) 

1 機能 1 < 义'; "： 列' 4ft> のお 人ね 尺の 文卞 ぉ> 


を 返します。 


MAXNUM 関数 


TB 


； 書式 | い M 

. 機 能 | コンビ ユー タ で,; I'W できる i に 人-の 8 [を 返 
ま せん „ 


し ま す.- リ 1 ft は あ り 


MAXSIZE 関数 


TB 


霍 式 | MAXSIZE (く 配列 引 SHM 

機 能 | S! 列 引 ft の K 列 V£3(: よ つて 許される t 要 «の 個 ft を 返 し ま 
す。 True BASK: では '2 へ: n を おし ます,， 


MENUS 


TB 


書 式 | MENUS 

機 能 | jlf 1 (なし： メニュ 一■'('— , スク 口一 

ft 示 を 消 L ます, 


ル - パ—， マウスの 


MERGE (disk モ- ド） 


鬧 


窗 式 j MERGE くフ アイ' レ 'ディスクリプタ > 
機 能 | メモリ 1.. の プログラムに， ディスクに の プログラム 'ファイル 
を ft* し ます。 


MID$ 


國 /QB 



式 I MID$ (< 文す 変 &>， < 式 1> [. < 式 2>〕>=< 文字列〉 



[m 能 I 义'; •: 々れり を;?,: さ 換え ま 
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MID$ 



NB8/QB 



リプタ > 



「書 式"! MIN く 1 >, <ft(iKA2 > 

H~ 能"! く ftfifi/: いの 紈と く ftWi^2 > の fit のうち. 'J 、さい はう を 
^します. 



画 式 | MID$ (く 文字列〉， ぱい [, 《式 2>〕) 



據 m ！ 文字列の 中 か"!:. きの お さの 义 卞刈 を^き 出し ま' 



MIN 関数 



T 已 



MKD$, MKI$, MKL$, MKS$^ 数 QB 



書 式 | MK! S < mtegerexpressioH) 




MKSS* single prectston- exprcssiitu ) 




MKLS( hug- integer- expression) 




MKIS ( double- precision- expression) 




m 能 i ftf せ を文卞 列に 变换 します。 




MKDIR ステー 卜 メン卜 


Q 已 


靈 式 | に 




機 能 1 新しい ディレクトリ を 作ります。 


MKI$/MKS$/MKD$ 


國 



害 式 1 MKIS KSftdfO) 

MKSS (< 単精度 実数 镇>) 
MKDS (<l^ff1^'^JS(ift:» 

# 能 | Rd/iT-'- タをそ の SdiftWlNSl; お^に ふ し た 文卞ケ I に变换 I 



MK5MBF$, MKDMBF$ 関数 


Q 已 


書 式 MKSMBF$( s/f/^/t pnrisif/ti txpussion) 




MKDMBr $ ( double- precision- vxpnssion) 




m 能 [ト: KKff ミ式の 数 Wi を, Microsoft^' f ナ ミ^の ftWi を ft む X 


宇 列に 変換し ます。 




MOD 関数 


TB 



式 | MOD uni\H.A 1 >. <mti.A2» 



「機 能つ く ft 龃式 1> の W を. <ftllftA 

と 同じ 符 ゆ の汆り を 返します— 



の 値で わり， <ft(lftA 」 > 



MODE 



丁已 



使用例] MODE 

~Vk 能 1 [引 &な し] Shell サブ ルー- 
ます。 



て) « れた鎖 面 を 回復し 



MODULE 構文 



丁已 



式 MODULE 搆文 ： ： MODULE 《翻 F> 



ダ> 



. く プロ シー ジャ 部〉 
END MODULE 
く モジュール ，ヘッダ〉： ： …く モジュール 
く モジュール 义> ： ： <publit 

< share 文 > 
く private 义> 
くその 他の 文〉 
く ァロシ 一シャ 部> ： ： . . . く プロシージャ > 



文 > 



m 能 | モジュ 一'レ を ょ^^ i す 


MON (disk モード） 


關 


書 式 | MON 




m 能 I モニタ モードに 人り ます。 




MOVE 


丁 巳 


使用 1 列 j MOVE 



る け を カー ゾ ルのぁ る ij'u 降 



MOVE Mysub.Myfune 
機 能 | [引数な L] マークが f れ 
に 移 ft します。 

[引 ft ： つ] U のまと まりを， 指^した けに 柊 W します = 



NAME (disk モード） 



N88 



式 name <nr 



プ JO AS <?>?' 



機メ — 



ルの^ ifi を $ おし ま すに 



NAME ステー 卜 メン卜 



QB 



™ お 



N A MLold/iloiame AS newfilename 

ディスク ■ ファイル や ディレクトリの^ fjij を ^ ； 



す」 



NCPOS 関数 



丁已 



：軎 式： 



機 能 



NCPOS (く 文 宇 列 式 1>, < 文字列 式 2>) 

NCPOS K 文字列 式 1>, く 文字列 式 2 >, < 整 »式>) 

< 文卞列 式 2> W にない 义' ト: が， <X-('^\A 1 > で^ ^ に^れ 

る fOCiE を iM し i す。 3SL1 の 引& として く！ が ある 堪 

に は， く文卞 1 > のうち， その [にあた る文卞 
から 検' おが はじまり. ムへ 進みます。 



NCPOSR 関数 



T 已 





式' 1 




機 


BE 



NCPOSK (< X-(-<i<\jK 1 >, < X'( ^]A 2>i 
NCPOSR (〈文 宇 W 式 1>, < 文 宇 W 式 2>, < 整 &式>) 
く 文 宇 W 式 2> 內 にない 文字が く 文字 W 式 1> で «k 後に 現れ 
る f,fS を 返し ます。 3$U の 引 &と して くお 8tA> が ある 場 
^に は， く 文卞 化1^1〉 のうち. その ftfift にあた る 文'; 
から 検^が 始 ま り， な: へ 進みます。 



NEW 


國 


害 式」 NEW 




機能 I メモリ 1. にある プ ログ 


ラム を f お h' し. すべての 変お を 化 






NEW 


TB 



使用 冽 NKW 

NEW Myfile 

なし] 

す。 

[引 & 一つ] 
新し い プロ i 



-デ ット. ウィンドウの プロ グラ ムを； ほぶ し ま 

： デツト ■ ゥ f ン ドウ のプ 口 グ ラム を iti j; し ， 
テム « を 指定し ます。 



NEW ON 


國' 






雲 式 | NEW ON <^> 

機能 1 シ ス テム を冉^ W し ます- 




NOLET 


丁已 


書 式 j NOLET 
匕機 能 I なし： プログラムの 中の LET をィ、 荧 1 




NLIL$ 配列 定数 


TB 



機 能 I 



NULS < 添字 麦 更式> 
NU し $ 

まぶが すべて ス ルスト リン ゲス か" なって いる 文卞 Wfld^ を 
^します。 NUL が 使える の は， MAT 代人 文 内た' けです。 
<i.rs'f*$tfiA> が ある と き は. その <i$i-f^UiA> で 桁', 1： し 

た 次元の k 列が 生成され ます, < 添字? e 更 式〉 がなければ, 

MAT 代人 文で f に 人され た Sd 列の; 尺 7t と 一致し ます。 



NUM 関数 


TB 


書 式 | NUM く 文卞列 式 > 




m 能 I <义卞 列^〉 で^される 文卞列 を IEEE の 8 


'M ト お 式 と し て 


扱い， ftfift に « 換し て^し ます。 





NUM$ 関数 



丁已 



\W Hf\ <ni\kA> v;||fi'V. IKKI-: 、ハ、 

列に 変換し て iii し ます.： 



i ト 醛式を 使って 8 桁の 文字 



OCTS 


N88/Q 已 


害 式 1 OCTS <nA> 




m 能 i io 進 » を 8 邀 »に 


換し， その 义'; 列 を w ます。 


OLD 


TB 


使用例 | OLD HANOI 




機 能 | '； Ift -っ j ディ 


ス クに 保存され ている フ アイ ルを呼 ひ' 出し 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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る tlfl ルーチンの 開 お iir を' し ま す。 



ON COM GOSUB 



N88 



i 機 能 



ON COM 〔（く M 線 $ 号》〕 GOSUB <行$ 号〉 

RS「232CM 線 か i, の 剖 り 込みが? £卞: したと き， 分岐す る 》4坝 

ルーチンの WI 始けを 指定し ます。 



QN ERROR GOTO 



N88/QB 



| 書 式 | 0. ヽ' ERROR GOTO <1f#v> 

IM 能 1 エラーが fci こった！： きに 分 *.i する 埤ル一 チンの UN 始 けを定 

おします.. 


ON event ステー 卜 メン卜 


QB 


「書 式"! ON event GOSUB i liiwiiumh,) linelabel) 

|«8 能 | イベント 'ラッピング ■ ルーチンの 最初の を 指定し 


ます。 


ONh'GOSUB/ONh'GOTO 


隱 


I 書式 I 1) ON < 式〉 GOSUB (行 〔， <()*'-；>•■■) 
2) ON く 式〉 GOTO (行 番号 > [, (行 番号〉…〕 

[m~W\ ttt'i されたい ずれ かの けに 分岐し ます。 


ON-GOSUB/ON'"GOTO ステートメント 


QB 


| 書 式 | ON exprcsaionGOSVB { line- n ton be r lost \ //w に/ "ん /〃、つ 
ON"/>rt';L くん 《GOTO { line- number- lost | line- tabid- 1 H\ 


I m 能 i 式の w にもして， 衍^した り^リ / け ラベル リスト 
r >m します。 


の つに 


ON GOSUB 文 


T 已 


1 書 式 | ON <«fftA> GOSUB <irSi; リスト〉 

ON <ftft^> GOSUB < む クリ ス ト> ELSE 

(行 » 号リ スト〉：： <行» 号〉 .... < 行 番号〉 


一文 > 


1 機 能 1 く^ ft 式 > の ^gfift に つて. <け* り-〉 に ジャンプす るか， 
く 申-一文 > を 実行 します。 付 Ct; す も RETURN 文が 実行され る 
と ON GOSUB 文の; 久' の 文に !Ai り ます。 


ON GOTO 文 


T 已 


| 書 式 | ON <tSft^> GOTO <1r* v リスト > 

ON く 整 ft 式〉 GOTO <'fj* リ-リ ス ト> ELSE 
< 行 番号 リ スト〉：： < 行 番号〉 .... < 行 # 号 > 


-文 > 


1 機 能 1 <整ぉ^> の 龈に ^ つて， <irS ひ > に ジャンプす るか， 
< 単 一文 > を' おけし ます。 


ON HELP GOSUB 


N88 


| 醫 式 | ON HELP GOSUB <frSv> 

| 機能 I |HE し P| キーに よる 别り 込み^ PP ノレ一 チンの 開 ttrVfj 


を 定義し 


ON KEY GOSUB 


N88 


1 書式 I ON KEY GOSUB く 行 番号 > 【, <行# 号〉…〕 
機 能 | ファンクション' キーに よ る别り 込み ルーチンの liHfeif を 定義 


ON PEN GOSUB 


N88 


書 式 | ON PEN GOSUB く ^SS-> 

m 能 | ライトペンが 押された ときの き 込み ルーチン 
を; i おし ます 


の 鬭始行 


ON PLAY GOSUB 


N88 


塞 式 | OX PLAY (< チャンネル *' ふ >. く^り' f ィ ト»> 
《行 番号〉 


GOSUB 


機 能 | PLAY '割り込み 《!!：11 ルーチンの Itfl お Hi- を', します 




ON STOP GOSUB 


N8B 


書式 J ON STOP GOSUB <ir*''J> 

機 能 | |STOP| キ一 による flj り 込み^ if ノレ一 チンの |IH(t^ r を' 4：^ し 


ON TIMES GOSUB 


N88 


書 式 | ON TIME$=" <時*1> "GOSUB <行# 号〉 

機 能 I 內) * クロック による 割り込みの^ 1.： 時 钊 と. そのと 


き 分岐す 



ON UEVENT GOSUB ステートメント QB 



L 書 式」 ON UEVENT GOSUB (linenumber\ linelabel) 
^ W\ ュ一 ザ 一 ^莪の f ベント をト ラウ ピン グす る サブ, 
i おし ます。 



OPEN 文 



丁 巳 



-ン |$檫> 

.... < 才- 
〈数 硫 式: 



OPEN # 《整 ft 式〉 ： NAME 〈文字列 式〉 
OHKN = <t*ft^> ： NAM ト： く 义？: 列 お 
OPEN = <^r<A> ： PRINTER 
t)FE\ = <?*ttA> ： SCREEN くスク リ- 
< オーブン リスト〉： ：< オーブン'。 p 
<ス ク リーン I ぉ標〉 ： ： く ftKA 1 ), 
式 3>， 《数值 式 4> 
< オープン' u j>: ： ACCESS INPUT 
ACCESS OUTPUT 
ACCESS OUTIN 

access <xr^\A> 

CRKATE NEW 
CREATE OU) 
CREATE NEWO し D 
CRKATK < k.-f-^\A> 
ORGANIZATION TEXT 
ORGANIZATION STREAM 
ORGANIZATION RANDOM 
ORGANIZATION RECORD 
ORGANIZATION BYTE 
ORGANIZATION <X"f^jK.> 
RECSIZE <tSftA> 

[m 能 J ファイル または アリン タ. ウィンドウ を オーブン しま 1 



く 



OPEN 



N88 



式 



OPEN < ファイル • ■ 

0〕 くフ アイ ルも y-> 
M] ファイル を m きます， 



ァ JO [FOR 〈モー ド>〕 AS 



OPEN ステー 卜 メン卜 



QB 



機 能 



SJ l OPKN pit- 「FOR mode\] [ACCESS access] [lock] 
AS [»j filenum [LEN= reclen] 
2 OPEN mod^l , [ff] filenum, file [ , reclen) 
7 ィ ルゃデ バイ ス への 人出 力 を" J 能に します 



OPEN COM ステー 卜 メン卜 Q 巳 



醫 式 | OPEN "COM n:optistl ゆ til ぼ' FOKmodt AS ：?] 

filenum [し EN 二 rech tr 
~WW\ 人出 h^'U な う た め ，き f,; チ ヤン ネル を オープンして ^其リ 化 し 
ま す 



OPTION ANGEL 文 



TB 



蓄 式 I OPTION ANGEL DEGREES 
OPTION ANGEL RADIANS 
機 能 I J-Pl^ft や グラフィック 変換で f も W する^ lii を， せ ft また; j 

ラジアンに yj り 換えます-. 



OPTION ARITHMETIC 文 TB 



ぶ」 OPTION ARITHMETIC NATIVE 

OPTION ARITHMETIC STANDARD 



I 機 能 l IWfr の True BASIC の'、'一 ジョンで は * 効です が， A\SI«i 

m i の り: 換性 を w つため にあります c 



OPTION BASE 文 



T 已 



L 書 式」 OPTION BASE <?T ふつ さのお ft> 

I 機能 I 卜 'Ph が されて いない w 列 や fid ケ i'<iift の ド限を 桁', ii' 



OPTION BASE 



隱 /QB 



[9 式 | OPTION BASE I 



機 ml id 列の 添字の 最小 «を 措定し ま 
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OPTION COLLATE 


1 B 


害 式 | OPTION COLLATK NATIVE 

OPTION COI 上 ATt: STANDARD 




RE | l ft d. ^ 1 rue nASK. u)^— ン ヨンて .J ™ //JX T v\ 
格との^ 換性 を^った めにあり ます 


A *N o 1 «t 


OPTION NOLET 文 


丁已 


書 式 | OPTION NOLET 

機 能 i 1 上 T な L て' I.E 丁 ；!: が, *r ； ' るよ う ： ： なります- 


OPTION TYPO 文 


TB 


書 OPTION TYPO 

m 能 ウーリ.， i ^れ. リ -,, しない： f' い i にさな： な 1 ' 




ORDffi 数 


丁已 


| 害 式： ORD «X-f^A» 

\m 能！ く 文字列 式 > で 表される 文字列の ascii コ一 ドを返 【 


- ます。 


OUT N8B/QB 


| 軎式 1 orr く ポー ト ふ〉， <^> 

1 機 能」 卜に 1 バイトの データ を 送出し ます。 


PACK 巳 サブルーチン 


丁已 



m 式 j CALL PACKB く 文卞列 jO, <*f?ftAl>. <»ftA2>. < 整 Kc 
_tU> 

機 能 I お ft を ある 文'?: ケ I 内の ビットに パック 山; 縮> する ルーチン 
です。 て'， バック された 文卞 W を， tSft に 
C (アン'、' ゾ ク） します。 



(1) PAINT N88 


害 式 | 


(Wx, Wy) 1 [, (傾城 色 >〕 〔. <境界 色〉〕 
STEP(x. y) 1 

. た ift 'せ 色で w ま れ た ?fit* を . mz さ u た 色 でぬ り ま 


機 能 1 衍 i さ i 


(2) PAINT 隱 


書 式 | PA1\'T| 


(Wx.Wy) j 〔，く タイ 'い ストリング〉；！ [. く 境! P 色 >〕 
STEP(x.y)| 

け- '埒 W 色て M まれ た を . Ilri された タイル' バタ 
1 め ま す。 


機 能 1 liti さ * 
—ンで *1 


PAINT ステー 卜 メン卜 QB 


書 式 | PAINT 
ground 


J STEP 1 (x,y)[. [f>aint! [, [ bordercolor] [,back 
： 色 や^ 樣で ダラ フ ィ ッ クスの SflWj を 申り つぶ し ま す 


機 能 I «irc し f 


PALETTE/PALETTE USING ステー 卜 メン卜 


| 害 式 | FALET 
PA し ET 


TE [attribuh , ('('/,',•. 
TE I SING arrayname _ iarraytnaex) } 
の 色を变 えます。 


1 機能 1 バ レツ 1 


PAUSE 文 TB 


1 書式 1 PAUSE <ffc(ift.^> 

| » 能 | く ttMtiO の ftft た' け プロ グラ ムの' J^r を は -il: します。 


PCOPY ステー 卜 メン卜 QB 


1 害 %\ PCOP、 
1 ft (能 1 ある ス， 


' sotircepage. dt'stinatianpagt 
リーン. へ一 ジの 内- お を 別のへ ージ にコ ビ一 します。 


PEEK 


NBB/QB 


1 塞 式 | PEEK | 
i 機能 I メモリ 


< アト' レ ス > 

の 指 地の 内お を^み 出 します， 


PEEK 関数 TB 


1 書 式 | PEEK 
1 機 能 1 メモリ 


-. の された バイ トの內 'お を M 会し ます... <^ft^> 



で^し ます, 



PEN 


國 


書 式 | pen' «mt» 

機能 1 ライ ト ペンから 愤報を i ひます。 


PEN ON/OFF/STOP 


NBB 


書式 | い PKN ON 

2) FEN OFF 

3) PEN STOP 

K | フ 1 卜へ ノ （-ょ 6 iJ 『） 。 " ひリ p t" "J ' ^ Jl . . 


(A. il X> ^ || M J 4 寸 

t II - 1. 巾' J)*I J し A 1 


PI 関数 


丁已 


'書 式 i pi 

«t 能 | I リ^キ: を 返します。 約 3.14159265... にな 
*) ま せん。 


り ます。 引 ft は あ 


P に TURE 溝 文 


TB 


| 書 式 | <picture 構文 > ： ； <picture 文 > 



END PICTURE 
(picture 文 > ： ： PICTURE <* 別 { > 

PICTURE く 蔬«リ ( > 〈サブルーチン • 
ラ メータ' リスト > 
〈サブルーチン 'パラメータ. リスト〉： ： く サブ ルー 
ン. パラメータ〉 .... く サブルーチン 'パラメータ > 

〈サブルーチン • パラメータ〉 ： ： <i(t tm-^ro 



PLAY 文 



T 已 



霧 式 | PLAY <X-'f^ltK> 

If ml < x-r^\A> で 曲 を 



PLAY 



N88 



式 I PLAY O < モード 番号 >,〕 〔く 文字列 1>〕 〔, < 文字 W2>〕 [, 
<文 宇 列 3>〕 [, く 文卞列 4>〕 [, (文 宇 «5>〕 [, く 文字列 6>〕 



m 能 1 ,V« ^^を u ない i す 


PLAYB8 数 


QB 


軎 式 | PLAY(h) 




fit 能' BGM キューに きまれる き符の ft を^し ます。 




PLAY ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式 | P し A\ cotHtnantistrnig 




m 能」 义卞ケ j で ttti し た ^桨 を^ # します。 




PLAY ALLOC 


N88 


[p 式」 PLAY ALLOC 〔く CHI バッファ 'サイズ > バ， 


<CH2 バッ フ ァ 



機 能 



•+ ィ ズ〉〕 [, くじ H:i バッファ-サイ ズ' >〕 [. く CH4 バッ ファ 'サイ 
ズ〉〕 (. く CH5 バッ ファ 'サイ ス">〕 〔. く CHti バ ッファ 'サイ ズ>〕 
サゥン ドパ ッファ の確ぱ および 化 をし ます. 



PLAY ON/OFF/STOP NB8 



： 塞 



式 1 1> PLAY ON 

2) PI.AV OFF 

3) PLAY STOP 

m 鋒 I PLAY 别 り 込みの 許。 f, mil., f?- 止 を 制御 し ま 



[PLAY ON, OFF, STOP ステートメント QB 



m 式」 PLAY ON 
PLAY OFF 
PLAY STOP 

機 能」 PLAY OX ステート メ： 
ッ ピン グを" I 能に しま" t 
PLAY OFF ステ— ト メ 
ッ ピン グを屮 ih し ます。 
PLAY STOP ステート 
ラ -', ビング を屮 断し ま 1 



ト は. BGM バウ ファの イベント' ラ 
'ト は， BGM パ' ッファ の イベント + ラ 
：ント は， BGM パ ウファの イベント' 



PLOT 文 



T 已 



式 J PLOT 



機 能] fi;i の PLOT 文 や PLOT LINES 文が セミコロンで 終わ- 
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QB = Quick BASIC TB = True BASIC 



た 場合に， 
に ない よ' 



次の PLOT 义 や PLOT LINES 3t の始点 



'なが 



PLOT AREA 文 



TB 



I 舊 式"! PLOT AREA ： <l おは リス 卜 > 

く 直標リ スト〉：： mm> ： <* 標〉 

一 <H<«> ： ： く ftWU 1 >. <ftW. 八 2 > 

1 ft te 1 <H t !tS リスト > で', i:^ し た 跺を描 き , そ の跺で ま れた^ W 

をせ りつ ふ' し ます,. 



PLOT LINES 文 



T 已 



ま 



IT"!] 



PLOT LINES ： <；+：«5 リスト > 

PLOT <屮: 標リ ス ト > 

PLOT し INES ： <1 ぉ標リ ス 卜〉 

PLOT O お ほ リ ス ト> 

< ゆ: ほ リスト > ： ： く ゆ: 標> ： < <*> 
O せ 標> ： ： <ftWi 式 1 >, <f<f,ft.^ 2 

く ゅはリ ス ト> で された 点 を 結 ぶ 故 



PLOT POINTS 文 


丁已 


1 醫 式 I PLOT POINTS ： <輔 リスト > 




plot <nm リスト > 




<*t!? リスト > ： ： く ゆ: 標> ： 




く «標> ： ： <rdift.A 1 >, <¥m.A2> 




1 機 能 1 リスト〉 の 点 を 描 きます。 




PLOT TEXT 文 


TB 


I 書式 I PLOT TEXT. AT <*^> ： < i-f-W A'> 




< ゆ: は > ： ： <tmA 1 >. <ni\H.A >> 




1 » 能 1 ATI リで枏 よした.'.',': に， く 义'; 列 式 > を 描きます。 




PMAPR 数 


OB 


| 書 S, | PMAP (expression . finicluin) 




IP 酡 1 ^'よした ^JliKtf; を 物 ffl ゆ: 標に. また 桁' 4i した 物 fit 1 ゆ ff: や, も 
fl! ^はに 变換し ま す u 


POINT 翻 数 


Q 曰 


| 書式 | 1 POINT は. v) 




2 POINT 




1 機能 1 ^rfri l.^ffi'-i: した ピ ク セル の ff' み 11/ つ t- 
ルの ゆ: ほ を^し ます。 




POINT 


刚 


| 書 式 | POINT 1 (Wx, Wv) 1 




STEP(x, y) | 




1 機 能 1 lp < お 終 な ) を变 m します。 




(1) POINT 


N68 


1 書式 I POINT (く棣 能〉） 




I 櫬 能 | LP の Wi を^ます 




(2) POINT 


N88 | 


書 式 | POINT (Sx. Sy) 




» 能， ス ク リ―ン ゆ: 標の^ ''ii された ゆ ：襟 に^, j; されて い 
色 を 得ます, 


£ ドット の 



POKE 



N88/QB 



し 醫 式 | POKE くァ ドレ ス〉. <パ> 

I 機 メモリ ト. の ir'ii »地 へデ一 タを, 《r き 込みます。 



POKE サブルーチン 



T 已 



f» 式 I CAI.l. POKK (< 祭 ft ス 1〉， くお ft 式 2>> 

「 » fe] ノ モリ i-.wnr'i: された バイ トの I 人 ドみ を します 



POS 



N8B/OB 



[書 式. | POS i<fiA» 

i ftt BE I チキ スト I, ば iifli にの fWft の カー ゾ, レ の Wrf''(;K ir '^ili し 



POS 関数 



TB 



「書 式， POS «Z-f-^A 1 >, <Z i-^hK 



POS 1 >. <Xf-^A2>, <«f<A>) 

ほ I く义卞 タリ 八 2 > が. < 文卞列 式1> 内で Wto に W れる を お 
します' 3 の 引 ft と し て く ^ftjO が あ る 場 ^ に は. 

< >c"cnA 1 > のうち， そ の tuft に あ た る K-r-\mt- " m<- 
が はじ i り. 八へ 進みます。 



POSR 関数 



TB 



式 



！ 慷 能 



POSR ((文字列 式 1>， 《文字列 式 2>) 

POSR UX-f-^A 1 >. <Jt'r*'l^2>, <tffft^>) 

< 文字 M 式 2> が， < 文 宇 W 式 1> 内で 最後に 現れる 位置 を 返 

します. 3 *!l Wjlft i し て く整& 八> が ある 埸 合に は， 

<^'C'ilA 1 > のうち. その fdift::: あたる 文' M''':;?>: かに 検あ 

が はし' ま り， ノ へ 進みます。 



PRESET 


N88 


i 書式 1 PRESET | (Wx.Wv) | にく パレット S '';•>"! 

STEP ほ ， y) 1 




tt 能 l 麵 I-- の fC.S の 1* 樣の ド ク ト を 消 &| ます, 




PRESET ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式 1 PRESET I STEP] (xcoordinate. vcoonlhiatc) | 
機 能] i/n" 1: に 指 定 し た 点 を 描きます。 


color \ 


PRINT 文 


TB j 



PRINT く 出力 リスト > 
PRINT く, 圪パぉ消 けプシ ヨン > ： 
PRINTS <整» 式〉 
PRINTS く ftftjO ： 
PRINT? <«F«^> ： <MWj リ ス ト 
PRINTt <6ftjO. <フ アイ ノレ 
< ファイル 剁才 7 シ ヨン > 
く 出 カリ ス ト〉 ： ： く 出力 * 目〉 



< 書式 *1 御リ ス ト〉 



(F 式お W 才プシ ヨン > .... 
< 書式 制御 リ ス ト> 
… (区切りお 号" 助 if 目〉 
に.. < 区切 り お 号〉 <出 力 



く せ A 制 W リ 

く り^!'' ;■> 

く 出. 



項 l'j> <KWJ り ,,dv> 
'ト > ： ： <ぉ お 請 ||> . . 
く, 1 ぱ制離 fill > .. 
： , または： 
く Sdift め 
< 文字列 jO 
< タブ ど〉 



<,M3i»fil!> 



： タブ^: i> 



： く mkA> 
(文字 «式> 

： TAB (〈整 ft 式〉) 
TAB UVfttjK 1 ： 
AAMW ォ ァ シ ョ 



： <,リ- ん W 御才 フシ ヨン〉 
<フ アイ ル, 屮, お 才ァシ ョ 
く, ゃ八ぉほ リ オプション〉： ： USING <X"f-^lA> 

USING < 行 番号〉 
く ファイル,' I', わ オフ ふ ヨン〉： :IF THERE THEN く ジャンプ〉 
く ジャンプ > ： ： EXIT DO 
EXIT FOR 
(行 番号〉 
i 



PRINT 




N88 


'書式 1 | PRINT | [<^» <^>-.j ( 


. ) 




« 能 | I'''! ifti にテ' ータを 乃し ます。 






PRINT ステー 卜 メン卜 




QB 


書 式 | PRINT \ cxpnssionlisO \{ . | ：リ 
據 能 1 桁 ^ し た データ を 1 山) [fti に^, j;- し ます。 


PRINTS 




N88 


書 式 1 prints く ファイル ft'.: ケ fc,4r>i r 


くん… 




能， ファ f ル にデ一 タ k ,'! 5 \\\ します。 
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PRINT USING 



N88 



醫 式 I PRINT LSING <,«TjUi1 御文 卞々 わ ： 



[» 能」 文卞 . ft lift: な ど の テ" ータを *W tfc し， ゆ —I tfii I ： 出 h します- 



PRINT USING ステー 卜 メン卜 QB 



醫 式] PRINT I'SiyG/onmitstring; expressiottiist [\ . \ ； }] 
機 能」 衍ぶ した？！^ を 使って 文卞列 や ftfift を 1 山' llfii にお' J' 、し ま- 



PRINT » USING 



N8B 



ズ 



« 【 



PRINT = 

< 式〉 〔 



< ファ f 'レ $ゅ>, USING く S 式 制御 文字列 > 
<A>-0 〔|.|〕 



' f- &| . ft lift な ど の データ を 編! fc ■ 



ィルに 出力し ます' 



PRINT «, PRINT 8 USING ステー 卜 メン卜 0B 



馨 式 | PRINT ：ゾ〃 t >〃〃w ん リ'， .USING stmi^ixpnssiott: l.v/vis 

stonlist 丄 I ，■} — 

m m\ チーク を シーケンシャル' ファイルに, 1 ? き 込みます。 



PRIVATE 文 



T 已 



式 PRIVATI-: 



I W 匾 



7" 口 シ一ジ ャ', ,> . . . . くァロ シージ ャ^；> 
<フ ロシ一 ジャ ぉ> ： ： <^^1| (> 

ロシ一 ジャ g> で 指定した 外部 プロ シ一 ジャ （サブ' レ一 
. mn, ビ クチャ > を モジュールの', VHI に ffii します， 



PROGRAM 文 



T 已 



m 能 



PROGRAM く 翻 )') 

PROGRAM <^»i| )'■> (く rafti お バラ メータ' リスト 
<raft'4i4S" ラ メータ' リスト〉： ： く ratt'iiA' 
タ> ―.. <raft',ii^'' ラ メータ > 
<Ryfti 莪 バラ メータ > ： ： ぐ 1 れ -tk 愤变牧 > 
<舉 一文字 W 変數〉 
<fld 列 ハ-ラ メータ > 
违 お: する ；： きな どに 引き; « される 引 ft をす lt',ii し ます- 



PSET 


N88 


書 式 | PSET (Wx. Wy) 1 [. く バレ ッ ト 
STEP(x. y) 1 


m 能 肉ば ii ！ ^ ir.i.^'tr.- i- ■■' -：■ l .. . i -■ 




PSET ステー 卜 メン卜 


OB 


書 式 | PSET [STEP] (xcoordintik . yc onrdinatc) 
機 能 I ゆ ifli 1: に 点 を 描きます. 


[ . color] 


PUBLIC 文 


TB 


書 式 | PUBLIC く 公用 項目〉.... 《公用 項目〉 
く 公 4刚> ： ： く 単一 ft 直 SCS> 
く 単 -文宇 M 変数〉 
く 配列 > ぐ S 宇 « 囲〉 




機 m 1 や が， モジュール （ま たは フ ロケ' 
外3; か に アクセス できる よう に 佰定 します 


ラ ム.ュ 二 ッ ト） の 


PUT (DISK モード） 


刚 


書 式 | PUT W く ファイル Sv> 〔， <ftJC>] 

m m] ファイル 'バッファ' i' の テ'一 タをフ アイ' に： 


1 き 出 します。 


PUT ステー 卜メン 卜-ファイル I/O 


QB 


書 式 1 PUT ~liU )uimbt r ,. \ n cordniimbir 

m 能 1 '化 it や ランダム 'アクセス' ファイルの バッ 
ィル に卉き 込みます。 


I'anable: 二 
ファの 内お をファ 


PUT ステー 卜 メン卜 一 グラフィックス 


OB 



PUT STEP ] ( x t y) > ar?v\tni»ic Undms) , 
verb] 

I 機 能 I GET ステートメント では ひ I 

fr 阈面 にに 表示 します， 



PUT 



曜 



お お 



1) PUT 〔@〕 (Sx， Sy). <S 列 名〉 〔（< 添字 >>〕 し <条 
ft>) 〔， く フォアグラウンド 'カラ一〉， く パック グラウ 
ンド • カラー >〕 

2) PUT ( 〕 (Sx， Sy), KANJIK ほ'?: コード >> 〔， 《条件 >〕 
〔， くフ寸 アグラ ゥンド * カラ一〉， く バックグラウンド' 
力 ラー >〕 

7 フィック ■ ハタ一 ン やお 卞をゆ llflj にお^し ます- 



AAD 関数 


TB 


書 式 I RAD «ttfiS^» 

機 能 I ^ft でリ- えられた <«diftjO 


を. ラグ アン に 变 換し ます 


RANDOMIZE 


N8B 


書 式— | RANDOMIZE 〔く ス>〕 

m 能 1 ^ しい 乩 » 系列 を 《'ぶ します „ 


RANDOMIZE ステ- 


一 卜 メン卜 QB 


醫 式 1 RANDOMIZE [expression] 
m 能 I 乩 IT (ジ ふネ レー タ をお JW 化 

す >' 


し ま す （乩 « 糸 列を冉 設定し ま 


RANDOMIZE 文 


TB 



I 害 式 I RA\1)()M 【/上 

m' し^ 、j" し .-h (SKKnir i 'ん' ： ！ 



READ 



N88/QB 



[書 式 | READ ぐ 4 ft > 〔. く' 4!ft> —〕 

I 機能 I DATA で 111. なした ftfih: ゃ义卞 の データ を^み 込み. '<Cft に K 



READ 文 



丁已 



磙 能 



READ <$ft> .... ぐ S!f ひ 

READ IF MISSING THEN く ジャンプ > ： <$ft>.... ぐ 
READ ： く^ ftjO ： ぐ &ft> . -.. <HctO 
READ ： く 整な式> ： <«ft> . . . . < tfO .SKIP REST 
READ = <V^.n^> . く^み 込み オプション〉 一.. み 込 

み才 7 シ ヨン > ： ぐ も 'SO .... <4f<> 

READ ： <«?[^^> . く^み 込み ォ ァ シ ヨン > .... く^み 込 
み オフつ ヨン〉： ぐ も' ft> . . . . <*ft> .SKIP RKST 
< ^み 込み 才ブシ ヨン〉： ： く レコード^お J> 

IF MISSING THEN く ジャンプ > 
BYTES <ffftA〉 
< レコー ドは^ > ： ： B1GIN 
E\D 
NEXT 
SAME 

<シ 'ヤン プ〉 ： ： EXIT DO 

EXIT FOR 

< 行 番号〉 
く ひ ： ： <JSW!«ft> 
< 文字列 变れ〉 

(文 宇 M 麦 ft> <» 分 文字 « 式〉 
デ一 > リスト ゃファ ィ' レ デー タ を <ffiJS〉 に f た 人し ます。 



REDIM ステー 卜 メン卜 



QB 



|_« 式 | REDIM ： SHARED! variable (subscripts) [ASiypc] 

variable isnbscnpls) _ AS type]] 
[WW] DYNAMlCftd^::', や' I り ^てた^^を&；ぉし 



RENAME 



丁 巳 



機 能 



式 KKNAMK WmvUU- 

HKNAME Myfile.Vourfilf 

― [引 a —つ] 
';if< --っ 
ui します. 



ン ト .フ' 口 グラム 匕 を' &ぉ し ま す 一 
スクに は存 されて いる ファイルのお を せ 



RENUM 



N88 



I 書式 I RENUM 〔く 新 行 番号 >〕 C. く 旧 行 番号 >〕 [， < 増分〉〕 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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« 能 



'ログ ラムの ひ S ひ を 新し く つけ iA: し ます c 



鼠 邏 

REM 


N88/TB/QB 


| 書 式 | |REM | (<iK^X>] 




1 機能 1 プログラムに； 1:. お 文 を 人れ ます。 




REMAINDER 関数 


TB 


循 式 | REMAINDER Kftfift.A 1 >, <ftdftAl' » 

機 能 1 く ftfift.^l> レ） Wit. <ft(ift^ 2 > の Wi で わり. <ftfift.A 1 > 

と M じ 符 'ひ の-おり を^し ます。 


REPEATS 関数 


丁已 


書 式 | KKPEATS K 文卞々 !1八>. く^ ft 式〉） 

機 能 I <义卞 列 式 > で 表される 文^列 を， <Cft 式 > の铋 の ft だけ 複 

写して igL ま す' 


REPLACE 


T 已 



使用例 REPLACE 

REP し ACE CARDS 
I 機 能 I '引お なし] カレント 'プログラム を ディ： 
存 します, 

— つ] カレント 'プログラム を， デ. 
お ri;i のファ ィ 'レに にやし て はなし ま す.， 



クに して 保 
ス ク の nr,ii し た 



RESET 文 



丁已 



1 害 式 I RESET s <fS53P"〉 ： BEGIN 
RESET S <f*P(A> ： END 
RESET e <t*ft^> : N に XT 
RESET な <t?f<yt;> ： SAME 
RESET # くお ftA〉 ： RECORD <^fftA 2 > 
ホ インタ を， 衍 ^ し た に 



m 能 



RESET ステー 卜 メン卜 


QB 


| ■ 式 | RESET 

1 m 能 I すべての ディスク 'フ アイ' レ を ？ ローズ' します „ 


RESTORE 文 


TB 


| 書式 | RESTORE 

RESTORE (行 #号> 




機 能」 テ' 一 タ • ポ イン 5? を， データ リスト の t ぬに W し 




RESTORE 


NB8 


醫 式 | RESTORE «}j'Sv» 




機 能 | READ で^む DATAu の; t»Wr を 指 i します. 




RESTORE ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式 | RESTORE [ ( linemimber \ n>"'!uM\ ； 
機 能 | DATA ステートメント のデ一 タを， 衍', ど し た^ 6' 
ま す。 


ら jft み 込み 


RESUME 


N88 



「書 式 | 1) RESUME 〔<)〕 

2) RESUME NEXT 
.0 RKSUME <行$ 'ふ > 

LJL 能 1 エラ—^ ^ルーチン を終广 し. ク じ の プログラムの' お u を 



RESUME ステー 卜 メン卜 



QB 



式 | 1 RESUME 

1 RESUME NEXT 

3 I linfnumbfr | linelabel ！ 



m 能： 



を 呼び出 し た 後で， 



実行 を tttg し 



RETRY 文 



B 



1 式 K に II ひ- 

~m 能， エラ一 が 化 '1： し た と さ に '丸 む 

WHKN 構义か HANDLUKWi 义 W ' 



C いた 行に 移動 L ま す 
ドラ SC で だけ 使え ま す。 



RETURN 



隱 /QB 



醫 式」 RETURN [くひ 番号 >〕 

機 能 I サブルーチン を終丫 し， えの プログラムの^ ひを冉 W1I 



RIGHT$ 関数 



N88/QB 



L 醫 式」 1 RIGHTS (《文字列》, 《式》) 

[S W] sc'f 列のお ffl (から 任意の 長さの 文 t: 列 を 抉き 出し 



翻 数 



剛 



[書 式 1 RND 〔く ftjO〕 
L 機 能」 乱 ft を i!f ます t 



RND 関数 



T 已 



式： 



櫬 能 



RND 

SLft を^し ま す 

た tS K が 出 る 



'jlft は あ りません 
うにし た ければ, 



^行の たび ごとに 違つ 
RNDWtt の 前に RAN 



DOMIZK 义を ft います- 


RND 関数 


QB 


書 式 j RND [(«)] 




機 能 | から 1 の 範(》)レっ. 中. お^の SLft を^し ます： 




RMDIR ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式 | RMD1R/) "/み""〃"' 




機 能 ！ ffi-'i; し たテ' ィ レクト リ を 削除 します. 




ROLL 


國 


害 式 | ROLL 〔< ヒ F 方向 ド ッ ト ft>〕 〔， (左右 向 ト' y 


ト ft>〕 [, |N|〕 



據 能 



'纖面 を ヒ ドぁ る いは 左右 I 



V 

'させます。 



ROUND 関数 



丁已 



ROUND (く ftfiftjO, <©ftA» 
ROUND (<IS:fift^» 

I 機 能 1 ROUND (x.n)li, x を' J 、数 点以— ド n 桁までで |nj 捨^ 人した^ 
を 返します。 ROUND <x) は， ROUND<x,0> と 向し' です。 n が 
ft の 場 は 10 の | n | 乗の 桁 ま "T で 人した «t を 返し ま 



RSET ステー 卜 メン卜 



QB 



[書 式 I RSET stt i>it;i fi>-iablt'= stringixp >vssi< > n 

|' 機能' PIT ステートメントで ファイルに * き 込む データ を， メモ 
リから ランダム • アクセス • ファ ィ ルの バッファに 坊 します, 
この ステートメント は， 文ネ列 をれ。, 5 めに して 义' 列 に 
fftM し ま す. 



RTRIM$ 関数 



TB/QB 





式 1 




能 



〈文' ド 列 式〉 で * された 文' i: 列の 後^に や i" | が ある 場合に， 
その' 辛: に1 を 取り除いて 返し ます。 



RUN 


TB 


I 書 式 1 RUN 




I 機 能 | .— 引& なし？ カレント- 


プロ グラム を 'お けし ます „ 


RUN 


N88 


書式 | 1) RUN [< 行豢号 >〕 



2) RUN く ファイル. ディスクリプタ >〔， R] 

機 能 I メモリに ある プログラムの'); む を W お i します。 また， テ" イス 
ク から プ a グラム を メモリに ロードし， その ァロ グラム を' お 



RUN ステー 卜 メン卜 



OB 



「1 式] RU\ . i //w""〃w ん', - 1 /,■>;<'/« ん'/ に 

[Wml メモリ i'. にある プログラム をリ 

た 7 ログ ラム を-太: 忖 します。 



タートしたり， ^'お 



RUNTIME 関数 



TB 



式 Ki;\TlME 
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機 能] プログラムの * む を閣始 L たと さから プロセッサ を 使 fH した 
杵'ね を^し ます： '； I おはありません。 RUNTIMEMft は， タ 



ィム シェアリング • シス テ ム でた 'けお 効です。 
一 1 を 返します。 


バ ゾコン では 


SADD 関数 


QB 


醫 式 | SADD(sfW»wrtf,-,'"Wd 

m m ： ~ に し ス をな l ま す 


SAVE 


N88 


罄 式 SAVE くフプ イル. ディスクリプタ > し | A | 

IpI 




機 能 i メモリ：： ある BASIC ァロ グラム を ファイルに ■! 


:— ブ します。 


SAVE 


丁 巳 



使 棚 SAVE 

SAVE CARDS 
「機 能 ： 引 ft な し： カレ 

： 引 ft —つ： 力 t 
スクに 存し ま' 



プロ グラム を ディ ス クに 保む'. します t 

. 7D グラム を， 指定した 名 [jlj で ディ 



SCREEN 関数 



QB 



書— 式. >CK1-".KN ^ >-；(■ 'In in a .<','/'"■'/" 入' t 
I 機能 1 指定した!！ Sllffi ト. の^; 35 にある 义 卞 の， ASCII: 

みおり ます。 



ドゃ色 を « 



SCREEN 



國 



「醫 式 | SCREEN 〔<| 由 lifii モード〉〕 〔. <|il|-||fii スィッチ >〕 [, - 
イブ. ページ〕 （；， ディスプレイ. ぺー シ'〕 

| 機能 | グラフ ィ ッ ク i 由 lifti に^して 々の モード を^' ぶ し ます, 



SCREEN ステー 卜 メン卜 



QB 



SCREEN [mode] [ , [paletteswitch]] [. [apage]} [, 
[vpage]] 



機 能 1 ディスプレイ の 設', ii を i 


テな います。 




SCRIPT 




TB 


書 式 | SCRIPT PROCI 

m 能 l つ] スクリ アト- フ 


ァ ィ 'レ を' A: けし 




SEARCH 




國 


害 式 | SEARCH (<*1列«» 名〉， 


〈整数 表記》 [, 


(圃始 添 宇》】 C. 



< ステップ 値〉〕 

[# 能 1 fti^i 变 わの 屮か wit' ぶされ た 龃を拽 し 出し， その 要ぶ-の 
を 得ます。 



SEC 関数 


TB 


書式 | SEC <f«ift^> 

機 l|U く ftWuO が, 卜 す 角度の セ カン t 


(正割 > の 腋 を 返し ま す。 


SEEK 関数 


QB 


害 式 | SEEK (.Wewf/m ん', -1 

m 能 i ファイル w のお &入; ヒ おをひな 


つてい る 位：！ を 返します。 


SEEK ステー 卜 メン卜 


QB 


害 式 | SEEK(-) /ilmitmbt r, pi>si!ii»i 
機 能 1 ファイル 内の 次に 人出 力 を ir な 


う 位面 を a 定し ます。 


SELECT CASE ステー 卜 メン卜 QB 


霧 式 | 



機 能 



SELECT CASE fes/expnssioti 
CASE expression list J 

[ state me ntmock- /」 
CASE exp ressio h lis V2 

statenn ntoiockr l\ 
[CASE E し SE 

[ staUmentb/ock- n] ] 
END SELECT 

^の fift に応じて ，ステート メ ン ト*ブ 口 ッ クの 中の 一^ ^を^ 行 



SELECT CASE 構文 



TB 



I 害 式] SELECT CASE 構文 



1 機能 1 miKA> の fifi に 



SELECT CASE <iSKA> 
CASE <rase3p:f1-A> 

CASE く case 条件 式〉 



CASE E し SE 

END SELECT 
< 選択 式 > ： ： <ぉ 硫ス〉 
< 文字列 式〉 

(case 条件 式〉： ： <««e 条件〉 .... く case* 件〉 
く case* 件〉 ： ： 〈定数〉 

<zn> to c^> 
is 〈比 f> < 定数〉 
<定&>： ： <ftfriro 

< ダブル . クオ一 テ一シ ヨン 'マ一 クで^ ま 

れた 文字列〉 

', 制御 を » 方向に 分岐させます c 



SE 「 （DISK モ— ド） 



N88 



醫 式 ~| 1) SET く ドライブ I "P' 

I "R' 

2) SET く ファイル ■ ディスク リ' 

3) SET s <フ アイ 〜番号 >， |"p" 

卜' R" 

IJI 能」 ファイル!^ 性の セット 



.'ir' 



セッ ト * 行ない ま 



SET BACKGROUND COLOR 文 TB 



一 ■ 



機 能 



SCJ SET BACKGROUND COLOR < ，さ K ん 
SET BACK <整3?(^> 
SET BACKGROUND COLOR く义卞 列 式 > 
SET BACK < 文字列 式〉 
しズク グラウンド. カラー を く^ ft^> または く义卞 列 式 > 
'指定した 色に 設定し ます。 



SET COLOR 文 


TB 


書式 | SET COLOR く 整 ftjO 
SET COLOR く 文 マ: *ぱ> 




機能 I フォアグラウンド ■ カラー をく tSft^> 
で 析^した 色に^ '4iL ます。 


または <文卞 列 式 > 


SET COLOR MIX 文 


TB 


害 式 | SET COLOR MIX く tSftiO <StfiftA 
<»diftA 3 > 


1 >, <mH.A 2 >. 


機 能 1 く 整 &パ> で fiii した 番^の 色の *, i*. 

ます。 


青の 成分 を^', ど し 


SET CURSOR 文 


TB 


書 式 | SET CURSOR く 文卞列 式 > 

SET CURSOR 〈整 ft 式 1 > <整ぉ 式 2 > 




機 龍 1 く文卞 W 式〉 で 力一 ゾ 'レ^) 状 SI を' '八' つ よ う に^ i し ま す。 
く义' i": 列 ス> の が OFF カー ゾ， レを; ft'L ますし 
その他 カー ゾル をお' し ます. 
ま たは， <*5ft 式 1 > <tSJW: 2 > で tinii し た ir I tfr の 位 S に 
カー ゾルを 設定し ます： 


SET DIRECTORY 文 


丁已 



式 | SET DIRECTORY く 文' f 列 式 > 
能 | カレント • テ 'ィ レクト リを < 文') ■: 列 A> で fti し たデ 
ト リ に 変 tfi し ます。 



SET LANGUAGE 文 



丁已 



式 



SET LANGUAGE (文字 M 式〉 
SET LANG く 文 宇 M 式〉 

W\ プログラムの 中で ,'twj する メッセージの モード を， <Xf^\ 
式〉 で 指つ お した モードに 変 おします。 



QB=Quick BASIC TB = True BASK 
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SET MARGIN 文 TB 

I 廳式 I SET MARGIN <t*ftA> 

SIT : K^.fljK ] > ： MARGIN く おれ sK 2 > 
「機 能 I ウィンドウ や チヤ ネ' レのマ 一ジン を. <t?ft ス〉 で 衍', ii した 

Wi. に 4 おし ま す。 

SET MODE 文 ~TB" 

|_書 式」 SKT MODE < jt'r*iJA> 

I » 能 I の スクリーン 'モード を， く 文 卞^ jO で した モー 

ドに' おおし ま すし 

I SET NAME 文 TB 

L 書 式 I SKT NAME く 文'; 列 八 > 

I 機 能 I カレン ト ■ フ' ロク 'ラムのお を， < X Y HsK> で ffiT4i し た X 
前 に ま す 



SETMEM 関数 QB 


1 書 式 1 


Sr. ]'MK.\ ( 〃"'",'〃（' t.ipn ssmn) 


ULJU 


far ヒー フ て ^う"！ モ ') U 1,1 を' fi; 0： します. far t — ァと は， 




far 才 ブジエ ク ト ヒ 内^ テーブル V す る W^yi こ と です— 


SET POINTER 文 T 曰 


1 耋 式 1 


SET s <^.nA> ： POINTER く レコ一 ドは *,j> 




S1':T ： くわ ： く I/O リ 力" ■')) 




SET - <^t'iA> ： POINTER < レコ一 ドは # り〉， く I/O リ カバ 

V> 




< レコ一 ド 移^〉 ： ： BKGIN 




K\'D 




\1：\1 




SAME 




く I.'O リ 力 バリ 一〉 ： ： I ド MISSINC; TIIKN くジ ヤン フ> 




IF THERE THEN <ジャ ンフ > 




く ジャンプ〉 ： ： EXIT DO 




KX1T l-'OR 




<行# 号》 


1 機 能 1 


ファ ィ' レの ホイ ン タを くレ コード fj^tp で fiT'ii した 卩-み に は 




HDL ます。 




BEGIN フ アイ， レ w おれ 




END ファ ィ 'レの 終わ 




NKXT ；、' レコード 




SAME された ばか りの レ コー ド 


SET RECORD 文 TB 


■ S 式. 


SET # <Sft 式 1 > ： RECORD く 整 ft 式 2 > 


1 ft m] 


ファイル' ホ インタ を， ^ょ した レコ一 ド ま たは バ i 卜に^ 




^しま 1 。 


SET RECSIZE 文 T 已 


書 式 i 


SET ： <t?r<A 1 > ： RECSIZE <Cf" 2 > 


機 能 1 


ファイルの レコード ii を バイ ト 屮. 位で ふい, ヒ します， 


SET TEXT JUSTIFY 文 TB 


書 式 | 


SET TEXT JUSTIFY 〈文字列 式 1 >, 〈文 宇 列 式 2 > 


m 能 


PLOT T E X T 文 で お 小す る 义 • r ft| の 水' |i と i 直 の 位 1 を 




< 文 宇 W 式 1 > < X 宇 W 式 2 > で » 定 します. 




<文 宇 W 式 1 > では， 水平の 位 SB を 指定 します。 




LEFT や :« 




kh;ht ム) 




CENTKK '\' 'k 




< Jt 宇 列 式 2 > では, S 直の 位 裏 *■ 指定 し ま す' 




TOP l.fiii 




BOTTOM 卜 な. 




base \m 




HALF 


SET WINDOW 文 TB 




SET WINDOW <8ctftj^ 1 >, <ftW(A'2>, <ftfift 式 3>， 






機 能 i 


グラフ 1 ツクの ウィン ト" ゥ ゆ: を します。 



SET ZONEWIDTH^C T 已 

書 ^1 SKT ZONKUIDTH <t,'^(A> 

SET ： <^f(A 1 > ： ZONEWIDTH <«fftA 2 > 



機 能 I ウィンドウ や ファイルの wi«»,v, を します。 



SGN 関数 


N88/TB/QB 


書 式 | S('A <rmA> 




機 能 1 く ftftftjO の fift の 


「符号」 を 返 L ます。 


SHARE 文 


TB 



「書 式 1 SHARK <«;l|Rftl)> -.. - OUHA'tll) 
藝用 項目〉 ： ： < 単 一数值 変 ft> 



< 単 -文宇 W«ft> 
(配列〉 < 添字 範囲〉 

[m 能 | モジュールの プロ シーシ "ャ 問 で ftni でさる ftii^i], チヤ 

ネル を «T,iiL ます。 

SHARED ステー 卜 メン卜 Q 已 

：霱 式: SII,\IU.:l)"〃./,/W t ' AS type. ；. variable [AS type]] ... 
「機 能 I SUB. FUNCTION ァロシ 一シ' ャが モジュール. レベル TTiV, 

L た' «ft に アクセス でき るよう にします。 は パラ メータ 

と し て 引 き； もされません. 

SHELL ステー 卜 メン卜 ~QB" 

I" 醫 式 I SHELL ： i iiDDntindstnng] 

I 機能 I 'お U'l' の BASIC の プログラム を执 けて . .COM. .EXE. BAT 
プログラム や. DOS の コマンド を 'Jiif します。 %\yir^ f 
すると. SHELL ステ一 トメ ント の 次の ir に！ tsilfflJ が り ま す。 



SIN 


N88/TB/QB 


書 式 | SIN (<ft 式 >> 




機 能 | 正弦 （サイン） を むま す 




SINH 関数 


丁 巳 


書 式 | (く數 filtjO) 




機 能 I く l^frfuO w«llll^ サイ 


^ の f せ を 返し ます。 


SIZE 関数 


TB 



「書 式 1 SIZE (く ft^iKlfc>, く^ ftA>» 



SIZE (<K 列 引 tt>) 

I m 引ぉ が •. つ あるとき は. く り ifo で^', ど された w 列の 中の. 
<er^> の 次; t の 要^の ft を i^L ます。 引ぉ が -っの 



c i :i. ^ケ1ぉ+：の要ぁのぉ《を^します。 



SJIS 團数 


TB 


1 書 a: 1 sjis <ef/it> 




1» ^ 1 く 整 ft^> で おされる JIS コード を， 

ドに变 してお し ます,. 


Wfc する シフト J1S コ一 


SLEEP ステー 卜 メン卜 


QB 


書 5C J SLEEP _st C(inc/s] 

J» 能！ フ 。 ...,リ： リ を 断し i t 


SOUND ステー 卜 メン卜 


OB 


害 式 | SOUND frtqueut x , duration 

機 能 1 スピーカから s- を^' ト: させます。 


SOUND 文 


TB 


g 式. S()「\l> くれ (め 八 ！ 人 くれ W りい—' ' 

m 能 | く ftWiAi> で 桁', おした lA'IWft (へ 

2 > で 桁 i し た^ ft だけ 出 わ します 


き 

^二 


SPACE$ 関数 


QB 


1 ま J SI'ACKSf") 
機 能 | MW のス へ一 スか 。 成る 义卞化 | をお 




SPACES 


NB6 



[書 式， SPACES <3?(^> 
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m 能 



SPC 関& 


NB8 










SPC 関数 


QB 


m 能 PRINT— LPR1VT スふー トメ ントの 中- 


匚 nflt| のス ベー ス を 


SPLIT 


TB 


書 式 SPLIT 

SPLIT 10 




機能 ： さ ft な.' つ マ-クシ ヨン- キーの 棟能 をムィ ： (JMi-ji) 


- ' マ. マ リ . ソト. '''一 w^IK を变 おします:. 


SQR 関数 


NB8/TB 


醫 式 SQR <ft^> 

« m. ャ&« を はます 


SQR 関数 


Q 已 


書 式 SQR(n) 




« fit z し た f<wt の -v h tts を お します.， 




STATIC ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式] STATIC rariabhlist 




1» 能 1 中-純' や 屮- 純 を， DEF FNhSft. 


F じ、 -CTION ブ a > 


一 ジャ， SUB ブ ロシ一 ジャ に^して 口 

し， 次の プロ シー ジャ^び 出 し i で 

す。 


一力' レな と し て 
その を^む: し ま 


STATUS DIAL 関数 


N88 


書 式 | STATUS DIAL (【【#】 <^ifit*Sv>.) < 


贿 ぉ>> 


機 能 | 'ぉ,;も搜に,,ビ.1«されてぃる«^« ; '';-〇《|^悄報を菊べます- 


STATUS DIALS 関数 


N88 


害 式 | STATL'S D1ALSI[[:0 機 Sv〉.〕 


<«« 番号" 


i 機 能 I ぉも掩 に,; ヒ« されて いる モ aSv を S ベ 


ます, 


STATUS ERROR 関数 


N88 


書 式」 STATUS ERROR [i ；：： <^#*孬''〉> 




機 能 1 モデムからの データ 'ま にお ノる通 も : ； 


エラーめ も-» を^べ 


ま す， 




STATUS LINES 数 


N8B 


書 式」 STATUS に INK (([：： <^ょも«»'ふ〉>： 




L 棣 MJ /H,i が あ つ た か ど うか を^べ ます 




STATUS MODE 釅数 


關 


醫 式 J STATUS MODE 〔（〔：〕 ぐお n も WS''》> に 




機能 1 ； t も椟の Wft の モード を m ベます 




STATUS PLAY 闢数 


N88 


霧 式 | STATUS PLAY (< チャンネル $'';->) 




機 能」 サゥン （■'• バッファ の 来 ^奏 データの バ f 


トねを w ます。 


STOP 


N88 


蘭 式 | ST(H， 




1 機 龍 1 フロ グラムの' おけ を 一！^' 1' 断し. コマンド' モ一ド にも どり ま 






STOP ステー 卜 メン卜 


TB/QB 


| 書式 | STOP 




搬範 1 ブロ ダラムの' おけ を屮 ll'. し ます。 





STOP ON/OFF/STOP NBB 



式 



STOP ON 
STOP OFF 



3) STOP STOP 

機 能 I I STOP I キ 一および [CTRL I 
S 止, 止 を *WL ます。 



'回に よ る 割り込みの 許"] \ 



STR$ 関数 



N88/TB/QB 



m 式， STHS KF<A>) 

[W~M] ftdft を义 に 《^ ヒ 



STRIG ON，OFF,STOP ステート メン卜 Q 巳 



I 搴 式] STRING («> ON 
STriINT,(«) OFF 
STRING! «) STOP 



ビング を オン/ 才' 



'断し ます < 



STRINGS 関数 



QB 



書式 I 1 S TRlWiSi >n. iJioncnc f xfyrissmn) 
2 STRINGS! stnmx^r^si t »i) 

m 能 l すべて" 义トが i,' に As(:n コ一 ドを ^つ 义卞々 ii か * すべて ( 

8： 字が 指定 L た 文字列の SfeK 文字 か ら な る X 字 列 を 返 し ま ■ 



STRINGS 関数 



N88 



| 書 式] STRINGS (く 式 >. 



せ 



： 文字 式〉 

任 意 の 文字 を 任 意 の Be だけ 連 結 した 文' Y W を 得 ま' 



SUB ステー 卜 メン卜 



QB 



—醫 _ 式 I bi'tinloht/tnmtii (fiiinom h y/is!) b i'A'i ll- 
EXIT SI B 
END SL'M 

機 能 j Sl'B フ ロシ一 シ、: "始め と &') を 



す „ 



SU 已 構文 



丁已 



式 | <SUBWI 文〉 ： ： <sub 文 > 

-.. <义> 



<suhi:> 



<サ ブルー- 



く サブ, レ一 - 
< サブ ルー- 



SUB <龜剁 (> 
SUB <36 別 (> K サブ ルー- 
ク • リスト >> 



< +ブメ 



「據— 能 | CAI.I . I で 》f. ひ' !、', す サブ' レー- 
い なければ な りません • 
» 文 を 途中で 抜け る と き に は, 



-タ> ： ： (単 -ftfltSft) 
(¥ • 文字列 *ft> 
く ハラ メ 一 タ> 

= <tm> 
トン を ',ヒ おします- <サ ブル 

t. CALL 文の 引 ft と 'ft し 
EXIT SL'B 文 を 使い ま す 



SWAP 


N88/QB 


醫 式 | SWAP <'5ift>. <变&> 




M~Bl 二つの 变 ft の赦を 入れ 換 えます- 




SWITCH 


丁已 



I 書 式」 SWITCH 

SWITCH KNIGHT 

i クチの *1 理を 中止 (再 PB) します, 



fis fife 



'； ift な 



[引数 一^ 3] 力 レ ン 


ト ■ フ 口 グラム か L たフ 


ログ ラム 


に スィッチ L ま す： 






SYSTEM ステ' 


一 卜 メン卜 


QB 


霞 式 | SYSTKM 






\Wm] ォー フンして いるす 


ベての フ アイ， レを クローズし， 


寸へ レー 


テイン ク' • システム 


■-vm^bii ます， 




TAB 関数 

. .. 




N8B 



[檐 能] 出ん け レバ' '(ス 'まで— や I'i を や: けます 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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TAB 関数 

1 « 4 I^Vl 


QB 


書 式 | TAB ((■"/,""") 




機 能 | PRINT. LPRI'NT ステ一 トメ ントの 屮 で， テ 


'ータ の 表示 位 


S を移勳 L ま す。 




TAB 関数 


TB 



L 機 能 



TAB «^tlA» 

TAB UVf. &. jK. 1 >. <«fftj^ 2 >) 

TAB が 使える の は， PRINT 文の 屮だ けです。 TAB(c> を 使う 
と， カー ゾルを c 桁まで 柊 W でき ます。 TAB(i".c> を 使う t, 
カー ゾル を! «Ai のゥ ィ ン ドウの r け C 桁に 移 勤で き ます c 



TAN 


NBB/TB/QB 


機 能 


TAN (<f(fifi.^>) 
il: 核 （タンジュン ト） 


を 得ます, 


TANH 関数 


TB 


書 式 

^ 能 


TANH (<ftit 式 >) 

<mn.A> の《 曲跺タ 


^ ジェン 卜の fa [を^し ます。 


[TERM 


N88 



[書 式 



ft! HE 



TERM " [COM:] (パリティ 'チヱ ッ ク> [く デ一 タ ビッ ト お > 
〔< ス ト ップ' ビッ ト ii> 〔く X パラ メータ〉 [く S パラメータ > 
〔<L»EL コ一ド 'お,; -iiil> 〔く リターン • キ 一送 U*lff.〉 〔くに コ 
一 ド受侰 *5S> 〔<B 本»シ フ ト コード〉〕〕〕〕〕〕〕〕〕 - 〔， 
【〈通信 方式 >〕 〔. <« 数領 城の 大きさ〉〕〕 
システム をタ一 ミナ ル • モー ドに します。 



TIME 関数 



TB 



書 式」 T1MK 

機 能 1 'I- tiii n b キか c, の 扦 ft を; | 



す。 引 ft は あ り ません。 



TIMER 関数 



QB 



| 書式 | TIMER 
[W 能"] T-ii;nHi.V か 



それまでに は 過した^ ft をお します。 



TIMER ON.OFF, STOP ステートメント QB 



I 書 式 1 TIMER ON 
TIMER OFF 

TIMER STOP 

I 機 能 I タイマ イベント 



ビング を オン/ ォ' 



中断 



TIME$ 関数 


隱 


書式 | 1) TIMES 

2) TIMES = "hh ： n 




機 能 1 時钊を ゆます。 




TIME$ffi 数 


QB 


書 式 | TIME$Mft 

機 能 1 オペ レ一テ イング' 


シ ス テムから jjdfr. の 時钊を 返し ます。 


TIME$ 関数 


丁已 



式 TIMKS 



機 能 | 24H.lM!i! 制で, げった^ llil を. 义卞 列 で^し ま' 

せん.. 



引数 は あ り ま 



TIME$ ステー 卜 メン卜 


QB 


書 % | TIMES = strinMcxpri ssiiin 




し 機 I6J ^钊 を^^ します。 




TIMES ON/OFF/STOP 


N88 


書式 | 1> TIMES ON 



1 直 



2) TIMES OFF 
TIMES STOP 

リアルタイム' タ' 

Mm ます。 



る 割り込みの 許 珠止, 停止 を 



TD 


TB 


使用 せ」 ： TO ぶ 川 




機 能 1 [引 . つ] エディ ッ ト-ゥ 


i ン ドウの 指定した ひに 力一 ゾ 


ルを 移動し ます。 




TRACE 文 


丁 巳 



式 



TRACE ON 
TRACE ON TO # <S?t!cA> 
TRACE OFF 
機 能 I デバ ッ グが^ ^ 状態に なって いる プロ ダラ. 

ひとつひとつの 文の む 結宋 を^ ボし ます。 



■ 二 ッ 卜で. 



TFHM$ 関数 



丁 巳 



害 式 | TRIM$ << 文'； 列 式 >1 

Wml く 文'; 列 jO でお される 文卞 列の tilfl または 後 力' に ^fl が あ 
る埸 O に， ど ち にのや:！ "I も JR り 除いて 返し ま す。 



TRN 関数 



TB 



式 | TRN (<ぉ蛾紀列>> 
16」 <»fififti 列 > でお される W 列 を 1ぉ 
ftffifid 列で なければ な り ま- 
代入 文 内た' けです。 



て 返します。 2次 だの 
が 使え るの は， MAT 



TRON/TROFF 



國 /QB 



式 1 1) TRON 
2) TROFF 



機 能」 プログラム の' お ( i^im を itiiw しま 



TRUNCATE 関数 



T 已 





TRUNCATE (く ft 値/: >, <«ift 式 >) 

TRUNCATE (x.n) は. x を 小 ft.'.'.': 以 卜 n tfr ま r" で W り 捨て 
た镇を 返し ます。 n が ft の^^ は 1() の | " | 乗の fff までで W 
り 捨てた fift を 返し ま す. 


機 能 




TRY TB 


書 式 


TRY 昔. ふ 

[引 »c 二つ] カレント-プログラム の文卞 列 を ひとつ ひと つ 
確^しながら; 3E 換し ます。 


桷 能 




TYPE ステー 卜 メン卜 QB 



—5t」 I'YH 'マ.、'/' t' 

elementname AS t\pc)lt/i)lt 
elementnamc At) typeniDUt 



END TYPE 

機 能 I 一^ I'. の 要^ を^む ユーザ一', ii おの データ や! を' , 



UBOUND 関数 



Q 已 



[霧 %} UBOUND (array j 
mT^} お 列の ffii した, えで Mi う こ とがで さ る. ；ぉ卞 の \:K ih'ik 

m を 返し ます。 



UBOUND 関数 



T 已 



式 



機 能 i 



UBOUND <<K 列 引 »>, 〈螯 ft 式〉) 
UBOUND (<S 列 引數》 

引 ft が 2 個 ある は， く fid 列' jlft> でお された fidWI につい 
て， く SU の; 夂'/ C の ^卞 の WAJift ( I.EU) を しま 
す。 2 SII の 引 ft がない とき は， < 配列 引 ft> で H された ki 
列の 1 SU の; ぉ卞の WWift ( IM) を^し ます。 その WW は 
1 次元の K 列で なければ な り ません。 



UCASE$ 関数 



TB 





式 1 


1 機 


能 i 



UCASE$ (〈文字列 式〉) 

< 文字列 式 > で 表される 文字列の | 

ベて 人文 卞 に变換 して^し ます。 



. ある g 宇の 小 文学 をす 
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UCASE$B8 数 


QB 


書 式 L 

機能 すへ て- -. ： — i*— た- 义卞 列 式 を 返し 




UEVFNT ステー 卜 メン卜 


QB 


書式 i I じ EVENT 、- 
i Lt» t> r Orr 
3 L"EVENT STOP 




m 能 ニー 一 一 —も… - .) トラッピング を オン/^ 


-フ したり， 


UNLOCK ステー 卜 メン卜 


QB 


—書— 式 ， t"N'_ •. ： 'リム' ， { nrord \ atari ^ JOcnd) 
機能 一—'… き-二 した a ックを 解除し ます.， 


UNPACKB 関数 


丁 巳 


書 式 じヽ ：' ふ ^'r--^iA>. <«?ftAl>. <«fftA2> 

機 能 PACKB + ザ-一羊 ンで パック m : . 港） した 义卞^ を に 

«X KT . '- -' 9) した lift を 返し ます。 


UNSAVE 


TB 


害 式 MyfUe 

m m '/： ft - - ： て^びされ ている ファイル をテ ソスク * 


ら 削 除し ま 


UNSAVE 文 


TB 


靈 式 IXSAVE < 文卞列 式 > 

m 能' く 文 卞^ 式 > で 措定した ファイル を 削除 します。 


USING$ 関数 


T 已 


翻 式 [JSINGS (〈文字列 式 >， 《式 > .... 《式〉) 
>■； ■ ： ： く ftSfijO 

< 之 宇 列 式 > 




機 能 | HilVT じ 文で 汴: 成される 文卞 列と WL' もの を 返します 
骞式制 卸 义ネ 列で ある く 文字列 式 > が' tSfi にあり. お^され 
る く ftp. 式〉 や く义卞 列 A〉 を'】'; す く が 校き ます 


USR 


鬧 



「霧 式"! USR 〔く S ひ >〕 （< 引 ft>> 

\m m\ メモリ I-. に hi, なされた 機 w お i^ft'i'wi/'fi', 



VA し 関数 



NB8/TB/QB 



霧 式 | VAL (く 义卞 化1>> 

機— W] え'; -ケ は. ム.) ftWirH n-k ： H ます 



VARPTR 関数 



N8B 



| 塞 式 | 1) VARPTR (. <機 能 >〕> 

2) VARPTR 1= (ファ i 'i. Sv> 〔. く 機能 >】） 

I 機 能 I «ftcOfit が tSW されて いる ズ モリ も 地， ファイルに 别 り' 1 i て 
られ ている ファイル 'コントロール' ブロ '■/ クの ほ|始3？ 地 を 
得ます, 



VARPTR, VARSEG 関数 QB 



I 醫 _ 式」 \ ARPTR(i'(/n(M""/"u' 
VARSEG ( variablentiDn I 

L« 能 J rn-t し た 《 ft の アト' レス をな 



VARPTR$ 関数 



QB 



["醫 式 ~| VARPTRSliwrwW. 請' I 
| 機能 i DRAW. P し AY ス チート ' 

宇 W の 形で jgL ます. 



トで使 う '4 ft のァ ド 



を 文 



VIEW 



NBB 



醫 式 | VIEW (Sxl . Syl) - <Sx2. S>2)[. <5fttACl>] [, <Sfl^ 
色" 

m 能 デ < スフ' レイ iwitfri ト. でのお 小站 w (ヒ "ユーボート i を^ i し 



VIEW 関数 



N8B 



[書 式 I VIEW [[SCREEN] ひん v/) (x2, .v 二つ: 
der]]} 

'フィック スの, 屮 JjfcM を', i:^ し ま す.. 



[書 式 | VIEW PRINT 

. 機 W\ 1ぉ1而卜.のチキス 



醫 式 | VIEW (< 棟 能) •） 

W 能"！ の ビュー ポー トの^ せ^;！? やけます— 



VIEW ステー 卜 メン卜 



QB 



^ ゥ： 



VIEW KEYS 



TB 



書 式」 VIEW KKYS 

Wml [引 ft なし] されて いる キーと', iiH 内^ をお' 



VIEW PRINT ステー 卜 メン卜 Q 已 



厂 hnttntninn] 
• ビュー ポー 卜の 境界 を 設定し ます c 



VOICE 



N88 



書 式」 voice く fv 色 s '.;■>, <tmv^\ y,> 

WW\ FM ,'V iK,: の f, 色 パン クを w ぶ 《 し ます 。 



VOICE COPY 



國 



書 式 j VOICE COPY <S ti <t*ftY!ftt;Vi|^> 
W 能 ！ F'M fVK^ ラ ズ 一 タ を fti^l に コ ビー し ま 



VOICE INIT 



NB8 



： 書式 | VOICE IMT 
WTW ト' M,''VftW,'Y き 



： 一 タを初 JW 化 !■ ます, 



VOICE LFO 



N88 



式 V (.)[«•； LFO ' ' 



'レ S リウ [. く 波形 >〕 〔, く SYNC デ 
f !_ f . タイム〉） [, <ii?>] (, (；ビ ツチ' 4 '^ほさ <«)>〕 

〔. <iK»ii'4 : JrK さ >〕 (. く ヒ'' 'チ さ («|)» 

し機 能 I ft チャン ネルの, 屮, )1 に LFO^'A を リ えます- 



VOICE REG 



N88 



霱 式 VOICK KK (； < l ジス' ノ ^ 'ひ >. く A, 

機 能 j シン セ サイ ザ LSI の レジスタ に^ r ..i'-L ： 



WAIT 



N88 





式 1 


WAIT <ポ_ ト つ， <A1> [<A2» 






m 


能 | 


コン ヒュ一 タぃ 人り ポート を モニタす る RSJ, 


,ロ グ 


ラ ムの $ 






ほ * は 止します, 







WAIT ステー 卜 メン卜 



QB 



I fe St 1 WAIT か〃'/ '〃 ""ん '- and 
[« m] 人ん ボート を^べ る は! 1, フ 



I'ssioti , xor- iXptrssnml 

'ラムの 実行 を一 時 中 in ま' 



WHEN 構文 



丁已 



tttt St 

1st Ht 



<W1U'H〉 ： ： WIIKN KXCKPTION IN 
ISK 

く'、 ン ドラ 部〉 

i:nd when 

whes exception use 

<\mx> 

END WHEN 

<»mm ： ： ... (文〉 

< '、ン ドラ sc> ： ： ... く 义> 
< ハン ドラお > ： ： i> 

エラー'！ "KJ: 巧-し ます ； 



ドラり 



WHILE〜WEND 



N8B 



式 WHILE <rtifeWA> 



WEND 

I 機 能 I WHILE から WEN【） まてん; 

件が 溝 足されて い 4 1«, ¥k>)&\ 



'にある -述の 文 を， Ifrc* 
て It けし ま す。 



QB = Quick BASIC TB = True BASIC 
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WHILE. . .WEND ステ 一卜 メン卜 



書 式 | WHILE amditixii 




state ftieyj ts 




WKM) 




機 能 1 ^ti した あ fT. が rtf ある ループ 1 入] の ステート 


メント を 


り 返し' JS ^します。 




WIDTH 


刚 


書式 | 1> WIDTH <Kift> 〔， <*f»» 




2) WIDTH く ファイル 'ディスクリプタ〉， <サ 


i ズ> 


：\) WIDTH - くファ ■( 'レ S 'ひ〉. く サイ ズ> 




m 能 1 ftw, 屮, ハ拽 》 や ファイルに w して 1 むのお さな ど を 桁', 1： しま 






WIDTH ステー 卜 メン卜 


TB 


書 式 | 1 WIDTH [colums] [ . lines] 




2 WIDTH \^fiUun»ibtr\ thritr) . irif/lli 




3 WIDTH Lf'RINT iridth 




機 能 | ファ f ' レゃテ イスに ,'IWJ する u の *(i を别 り' 1 ' i てたり. |ilf|tf【i 


にお^す る «rft やに- ft を变 Oi し ま す。 




WIDTH LPRINT 


N8B 


書式 I WIDTH LPRINT く 文字 ft> 




m 能 1 プリ ン タに , 'に〃 する 1 ひあたりの； (を ぶよ し 


ます。 


WINDOW 


國 


| 害 式 | WINDOW (Wxl. Wyl)-(Wx2, Wy2) 




| 機能 | ビュ 一ボー ト にお, j-く す る ワール ド^ ほ 系 内の SAW を ffii し ま 

卞。 


WINDOW 


N88 


[m 式 | WINDOW (く 楝 能 >) 




| 機能 i Wft の ウィンドウの ぶよ- を^ます。 




WINDOW ステー 卜 メン卜 


QB 


L 書 式 J WINDOW [[SCREEN; (.v/. yl)- (x2, \2) ] 




I 機能 i Wfr- の ビュー ポートの 論 標を i おします。 




WINDOW 文 


TB 


| 醫式 | WINDOW s <^.nA> 




1 機能 1 才 一ブン している ウィンドウ。 屮から カレント' 


ウィンドウ 


を 通お L ます' 




WFHTE 文 


TB 


| 害 式 | WRITE * く ： <ス> .... <A> 




WRITE s くや ftjO. < ,'!■ き （1', し オプション〉 . . . 


< t き 出 し 


オプション > ： <A> . . . . <A> 




く, 1 r さ，:', し 才ブシ ヨン > ： ： <レ コード 移 勑> 




IF THKRK Tlli:\ 


< ジャンプ > 


〈レコ 一 卜' ： ： BKGIN 




END 




\|-;XT 




SAME 




く' ノヤ ンブ > ： ： EXIT DO 




EXIT FOR 




< 行 番号〉 




(式〉 ： ： <&该 式〉 




< 文字列 式〉 




| m 能 | く 式> の W i' ,汁9： し ， く^れ で ffii した ファ 《 


ルに 寄き tt 







WRITEft 


N88 


害 式 1 WRITE* く ファイル S''〉>. <式> 〔 | . | く jO'"〕 




m m] ファイルに データ を, 《?き出します:. 




WRITER ステー 卜 メン卜 


QB 


書 式 | WRITER/7/ (リ〃 ひ >? ん】 expnastonhst 

m m\ シーケンシャル' ファイルに データ を 叩き込みます， 


ZER 配列 定数 


TB 


害 式 | ZER <i.fs'r-ttfi^> 



ZER 

機 能 I « A がすべ て" である ft 龈 ftil ^を^し ます， ZER 力 : 使 え る の 
は， MAT ^ 人文の なかた' けです- ぐ; ぉ卞' お OijO が あるとき 
は. その (添字 * 更式〉 で 指定した 次元の が 生成され ま 
す。 ぐ;. ぉ卞せ OiA> がない とき は. m の W 列の A '^のま まで' 



WRITE 國 

[S WRITE-: <A> 〔|.| <A>- ) 



「機 能"! ！山' 1 1 お にデ' 一タ を,' h 力し ます , 
WRITE ステー 卜 メン卜 ~QB 

| 書式 | \V H I TK . ゆ n ssio}i/ist] 
I 機 能 I I'l'llfti に データ を ■ 屮, ハ します 
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